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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　クラスメイトの乃の木ぎ坂ざか明日あす夏かは、容姿端麗で成績優秀な学園のアイドルだ。

　何か光り輝く粒子でも放っているんじゃないかってくらいにさらさらな髪、空に浮かぶストロベリームーンみたいにぱっちりとした琥こ珀はく色の瞳、ほんのりと色付いた桜色の唇。まさに見た目は女神の一言である。

　成績は極めて優秀。入学試験もほぼ満点の首席合格で、入学式で新入生代表として挨拶をしたりもした。

　加えて〝アキバ系〟に関する知識も豊富であると言われている。

　まさに完璧超人始祖の化身と言ってもいいくらいの完全無欠っぷりなのだ。

　だけどそんな彼女には……〝秘密〟があった。

　小さなものから大きなものまで、そのレベルはＣからＳＳ。さらにはそれを超えるＳＳＳやまだ見ぬＳＳＳＳなどのレアな秘密も存在したりする。

　明日あす夏かと知り合ってから今日までの半年ほどで、俺がコンプリートした秘密は九十九個。だけど明日あす夏かいわくまだまだ表には出ていないセンセーショナルな〝秘密〟がそれこそ山ほどあるのだという。

　その一部についてはふとしたことから耳にする機会があったのだけど……とても口に出せるようなものではなかったので、ここではそっと伏せておく。

　ともあれそんな明日あす夏かと出会って以来、平凡で波風が立つことなど微み塵じんもなかった俺の学園生活は終わりを告げて、数々の賑にぎやかな出来事とアクシデントとに満みち溢あふれた波は瀾らん万ばん丈じような日々が始まることとなったのである。




　これは〝秘密〟の物語。

〝秘密〟が繫つなぐ、絆きずなと想おもいの物語……だ。
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　それは金魚すくいから通報寸前のクラゲアクシデントまで様々だった夏の名残の回収イベントやら、ちょっとしたハプニングを経てクラスメイトたちとの関係が少しだけ深まった合唱コンクールやら、ドメスティックアンドバイオレンスの極みでありハリケーンのようだった思い出深い箱はこ根ね旅行やらも終わり、辺りを流れる空気も少しずつ冬を感じさせる肌寒いものに変わりはじめた晩秋の日のことだった。

　マフラーや手袋などに身を包んだ生徒たちの姿が多く見られるようになった、学校へと続く通学路。

　その途中にある駅前の大きな街路樹の下に、五百メートル先からでも分かるくらいに光り輝く存在が立っているのが見えた。




「あ──おはようございます、澤さわ村むらさん♪」




　まるで地上に降臨した女神様みたいなその光の化身は、こっちを見ると白しら百合ゆりのような微ほほ笑えみを浮かべて手を上げてきた。

　それは『そこで止まれ、止まらないと発砲も辞さないぞ！』というホールドアップ的な意味ではなく。

「おはよう、明日あす夏か」

　明日あす夏かだった。

　にこにこと笑いながら、飼い主を見付けた仔こ犬いぬみたいに嬉うれしそうにこっちに向かって手を振っている。

　これはお互いに登校をしていてその途中でたまたま会ったわけでは……ない。

「悪い、もしかして待った……？」

「いえ、私もちょうど今来たところでした。えと……ナイスタイミング、です」

「そ、そっか……」

「はい♪」

　嬉うれしそうに笑う明日あす夏か。

　そう。

　あの箱はこ根ねでの色々と大変だった騒動を経て、無事に明日あす夏かの両親への面通し（？）も済んで以来、何となく俺たちは待ち合わせをして登校することになっていたのだった。どちらが言い出したわけではなくて、気が付いたらこんな風になっていた感じといいますか……

「それにしても、ここ最近はだいぶ冷えるようになってきましたね」

　は～っと白い息を吐きながら明日あす夏かが言う。

「うん、特に朝は冷えるから、布ふ団とんからなかなか出られない上に着替えが大変で……」

「ふふ、そういう時は着替えのお洋服をコタツの中に入れておくのがいいと、『魔法少女ドジっ娘マホちゃん～冬の網走あばしり監獄編～』でマホちゃんが言っていました。マジカルキリングアンダーファイヤーでぽっかぽかなんだとか……」

　そんなことを話しながら並んで通学路を進んでいく。

　そして校門の近くまで差しかかったところで、

「あれ、明日あす夏かっちと澤さわ村むらっちじゃん」

　と、そこで声をかけられた。

　俺たちのことをその呼び名で呼ぶ相手といえば……

「あ、花はな村むらさん」

「おー、あたしだぜー！」

　予想通り、花鳥風月の一人の花はな村むらさんだった。

　いつものようにやばいくらいにハイテンションな空気を振りまきながらこっちに駆け寄ってくると、辺りに響く元気な声で挨拶をしてきた。

「おはよっ、明日あす夏かっち、澤さわ村むらっち！」

「おはようございます、花はな村むらさん」

「おはよう、花はな村むらさん」

「おはよーおはよー！　ん？　あれ、もしかして二人いっしょに来た感じ？」

　花はな村むらさんは俺たちの姿を見るや、いきなりそう訊きいてきた。

「おやおやー、これはあれか、もしかして待ち合わせをして二人だけのラブラブマヌカハニー登下校を楽しもうとしてたとかっ？　ふっふっふ、あたしの乙女の勘がそう言ってるぜ！」

「え、い、いや……」

「あ、え、えと……」

　二人いっしょにいるのを見ただけで即座に正解に辿たどり着つく花はな村むらさんの乙女の勘恐るべしなのだけれど（というかラブラブマヌカハニー登下校って何なんですかね……？）、ここで正直に答えてしまうのは三度の飯よりも噂うわさ好きなことで有名な花鳥風月のリーダー相手には自殺行為に近い。

　とはいえ誤魔化すのも気が引けるし（明日あす夏かに対して）、何と答えるのが正解なのかさっぱり分からない。言葉に詰まっていると、花はな村むらさんはにやりと変身後のグレムリンみたいな笑みを浮かべた。

「あー、うん、分かった分かった、みなまで言わなくていいって。これはあれだよね？　考えるな感じろ！　ってやつだよね？　やばいくらいにアバンチュールな匂いがするなー」

　アバンチュールな匂いってどんな匂いなんですかね。ニトログリセリンみたいな……？

　ともあれなんか勝手に納得してくれたのかそれ以上突っこんでこないのは助かるんですが……

「んー、でもあれだなー、澤さわ村むらっちはてっきり冬ふゆ姫きっちといい関係なのかと思ってたけど、違うんだねっ？」

「え、冬ふゆ姫き？」

　と、そこで意外な名前が出てきた。

「うん、そうそう。だってよくいっしょに喋しやべってるとこ見かけるし、やばいくらいに仲よさそうじゃん？」

　それはまあ、確かにそう見えるかもしれない。

　冬ふゆ姫きとは幼稚園からの十年来の付き合いだし、お互いにこれ以上ないってくらいに気心も知れている。おそらく明日あす夏かを除けば、女子で一番接している時間が長い相手だろう。

　とはいえ。

「ん、いや冬ふゆ姫きとは幼なじみでずっといっしょにいるからそう見えるかもしれないけど、そういうんじゃないっていうか……」

「え、そうなの？」

「うん。ほとんど腐れ縁っていうか、男友だちに近い感じかも」

「ふぅん……」

　そこで花はな村むらさんは言葉を止めて口元に手を当てた。

　彼女にしては何やら真剣な表情で首を傾かしげると、「……うーん、でも冬ふゆ姫きっちは絶対にそう思ってないと思うんだけどなー……」

「？　何て言った？」

「あ、ううん、何でもっ。うんうん、そういうのはやばいくらいにデリケートなところだからね。ここは慎重に攻めていかないと」

「？」

　何を言っているのかさっぱり分からないんですが……

「あー、いいのいいの。ほら、いこいこっ！　遅刻しちゃう」

「あ、うん」

「はい、そうですね」

　どことなく釈然としないままうなずき返して。

　三人で学校へと歩き出したのだった。







　教室に着くと、すでにクラスメイトたちはほとんど来ていた。

　それぞれ仲のいいグループで集まって昨日のテレビのことを話していたり、忘れていた宿題を写させてもらっていたり、白目をむいたまま居眠りをしていたりと、みんな思い思いの始業前の時間を過ごしている。

　そんな中、教室の一番後ろの窓まど際ぎわの席ではいつも通り、三Ｋたちと冬ふゆ姫きがひときわ賑にぎやかに声を上げていた。

「うんうん、やっぱそうだよねー？　『アイドルルーラードジっ娘マホちゃん♪』は神ゲーでさー。カヤちゃんのメインコミュがめちゃくちゃよかったよねー？　アイドルのライバルとしての葛藤を真っ正面から描いてたのがすごいエモくてー」

「そうでありますな。あれは白はく眉びでした」

「とはいえ僕としてはやはりマホちゃんのメインコミュも捨てがたいです。正統派のアイドルストーリーとして実に見事な作りでした」

「思わず号泣したぜ！」

「うんうん、分かるー。どっちも甲乙つけがたいっていうかさ──お、善よし人とだー！　おーい！」

　俺たちの姿を目に留とめると、冬ふゆ姫きは手をぶんぶん振りながらそのアニメライクな声で呼びかけてきた。

「おー、おっはよー、善よし人と！　乃の木ぎ坂ざかさん、花はな村むらさん！」

「おはよう、冬ふゆ姫き」

「おはようございます、朝あさ倉くらさん」

「おはー！」

　挨拶をした後にひとまずカバンを自分の机に置いて、明日夏と俺は冬ふゆ姫きたちのところへと合流する。花はな村むらさんは他の花鳥風月──小鳥遊たかなしさん、風かざ祭まつりさん、美み月づきさんのところへと行ったようだった。

「二人ともちょうどいいところに来たよー！　あのさ、今、『アイドルルーラードジっ娘マホちゃん♪』の話をしていたところだったんだー！」

「乃の木ぎ坂ざかさんも『アイドルルーラードジっ娘マホちゃん♪』はやっておられるのですよな？」

「あ、はいです。とっても面白いですよね」

「フフ、我々の当然の嗜たしなみですよね」

「ていうかやってないやつなんていないだろ！」

　冬ふゆ姫きや三Ｋたちが嬉き々きとして言っている『アイドルルーラードジっ娘マホちゃん♪』というのは、『魔法少女ドジっ娘マホちゃん』から派生したソシャゲで、アイドル候補生になったマホちゃんたちを立派な魔法アイドルに育て上げるべくユーザーがプロフェッサーとなって育成していくというものである。派生コンテンツとはいえファンは多く、これ単体でもコミック化やアニメ化するほど有名なコンテンツだったりもする。近々ライブが開催されるということもあって、ここのところ『ＡＭＷ研究会』の中でも一大ブームがきているのだった。

「時に乃の木ぎ坂ざかさん。乃の木ぎ坂ざかさんは先日配信されたカヤちゃんのイベントコミュはもう当然見ましたよな？」

「え？　あ、はい」

「あれもまた素晴らしかったですよね！」

「泣きまくったぜ！」

「特にあそこがよかったよねー！　ほらー、オリジナルの『魔法少女ドジっ娘マホちゃん』から引用された台詞せりふで、『もしかしたらこれって、ぬくもりの魔法かもしれないねー……心は一つ一つだと孤独で透明な存在にすぎないけど、心と心が溶け合うことで、そこに温かな魔法が生まれる……そうでしょ、ハルくん？』ってところがさー」

「あ、分かります。序盤であの台詞せりふが使われているところは、ぐっときましたよね」

「あ、分かってくれるんだー？　さっすが乃の木ぎ坂ざかさん、そこに痺しびれる憧れるぜー！」

　冬ふゆ姫きや三Ｋたちの〝アキバ系〟トークの中で笑い合う明日あす夏か。

　その姿は、もうすっかり『ＡＭＷ研究会』に溶け込んでいるように見えた。

　あの箱はこ根ねでの両親との対話以来……明日あす夏かは〝アキバ系〟にこれまで以上に積極的に向き合おうと決めたみたいだった。その影響か、冬ふゆ姫きや三Ｋたちともこの上なく普通に会話ができているように見える。ちょっと前までだったらいつ〝秘密〟の一端が隠しきれない化け狸だぬきのシッポのごとく顔を出すか分からずにヒヤヒヤものだったけれど、今はもうそこまで心配しなくてもある程度は安心して見ていられる。

　何だか成長して卵の殻が取れた雛ひな鳥どりを見る親鳥のような心地というか。

　もしかしたら、俺のせんせー役がお役御免になる日もそう遠くはないのかもしれない。

　そう思うと少し寂しいような気もするけれど……いやいや、明日あす夏かにとって立派な〝アキバ系〟になることは念願の一つなんだし、これはきっといいことなんだ、うん。

「？　どうしたんですか、澤さわ村むらさん？」

「あ、いや、何でもない。ちょっと感傷的になってたっていうか……」

「？」

　そんな感じにここ最近はいい調子だった。

　明日あす夏かと出会ってからのこの半年。

　出会いという最上級の化学反応を経た後に、いくつものハプニングやアクシデントを通して確かな『変化』が起こって、その結果として俺たちの関係は少しだけ前に進むことができた。そしてそれに伴い明日あす夏かも成長して、こうして『ＡＭＷ研究会』のみんなとの関係も円滑になった。もしかしたらその前進はコツノアリ（日本最小のアリ）の一歩くらいにわずかなものなのかもしれないけれど、それでも前に進んでいることだけは確実だ。

　そんなこんなで、少しだけ『変化』から生じた結果が結実しつつある秋。

　だけど実のところこの『変化』っていうやつはなかなか単独では完結しにくいもので。

　どこかが変われば必ずその影響を受けて他の何かにも『変化』を及ぼすものなんだってことを……俺は思い知らされることになるんですよね。








・乃の木ぎ坂ざか明日あす夏かの秘密[image: まる100]（秘密レベルＳ）

　関係が少しだけ前に進んで、どちらともなくいっしょに登校することになった。

・乃の木ぎ坂ざか明日あす夏かの秘密[image: まる101]（秘密レベルＢ）

〝アキバ系〟に少し積極的になった。
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　そんなある日のこと。

　その日も退屈だった授業が終わり、待ちに待った放課後になった時のことだった。

「あの、澤さわ村むらさん……今度の日曜日、澤さわ村むらさんのお家うちに行ってもいいですか？」

「え、俺の家？」

「はい」

　明日あす夏かがとてとてとこっちに駆け寄ってきて、そんなことを言ってきた。

「それは構わないけど、何でまた……？」

　うちなんでしょうか？

　思い起こす限り特に理由は見当たらない。

　いつかのように明日あす夏かの〝秘密〟絡がらみで合宿をする必要があるわけでもないし、かき氷を作るわけでも、ましてや家出をしてきてどこかに駆け落ち（？）しようという事情があるわけでもない。

　すると明日あす夏かはにっこりと微ほほ笑えみながらこう口にした。

「ええと、実はこの間の箱はこ根ね旅行で買ったお土産を鈴すず音ねちゃんにお渡ししたいと思いまして」

「鈴すず音ねに？」

「はい」

　こっくりとうなずく。

「鈴すず音ねちゃんには合宿でお邪魔をした時や、夏の名残のかき氷の時などに、色々とお世話になっていますので」

　それはまあ確かに。

　ちなみに鈴すず音ねは俺の妹で、ちょっとばかりませた感じの小学生だ。

　世話焼き気質で家事もよくやってくれて色々と気が利きいて、俺のことを事あるごとに不祥事予備軍として扱うこと以外は、よくできた妹だと思う。

「あ、でも鈴すず音ねのやつ、日曜日、家にいるのかな……」

　我が妹ながらそこそこアクティブで、休日は割と出かけることが多い。事前に確認しておかないともしかしたら行き違いになってしまう可能性もなくはないかも……

「あ、えと、それは大丈夫だと思います。鈴すず音ねちゃんにはもうメッセージで確認しましたから」

「え、そうなの？」

「はいです。鈴すず音ねちゃん、日曜日はお家うちにいるみたいです」

　ふわりと髪を揺らしながら明日あす夏かがうなずく。

「というかいつの間に鈴すず音ねとアドレス交換を……」

「ええと、かき氷を食べた時にです。今では毎日必ずメッセージを送り合うくらいなんですよ♪」

　ぜんぜん知りませんでした。

　鈴すず音ねのやつも一言くらい言ってくれてもいいのに。というか知らない内にそんな仲になっていたなんて、女子のコミュニケーション能力、恐るべし……

　ともあれそういうことなら、明日あす夏かの提案を断る理由はこれっぽっちもない。

「ん、分かった。じゃあ日曜日、お昼過ぎくらいで大丈夫？」

「はい♪」

　明日あす夏かが嬉うれしそうにうなずいて。

　そういうわけで次の日曜日に明日あす夏かがうちに来ることとなったのだった。








・乃の木ぎ坂ざか明日あす夏かの秘密[image: まる102]（秘密レベルＣ）

　いつの間にか鈴すず音ねと仲良くなっていた。
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　そんなこんなで日曜日になった。

　そこはかとなく小春日和で暖かな昼下がり。

　部屋の片付けやお茶菓子の準備などをしつつ、俺はウロウロと所在なく家の中を歩き回っていた。

「おにーちゃん、なにしてるの？　さっきからこわれてじゅうでんきのばしょがわからなくなっちゃったおそうじロボットみたいだよ？」

　そんな俺を見て、鈴すず音ねが呆あきれたようにそう言う。

　我ながら挙動不審なのは分かっているのだけれど、こればかりはどうしようもない。

　何せ明日あす夏かがうちに来るのだ。それはこれが初めてではないとはいえ……どうしてもそわそわしてしまうのは避けられないですよね？

　ほら、健全な十七歳の男子高校生だったら家に女子がやって来るとなれば緊張で落ち着かなくなるのは何もおかしなことじゃない。それも相手は『白銀の星屑ニユイ・エトワーレ』の二つ名で呼ばれ超が付くほどのお嬢様にして学園のアイドルである明日あす夏かときている。マンボウ（びっくりするだけで死ぬ）だったらそれだけであっという間に天に召されてしまうに違いない。

　やがて本日三度目の徘はい徊かいをしかけた辺りで、

　ピンポーン♪

　と、玄関の呼び鈴が鳴らされた。

「はーい！」

　鈴すず音ねが声を上げてとてとてと玄関へと走っていく。

　ガチャリと開かれたドアの向こうから現れたのは……




「こんにちは♪」




「わーい、乃の木ぎ坂ざかさん、いらっしゃーい！」

　白しら百合ゆりのような微ほほ笑えみを浮かべる明日あす夏か（お嬢様モード）だった。

　破顔した鈴すず音ねが、大好物の犬用チュールをくれる飼い主を見付けた仔こ犬いぬみたいに嬉うれしそうに抱きつく。

「わー、ほんものの乃の木ぎ坂ざかさんだー。へへー、いいにおいー」

「ふふふ、お元気にしていましたか、鈴すず音ねちゃん」

「うんっ！　でもまいにちメッセージをやってるから、げんきなのはしってるはずだよー！」

「あ、それもそうですね」

　そう言って二人で笑い合う。

　うーん、ホントに仲がいいなあ……

　なんか鈴すず音ねのやつは俺には絶対に向けないような笑顔を見せているし。

　とはいえいつまで経たっても離れようとしない犬みたいな鈴すず音ねに、さすがに少し申し訳ない気分になってくる。

「あー、ゴメン、明日あす夏か。鈴すず音ねがこんな感じで……」

　だけど俺のその言葉に、明日あす夏かは首を横に振った。

「いいえ、何だか嬉うれしいです。妹ができたみたいで……」

「いもうと？」

　鈴すず音ねが首を傾ける。

「はいです。私、お姉ちゃんはいますけど、妹はいなくて……。親戚の方たちもみんな年上の方ばかりなので、こういう風に甘えてもらえることに憧れていたんです」

　それを聞いて、鈴すず音ねがぱあっと顔を輝かせる。

「え、じゃあじゃあ、明日あす夏かおねーちゃんってよんでもいいですか？」

「明日あす夏かお姉ちゃん……はい、もちろんです♪」

「やった！　わーい！　明日あす夏かおねーちゃんだー！」

　ものすごく嬉うれしそうな顔をする鈴すず音ねを、明日あす夏かが優しげな表情で見下ろす。

　その様子は本物の仲のいい姉妹みたいだった。ううん、普段は未み来らいさんの影響でどちらかといえば妹の印象が強い明日あす夏かだけど、こういうちょっと大人びた感じのお姉ちゃんライクなのもまた新鮮かもしれません……

　しばらくの間、明日あす夏かは穏やかな笑みを浮かべながら鈴すず音ねの頭を撫なでていて、

「あ、そうです。忘れるところでした。こちらが鈴すず音ねちゃんへのお土産で……」

　と、バッグから紙袋を取り出した。

「え、なになにー？」

「お話ししていた箱はこ根ねのお土産です。よかったらどうぞ」

「ありがとー、明日あす夏かおねーちゃん！　あけていいー？」

「はい♪」

　嬉うれしそうな顔で鈴すず音ねが受け取った紙袋を開ける。

　中から出てきたのは……

「え、明日あす夏か、何これ……？」

　なんか……異形の物体だった。

「はい、箱はこ根ね名物の金きん目め鯛だい型クリムゾンの限定キーホルダーです。とってもかわいかったので、お土産にぴったりだと思って」

「…………」

　かわいい、ですか、これ……？

　基本的には頭部は金きん目め鯛だいなんだけれど、クリムゾンだけあってその下に筋骨隆々のマッスルボディが付いている。半魚人の出来損ないというか……端的に言ってキモい。婉えん曲きよくに言ってもかなりキモい。かわいさの片へん鱗りんも感じられない。

　だけど、

「わー、なにこれかわいいー！　かおがきんめだいなんだー！」

　鈴すず音ねには好評みたいだった。

　不気味なマッスルボディを手にして、嬉うれしそうに歓声を上げている。

　え、これって俺のセンスがおかしいんでしょうか……？　それとも男子と女子の感性の違い……？　ああ、でも考えてみれば鈴すず音ねのやつも庭で育ててるハエトリグサ（ザンギエフくん）をかわいいとか言ってるし、きっとそういう嗜し好こうなんですね……

「……」

　何であれ、お土産を贈った明日あす夏かも贈られた鈴すず音ねのやつも喜んでるからウィンウィンってことでいいのかな……

　どこか達観したような心地でそんなことを考えていると、

「あー、でもうれしいなー。なんかこういうのってすっごくたのしい！　むねがわくわくするかんじー」

　鈴すず音ねが満面の笑みでそう声を上げた。

「もう明日あす夏かおねーちゃんがほんとのおねーちゃんだったらいいのに。──あ、そうだ！」

「？」

　そこで鈴すず音ねは何かいいことを思い付いたって顔をすると、目を輝かせながらこう言った。




「だったらおにーちゃんとおねーちゃんがけっこんすればいいんだよー！」




「ぼぶっ……!?」

　髪型みたいな声とともに思わずむせそうになった。

　け、結婚って……ま、また何をぶっこんでくるんですか、この爆弾発言シスターは……!?
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　思わず瞬間接着剤で固められたように停止する俺たちに、

「えー、だってそうすれば明日あす夏かおねーちゃん、ほんとのおねえちゃんになるしー。それにふたりともなんだかもうだいぶまえからふうふみたいだから、いーとおもうんだけどなー」

「え、あ……」

「あ、でもふしょうじおにーちゃんと明日あす夏かおねーちゃんとじゃつりあわないかなー。かくさこん？　ってやつになっちゃうかも……」

　どこでそんな言葉を覚えてきたのやら……

「い、いえ、それは、その……」

　だけど鈴すず音ねの言葉に、明日あす夏かは少しの間言葉を詰まらせていた。

　やがて顔をうつむかせながらぎゅっと胸の前で手を握ると、

「…………じゃ、ないです……」

「え……？」




「…………い、いやじゃ……ないです……その、鈴すず音ねちゃんの、お姉さんになるの……」




　小さな声ながらも、だけどはっきりとそう口にした。

「え、ほんとほんとー！」

「…………は、はい…………」

　飛び上がりながら喜ぶ鈴すず音ねの傍かたわらで、耳たぶまで真っ赤にしながら明日あす夏かがこっくりとうなずく。

　え、そ、それって、鈴すず音ねの本当のお姉さんになるのがイヤじゃないっていうことは、つまりその、俺と、ふ、夫婦になることもイヤじゃないってことでもあって……

「……」

「……」

　う、あ、明日あす夏かの顔が見られません……

　明日あす夏かもそう言ったきり顔をうつむかせたままだし……

　ど、どうしたらいいんでしょう……？

　突然の〝夫婦インパクト〟に二人してカチンコチンのフリーズ状態になっていると、ふとそれまで満面の笑みだった鈴すず音ねが少しだけ声を落とした。

「……あ、でも、これ、よくないかな……」

「……？」

「明日あす夏かおねーちゃんがほんとのおねえちゃんになってくれたらすっごくうれしいけど……でも、それだとふゆきちゃんにわるいかも……」

　何かを考えこむように「うーん……」と腕を組んで口元に手をやる。

「……ふゆきちゃん、〝ひみつ〟ってゆーかばれないようにしてたけど、ずっと……だったもんね……」

　うーん、声が小さくてよく聞こえない。冬ふゆ姫きがどうしたとか言ってる……？

「鈴すず音ね……？」

　確認しようとすると、鈴すず音ねははっと何かに気付いたようにぶんぶんと大きく頭を振った。

「あ──な、なんでもないよっ！　きにしないで！」

「？」

「べ、べつに、ふゆきちゃんはかんけーないっていうか、〝ひみつ〟だからいえないわけじゃないっていうか……！」

　鈴すず音ねにしては珍しくなぜだか焦あせったようにそう口にする。

「え、えっと……あ、そ、そうだ、せっかく明日あす夏かおねーちゃんがきてくれたんだから、おいしいけーきでもかってくるね！」

「え、いやお茶菓子は用意してある──」

「い、いいの！　おにーちゃんがよういしたしょうわのセンスあふれるじみなかんじのおちゃがしじゃやくぶそくなの！　ぱぱっといってくるからちょっとまっててー！」

　さりげなく俺へのディスをまじえてそう言うと、鈴すず音ねは逃げるようにして出て行ってしまった。

　後には〝夫婦インパクト〟にさらされた俺たちだけが残される。

　ワケが分からない。というか場をかき回すだけかき回していなくならないでください、マイシスター……

「あー、え、ええと……」

「は、はい……」

「と、とりあえず部屋に行こうか？　鈴すず音ねが帰ってくるまで手持ち無沙汰だし……」

「そ、そうですね……」

　明日あす夏かが小さくそううなずいて。

　俺たちは二階へと上がったのだった。








・乃の木ぎ坂ざか明日あす夏かの秘密[image: まる103]（秘密レベルＳ）

　鈴すず音ねのお姉さんになるのも、その、イ、イヤじゃないらしい……









　　　　４




「あ、適当に座ってくれて大丈夫だから」

「あ、うん、ありがと、せんせー」

　持っていたハンドバッグを脇に置いて、明日あす夏かが座ざ布ぶ団とんへとちょこんと座り込む。

「は～、リラックス～♪」

　ちなみに二人だけになったことから、明日あす夏かの口調はそれまでの丁寧語からこの上なくくだけたものへと変化していた。これは明日あす夏かの〝秘密〟の一つであるのだけれど……人前では基本的におしとやかで白しら百合ゆりが咲くようなお嬢様モード、それ以外の家族などの前では天てん真しん爛らん漫まんで向日葵ひまわりのような人ひと懐なつこいモードがデフォルトなのである。さらにはこれ以外のちょっとばかり物騒な第三のモードもあったりするものの、それはさらにランクの高いＳレベルの〝秘密〟であるため、また別の機会でってことで……

「ん～、でもせんせーの部屋に来るの、なんかひさしぶりな気がする～」

　ぐぐっと腕を伸ばして、明日あす夏かがそう口にした。

「え、そうだっけ？」

「うん、たぶん最後に来たのって、夏休みのかき氷の時にちょっと上がったくらいじゃないかな？」

　言われてみれば確かにそうかもしれない。

　最近は何かで集まることがあっても、どちらかといえば明日あす夏かの家に行く方が多かった。理由はまあ簡単で、俺の部屋はあんまり広くないというか、言ってしまえば乃の木ぎ坂ざか邸のシューズインクローゼットあるいはトイレと同じくらいの広さのため、特に理由がない限り二人で集まるのにはあんまり適してないんですよね……

「ん～、だけど何だか帰るべき場所に戻ってきたような気がするよ～。ふふ、せんせーの匂いがして落ち着くんだ～」

「え、あ、汗くさいとか……？」

「ん～ん、そういうのはぜんぜん。なんていうか、すっごくせんせーっぽい匂いだよ。わたしは好き～♪」

　そう言ってにんまりと笑う。

　う、うーん、匂いなんてものは自分ではよく分からないのでそう言われてもいまいち実感がわかないといいますか……

　とりあえず明日あす夏かはものすごくいい匂いがするのだけは確かなんだけど。

　思わず自分と明日あす夏かの匂いを比べていると、ふとミニテーブルの上に置いてあったスマホがヴヴヴ……とダンディに震えた。

「？」

　何だろうと見てみると……そこには、『アイドルルーラードジっ娘マホちゃん♪』の『元気が満タンになりました』の通知が表示されていた。

「あ、せんせーもやってるんだ、『アイドルルーラードジっ娘マホちゃん♪』」

　通知が目に入ったのか、明日あす夏かが身を乗り出してくる。

「うん。チマチマ進めてる感じかな」

　冬ふゆ姫きや三Ｋたちのように射幸心を煽あおられたじゃぶじゃぶ課金を大前提でやりこんでいるわけではなくて、あくまでライト層としてマイペースで進めている感じだ。

「そうなんだ～。いいよね、『アイドルルーラードジっ娘マホちゃん♪』」

「明日あす夏かもやってるんだよね？　確か冬ふゆ姫きたちと話してたし……」

「うんっ！　まだはじめたばっかりだけど、これすっごく楽しいね～。ベースは『魔法少女ドジっ娘マホちゃん』だし、アイドルになったマホちゃんたちもきらきらしててかわいいし……あ、でも」

「？」

「わたしだけまだ……ぜんぜんイベントコミュを進められてないんだった」

　少しだけ声を落としてそう口にする。

「カヤちゃんのアイドルコミュが見たいんだけど、ライブがヘタクソだからなかなか親愛度が上がらないんだよね～。朝あさ倉くらさんたち、ものすごく進めるのが速くてさ、新しいイベントが配信されたら次の日にはもうコンプリートしてるっていうか。だから微妙に話に付いていけなかったりもして、あはは……」

　そんなこと言いながら苦笑いを浮かべる。

　まああの食事の時や風ふ呂ろの時さえもやり続けているほとんど廃人の極みみたいな冬ふゆ姫きたちを基準にするのはなあ……

　ちなみにコミュとはコミュニケーションパートの略で、マホちゃんたちとの会話が楽しめるちょっとしたストーリーみたいなものである。大まかにはメインコミュとアイドルコミュ（イベントコミュもこちらに含まれる）の二つに分かれている。基本はロックされていて、アイドルとの親愛度が一定以上に達しないと開放されずに見ることができない。とはいえ……

「でもこれって、コミュのストーリーを見るだけなら動画サイトとかで調べれば出てくるんじゃない？」

〝アキバ系〟ならだれもが知っているくらいのメジャーコンテンツだけあって、ちょっと大きめの動画サイトを検索すればそれこそ山ほど出てくる。話に付いていくだけならそれで十分なような気もするけれど……

　だけど俺のその言葉に明日あす夏かは首を横に振った。

「ん、それも考えたんだけどね～。でもやっぱりそれってなんか違うような気がしたんだよ。ほら、マホちゃんたちもアイドルになるためにレッスンとかライブとかをすっごく一生懸命がんばってるんだから、わたしもそのマホちゃんたちの努力の結果はちゃんと自分の力で見たいと思って」

「明日あす夏か……」

　真面目というか何というか。

　しょせんゲームのキャラと言ってしまえばそれだけの話なのに。でもそういうところは……間違いなく明日あす夏かのいいところだと思う。

　だったら。

「よかったら、いっしょにやらない？」

「え？」

「ほら、ライブが苦手だっていうなら協力してプレイすれば、一人でやるよりもうまく進められると思うんだ」

「え、や、やってくれるの、せんせー？」

　明日あす夏かがツインテールをぴこんと反応させて声を上げる。

「もちろん。それに普通にライブをやってるだけだとコミュを全部見るのは大変だけど、アイテムを使えば親愛度の上がり方がぜんぜん違うらしいよ。ネットの攻略サイトに書いてあった」

「そ、そんなのあるの？　あ、ありがとー！　やっぱりせんせーはせんせーだよ～。すっごく頼りになる」

　俺の両手を握って本当に嬉うれしそうに言う明日あす夏か。

　その姿を見て、思う。

　……そっか。

　色々慣れてきたようにも思えるし〝アキバ系〟に対して積極的に向き合うようにもなったけれど、何だかんだいって明日あす夏かはつい半年前くらいまではまったく〝アキバ系〟に触れていない真っ白なキャンバス（詩的表現）だったんだ。ようやくソシャゲにも慣れてきたとはいっても、その攻略の仕方とかまで話が及ぶと意外と基本的なところが分かっていなかったりもする。明日あす夏かはまだまだ、シャケにしてみればイクラから稚魚に孵かえったばかりくらいの、〝アキバ系〟初心者なんですよね。

「？　どうしたの、せんせー、なんか微笑ほほえましい顔してるけど……」

「や、何でもない。ちょっと安心したっていうか……」

「？」

　どうやらせんせーがお役御免になる日は、まだ当分先のことらしい。

「さ、それじゃ始めよっか。今から二人でやれば、鈴すず音ねが帰ってくるまでには全部コミュを見られると思うから」

「うんっ♪」

　俺のその言葉に、明日あす夏かが大きくうなずいたのだった。







「よーし、やった！　カヤちゃんのイベントコミュ、コンプリートだよ～！」

「やったな、明日あす夏か」

「うんっ♪」

　二人で協力してライブを続けることおよそ四十分。

　大きな問題もなくカヤちゃんとの親愛度を上げることに成功して、無事にカヤちゃんのコミュを全部見ることができていた。

「なるほど、そっかそっか、こういうお話なんだ～。うん、いいお話だった～。朝あさ倉くらさんたちが話してたこと、やっと分かった気がするよ～」

　うんうんと頭を振りながら納得したようにそううなずく。

「よかったね、これで冬ふゆ姫きたちとも話ができるんじゃないかな」

「うん、ありがと！　これもせんせーのおかげだよ～！」

「や、俺はそんな大したことはしてないから」

　俺がしたことといえばほんの少しライブ攻略に手を貸したのと、ネットで少し調べればだれでも知ることができる情報を教えただけだ。

　それでも明日あす夏かは本当に心から感謝してくれているようだった。まっすぐにこっちを見上げる咲き誇った向日葵ひまわりみたいな表情からそれはひしひしと伝わってくる。うーん、せんせー冥みよう利りにつきるといいますか……

「でも『アイドルルーラードジっ娘マホちゃん♪』、ほんとに大人気だよね～」

　と、明日あす夏かがこっちを見上げたままそう言った。

「ゲーム自体も登録者数が四百万人を超えたって話だし、アニメも好調で今度二期をやるみたい。実写ドラマ化とか舞台化とかもするんだって～」

「確かに完全にメディアミックスの波が来てる感じだよな。──あ、そういえば今度ライブがあるんだっけ？」

「あ、そうだね～。木き村むらくんたちが言ってた」

　今月の末かその辺りだったかに、『アイドルルーラードジっ娘マホちゃん♪』出演声優さんたちによるライブがあるらしい。詳しくはよく知らないんだけど、かなり大規模なライブであるようで、当然のごとく三Ｋや冬ふゆ姫きたちは参戦予定なのだとか。

「……」

　ん、てことはもしかして明日あす夏かも参加するつもりだったりするんですかね？

　この話の流れからするとそうであってもまったくもっておかしくない。

　すると明日あす夏かは小さく首を振ってこう言った。

「う～……すっごく行きたかったんだけどね～。でもその日はめったに来てもらえない偉いピアノの先生のレッスンがあって、どうしても外せないんだよ～」

「そうなの？」

「うん。いちおう他の日にできないか交渉してはみたんだけど、その先生が来日してるのがその日しかないからダメだって～」

「そっか……」

　そういう事情だったらしょうがない。

　箱はこ根ねでの親子の語らいの時に、勉強も、習い事も、〝アキバ系〟も、全部逃げずに全力で向かうと明日あす夏かはお父様と約束をしていた。だとしたら時にはたとえ行きたいイベントを諦めてでも、うまい具合にバランスを取ることが必要となってくるんだろう。

「あ～あ、悔しいから、レッスンで『アイドルルーラードジっ娘マホちゃん♪』の曲を弾いちゃおっかな～」

　明るい口調で明日あす夏かはそう言っていた。

　その様子からは少し前に悩んでいた〝アキバ系〟とその他の勉強や習い事との両立はおおむねうまくいっているように見えて、少しだけ安心した。

　やっぱり、明日あす夏かにはいつも花が咲くみたいな笑顔でいてほしいですからね……








・乃の木ぎ坂ざか明日あす夏かの秘密[image: まる104]（秘密レベルＢ）

『アイドルルーラードジっ娘マホちゃん♪』のカヤちゃんコミュをコンプリートできた。

・乃の木ぎ坂ざか明日あす夏かの秘密[image: まる105]（秘密レベルＣ）

『アイドルルーラードジっ娘マホちゃん♪』のライブに行けなくてしょんぼり。
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「鈴すず音ねのやつ、帰ってこないな……」

　カヤちゃんのイベントコミュをコンプリートしてからさらに十五分ほど経過して。

　いまだにお茶菓子（昭和の匂いがしないやつ）を探しに出たマイシスターは帰ってくる様子がなかった。

「まああいつのことだからどこかで道草を食ってるだけだとは思うんだけど……」

　買い物途中で近所の猫とたわむれたり、近所のおばあちゃんたちと井戸端会議をしたり、近所の子どもたちとデュエルをしていることはよくある。まだ明るい時間だし、なのでそれはさほど心配はしていないのだけど。

　ただその、何といいますか……

「わ～、せんせーのお布ふ団とん、干したてだね～。気持ちいい～」

「……」

「ここからもせんせーの匂いがするよ～。へへ、ごろごろしちゃお～♪」

「…………」

　目の前で自分の家のようにすっかりくつろいだ様子を見せる無防備お嬢様が、どうしても気になったりするんですよね。

　部屋が狭いだけあって明日あす夏か分の吸収率が通常よりも高いというか、もうすでに何だか部屋中が明日あす夏かのいい匂いで満たされているような気もする。すっかりマーキングされている感じといいますか……

　そんなそこはかとなく甘やかな空気が漂う中、

「ん？　あ、ねえねえ、せんせー、あれってアルバム？」

「え？」

　ベッドの上の明日あす夏かが、ふと部屋の隅の本棚に目を遣った。

　その美白魚みたいな指で明日あす夏かがさしていたのは、本棚の端に収まっていた分厚めの一冊だった。

「ああ、うん。あれは中学の卒業アルバムかな」

「え、中学の？　わ、見たい見たい！」

　即座に目をきらきらと輝かせてそう言ってくる。

　う、アルバムかあ……

　少しばかり恥ずかしいといえば恥ずかしかったけれど、卒アル鑑賞はだれかが部屋に来た時の定番中の定番だ。必要以上に隠すようなものでもなかったため本棚から取り出して明日あす夏かに渡す。

「ん、はい、これ」

「ありがと！　ふっふっふ～、せんせーはどこかな～。あ、わたしがちゃんと見付けるから、これだって言うまで答えは言わないでね？」

　そう言うと明日あす夏かは楽しそうにアルバムをめくり始めた。

「ん～、これかな～？　これは絶対違うし、こっちも違うな～。あ──これだ！」

「……それはクラスで飼ってたトノサマガエルなんだけど」

　名前は確か土ど左ざ衛え門もんで、授業中に大声で鳴いたりして大変でした。

「あはは、冗談だよ～。えっとね、せんせーはこれでしょ？」

　明日あす夏かが指さした先には、今よりも少しばかり幼い感じでメガネをかけた中学時代の俺の顔面があった。

「お、当たり。メガネかけてて髪型も今と違うのに、よく分かったな」

「それは分かるよ～、他ならぬせんせーのことだもん。すぐ見付かったよ」

「そ、そう……」

　さらりとそう答えられて何となく言葉に窮してしまう。

「そうだよ。わたし、『せんせーをさがせ！』とかあっても絶対に見付けられる自信あるし。ほめてくれてもいいよ？　えへへ～♪」

　いやだから無邪気な顔でそんなことを言われるとどう反応していいか困るんですが……

　その得意げな仔こ犬いぬみたいな笑顔を前にどこか気恥ずかしい心地になる俺に、明日あす夏かはさらに続けた。

「ね、ね、せんせーは中学の時はどんな感じだったの？」

「どんな感じって言われても……まあ、普通かな」

「普通って？　盗んだバイクで暗い夜の帳とばりの中に走り出してた感じとか？」

「それは普通じゃありません……」

　特に真面目で勉強ができたわけでもないし、「挽ひき肉にくにしてやるぜぇ……」が口癖のバイオレンスな生活を送っていたわけでもない。どこにでもいるようなザ・一般人って感じでした。

「へ～、そうなんだ。うん、でもせんせーはそんな感じかも」

　楽しそうに笑う。

「よーし、じゃあもっとせんせーのこと探してみよっと。あ、ここにもせんせーがいる。こっちはこの教室の隅でスマホいじってるやつでしょ？　これとかすっごいカメラ目線になってる、ふふ。──ん、あれ」

　と、ページをめくっている途中で明日あす夏かの手が止まった。

　少しだけ考えるように目を細めると、

「あのさ……これって、もしかして朝あさ倉くらさん？」

「え？」

　そこにあったのは、当時流行はやっていた覇権アニメのフィギュアを手にしながら虫も殺さないような明るい笑みを浮かべる俺の幼なじみ──朝あさ倉くら冬ふゆ姫きの姿だった。

「あー、うん。冬ふゆ姫きのやつとは小学校から九年間、ずっと同じクラスだったから」

「え、そうなの？　あ、そっか、幼なじみだって言ってたもんね」

「うん」

　というか正確に言えば幼稚園からの十二年間なわけだけれど。

　その言葉に明日あす夏かが驚いたように声を上げる。

「へ～、そんなにずっとおんなじクラスだったんだ。十二年って、人生の三分の二くらいだよね？　すごいな～……あ、でも朝あさ倉くらさんといっしょだったら、毎日賑にぎやかで楽しそうかも」

「あー、うん、まあ」

　賑にぎやかだったというか色々大変だったというか。

　何せ小学生の頃からすでに自他共に認める〝アキバ系〟マスターとして有名だった冬ふゆ姫きである。そのマイペースな性格とも相まってずいぶん振り回されもした。その実績（？）には枚挙に暇いとまがなく、秋葉原に強引に連れていかれた結果冬ふゆ姫きが自分の買い物に夢中になって迷子になったり（俺が）、アニメのイベントにいっしょに行ったところ物販の購入量が大変なことになって腕がもげそうになったり（俺が）、真夏の〝夏コミ〟に連れていかれた挙句はぐれて熱中症になって救護室に運ばれたり（俺が）と、バラエティあふれるものであった（悪い意味で）。……うん、まあ思い出すと軽く目まいがしてきますね……

　そのことを話すと、

「あはは、何ていうか、朝あさ倉くらさんっぽいね～」

「だよね……」

「その時の光景がすごーく目に浮かぶっていうか……」

　明日あす夏かはそう苦笑して、

「でもいいな、朝あさ倉くらさん……」

「え？」

　と、少しだけ遠くを見るようにそう口にした。

「だってせんせーといっしょの小学校中学校だったんだよね？　そんなの絶対楽しかっただろうって思うもん。いっしょに登下校して、席を並べて、修学旅行とかのイベントを楽しんだりして、同じ時間を過ごして……うん、それはちょっとだけうらやましいかも」

「明日あす夏か……」

　それは俺も同じというか……もしも明日あす夏かといっしょに過ごすことができていたら果たしてどんな小学校中学校生活だっただろうと思う。きっと今と同じようにたくさんの〝秘密〟に溢あふれていて、少しだけ波は瀾らん万ばん丈じようで、でも笑顔と楽しさの絶えない毎日で……

「もしかしたらこんな風に、せんせーと並んで卒業アルバムに写ってたかもしれないんだよね。そう考えるとなんか不思議な気分っていうか……」

　明日あす夏かが感慨深げにさらにページをめくっていく。

　合唱コンクールの写真、水泳大会の写真、体育祭の写真、そして。

「……？」

　と、そこで明日あす夏かの視線が止まった。

　その先にあったのは一枚の写真。そこに写っていたのは……

「！　あ、こ、これは……！」

　そこに写っていたのは……文化祭の時にコスプレ喫茶をやった時の一枚だった。

　冬ふゆ姫きのゴリ押しでメイド服を着ることになってしまった俺が、ミニスカのメイド服に身を包みながら引きつった笑みでハートを手で作っているものであり……

「あ、そ、そっか、せんせーは確かメイド服が大好きだったもんね……？　一日に一回はメイド服に触れてないと身体からだが離脱症状を起こして呼吸困難に陥るくらいメイド服とせんせーは切っても切り離せない一心同体のもので……」

「ち、違います……！」

　そんな重度のメイド服中毒みたいに言わないで……！

　ようやく忘れられてきたところだったのに、これじゃあまた偏執的なメイド好き疑惑をかけられてしまう……！

「じゃ、じゃあ、アルバムはこれくらいで終わりに……！」

　それはこの上なく避けたい事態だったため慌ててアルバムを片付けようとして、

「あっ……」

「お……」

　まだアルバムのページに手をかけていた明日あす夏かとぶつかってしまった。

　そのまま体勢を崩して、二人してもつれるようにしてベッドに倒れ込んでしまい……







「……」

「……」

　気が付けば、明日あす夏かのいい匂いが鼻先に広がっていた。

　顔面にはこの上なく柔らかな感触。

　何だかものすごく落ち着くポジションなのだけれど、残念ながらずっとこのままでいるわけにもいかない。

　なぜなら……仰向けに倒れる明日あす夏かに交差するようにして俺が覆おおい被かぶさっていて、さらに反射的についた俺の左手は明日あす夏かの両足の間に、顔面は明日あす夏かの胸の上に収まってしまっている。その状態はまさにセクハラサイドポジションと呼ぶにふさわしいものであって……

「ご、ごめん！」

　慌てて顔を上げて明日あす夏かに謝る。

「そ、その、わざとじゃなくて、アルバムを片付けようとしただけで……」

「う、うん、だ、だいじょうぶだよ！　え、えと、勢いでこうなっちゃったのは分かってるし、ケガとかもしてないから……」

「そ、そっか……」

「う、うん……」

　それならよかったというか……

　明日あす夏かの言葉にほっと胸をなで下ろしていると、

「それに、そ、その……」

「？」

「こ、こういう風にせんせーとくっついてるのも、イヤじゃないっていうか……」

「え……」

「……っ……」

　そ、それはどういう意味でしょうか……？

　セクハラサイドポジションが特別に好き……というわけではないだろうし、ましてや横四方十字固めに昔から憧れていたなんてことは間違いなくないだろう。そんなのただのサブミッションマニアだ。だとすれば、その、やっぱり、こうやって俺と物理的な距離が近づくことをイヤではなく思ってくれているということであって……

「……」

「……」

　何だか突然、鈴すず音ねが言っていた言葉が頭に浮かぶ。




『だったらおにーちゃんとおねーちゃんがけっこんすればいいんだよー！』




　い──いやいや！　何を考えているんですか、俺は……！

　け……結婚とか、その、学生の身でまだ早すぎるというか。それ以前にそもそも明日あす夏かと俺はまだ付き合っているわけでもないんだし……

　だけど目の前でこっちを真まっ直すぐに見上げてきている明日あす夏かの姿を見ていると、胸の奥で本場リオのサンバカーニバルでも開催されているんじゃないかってほどドゴンドゴンと心臓が暴れ回っているのを感じる。

　それにそういえば、あの箱はこ根ね旅行では最後の最後に、頰に、その、柔らかなアタックを受けたのであって……

「……」

「……」

　ど、どうしたらいいんでしょうか……？

　もう色んなことがいっぱいいっぱいでさっぱり分からない。

　こ、こうなったらもう本能の赴くままにクリムゾンのように動くべきか……

　そんな血迷った考えが頭に浮かんだ、その時だった。

　頭上から、ガラガラ……という物音がした。

「！」「!?」

　二人して瞬時に弾はじかれたように離れる。

　え、だ、だれ……？　鈴すず音ねはまだ帰ってきた様子はないし、今日はいつも気配もなく背後に立っているおっとりメイドさんの静しず琉るさんの姿もない。だとしたら他に現れそうな人物なんて……

　怪け訝げんに思いつつ、音がした方に視線を向ける。

　するとそこには。

「えー、え、ええとー……」

　ついさっきまで話題に上がっていた冬ふゆ姫きが……気まずそうな顔をしてそこにいた。







　　　　６




　冬ふゆ姫きがいたのは……部屋の奥にある窓の、窓枠のところだった。

　スカート姿にもかかわらずうまくバランスを取って立っているのはさすがというか。いや冬ふゆ姫きは玄関の鍵がかかっていると庭の木を登ってここから入ってくることが多いとはいえ（時々、朝起こしてくれたりもしている）、まさかこのタイミング（セクハラサイドポジション）でやって来るなんて……

　まさにジャストタイミング（ダメな意味で）と言う他ない。

　ただまあ冬ふゆ姫きのことだから、「あははー、二人とも何やってるのー？　『魔法少女ドジっ娘マホちゃん』のマホちゃんとアブラゼミ型クリムゾンのバトルの再現ー？」などと言われて笑われて終わりかな……と思いきや。

[image: ]

「え、ちょ、ちょーっとタイミング悪い時に来ちゃったかなー……」

「え？」

「あ、ご、ごめんねー！　まさかこんなラノベの挿絵ありシーンみたいな現場に出くわすとはぜんぜん思わなかったよー。す、すぐ帰るからさー！」

「え、い、いや、これはそういうことじゃなくて……」

　何がそういうことなのかも自分でもよく分からないまま釈明をする。

「あ、そ、そうだよ！　……じゃ、じゃなかった！　そ、そうです、その、これはアルバムを見ていてたまたまバランスを崩してしまって……」

　明日あす夏かも瞬時にお嬢様モードに戻りそう説明してくれる。

「そ、そうなのー？」

「は、はい、ただの事故といいますかアクシデントといいますか……」

　その明日あす夏かの言葉に冬ふゆ姫きが納得したようにうなずいた。

「そ、そうなんだー？　あはは、なーんだ、私はてっきりエロゲーとかによくある十八禁なシーンに遭遇しちゃったのかと思ってさー。ほら、しかも主人公がエロシーンになると突然鬼畜になるやつのー」

　ラノベからエロゲーにまでいつの間にかランクアップ（？）しています。しかも鬼畜主人公って俺のこと……？　心外な……

　ともあれいつもの冬ふゆ姫きに戻ってくれたみたいだった。

　窓枠から器用に飛び移って部屋に入ってくると、頭の横に手を当ててこう言った。

「というわけで、こんにちは、乃の木ぎ坂ざかさんー！　ごめんね、ヘンなとこからの登場でー」

「え、い、いえ……」

　明日夏が目を瞬しばたたかせながら小さく首を振る。

　いやそれは突然クラスメイトが窓の向こうから現れたら驚きますよね……

「えっと、それで冬ふゆ姫き、どうしてここに……？」

「あ、そうそうー」

　俺が尋ねると、冬ふゆ姫きは懐ふところから紙袋のようなものを取り出した。

「えっとねー、部屋の整理をしてたらたまたまロリメイドものの同人誌を何冊か見付けたからさー。善よし人とが泣いて喜ぶと思って持ってきたんだよー。どうどう、嬉うれしいー？」

「お帰りください（即答）」

「えー、何でー？　せっかく選えりすぐりのを厳選してきたのにー」

「そ、そういう問題じゃない……！」

　だ、だからまた新しい性癖（ロリメイド大好き）を付与しようとするのはやめて……！　ほら、明日あす夏かが未知の生き物を見るような目でこっちを見てるし……

　どうしようか困惑していると、そこでまた新たな人物がやって来た。

「おにーちゃん、明日あす夏かおねーちゃん、ただいまー！」

　買い物から戻ってきた鈴すず音ねだった。

　紙袋を手に部屋に入ってくるなり、さっきまでいなかった冬ふゆ姫きを見て声を上げる。

「って、ふゆきちゃん!?」

「おー、こんちはー、鈴すず音ねちゃんー！　お邪魔してるよー」

「あ、またまどからはいってきたんだ、ふゆきちゃん」

「へへー、だってここからの方がラクなんだよねー」

　木を伝って窓から訪問するのがデフォルトな女子高生っていうのもどうかと思います。

「それで鈴すず音ね、ケーキは買えたのか？」

「あ、うん、それはばっちりー！　なんだけど」

　なんだけど？

「えっとね、ケーキやさんでサービスだっていわれてこうちゃをもらったの」

「紅茶？」

「うん、マリアージュフレールのマルコポーロ？　ってやつ。でもちゃんとしたこうちゃっていれかたがわからなくって……」

「あ、でしたら私、手伝います」

　と、明日あす夏かが手を上げた。

「えっと、紅茶でしたらいれることが多いので。マリアージュフレールも何度かいれたことがあります」

「え、そーなの、明日あす夏かおねーちゃん？」

「はい、任せてください」

「わー、さっすがー！　じゃーおねがいしてもいいかな？　いっしょにだいどころいこー。あ、こっちこっち」

　腕を引く鈴すず音ねに連れられて、明日あす夏かは一階に行ってしまった。

　結果、今度は俺と冬ふゆ姫きが二人で残されたのだった。







「ていうか乃の木ぎ坂ざかさん、来てたんだねー」

「え？　あ、うん」

　ベッドの端にぽすんと座りつつ、冬ふゆ姫きがそう口を開いた。

「何してたのー？　あ、分かった、今期の新作アニメの中だとどれが覇権か考察してたんでしょー？　うんうん、間違いないー！」

「いや、じゃなくて鈴すず音ねにお土産を持ってきてくれたんだ。箱はこ根ね旅行に行った時の」

「箱はこ根ね旅行ー？」

「ああ」

「あ、そういえば『ＡＭＷ研究会』でも配ってたっけ。そっか、あれかー。箱はこ根ねといえば『マホちゃん』の温泉編の聖地だよねー。てことは聖地巡礼してきたのかなー？」

「さ、さあ、どうだろうな」

　いっしょに行っていた俺は当然詳しい事情を知っているわけだけれど、それはＳレベルの〝秘密〟であることから口に出すわけにはいかない。

「ふーん、でもいいないいなー、乃の木ぎ坂ざかさん。箱根ってまだ私は行ったことないから裏山だよー。あ、そうだ、知ってる善よし人とー？　温泉編でマホちゃんたちが持ってたマジカル手ぬぐいとマジカル団扇うちわは秋葉原のお店で買ったもので、そっちも聖地になってるってー……（うんたらかんたら）」

　いつもの冬ふゆ姫きのマシンガントークが始まる。

　それを半分聞き流しながら、何となく俺はあることを思っていた。

　今のこのシチュエーション。

　そういえば『魔法少女ドジっ娘マホちゃん』でも……こんなシーンがあったような気がする。

　確かあれはマホちゃんとその想おもい人であるハルくんが、アクシデントから抱き合うことになってしまった現場を、親友であるカヤちゃんがたまたま目撃してしまうのだ。その場では事故であることを納得してカヤちゃんは笑顔を繕うものの、その胸の内に僅かなわだかまりを残す。そして密ひそかにハルくんに想おもいを寄せていたカヤちゃんは、その一件をきっかけに想おもいを加速させていき、それが最終的にマホちゃんと決別するきっかけとなってしまうというものであるのだけど……

「それで、カヤちゃんなんだけどさー」

「!!　え、カ、カヤちゃんがどうかしたの？」

「聞いてなかったのー？　ほらー、だから今度秋葉原でカヤちゃんの声優さんのイベントがあるんだってー。たぶん今度の新劇場版の販促だと思うんだけど、ミニライブもやってくれるらしいってー」

「あ、そ、そうなんだ……？」

「うんー！　だから絶対行こうって思ってるんだよー。それまでに旧劇場版のブルーレイをマラソンしてやるぜ、おー！」

　ま、紛らわしい……思わずドキリとしてしまった。

　何せ今の構図に単純に当てはめると、カヤちゃん＝冬ふゆ姫きになるわけであって……

「……」

　まあ……冬ふゆ姫きに限ってそんなことはないか。

　最初はリアクションがいつもと違って少し戸惑ったりもしたけれど、今はすっかり普段の冬ふゆ姫きに戻っている。この上なくマイペースで、三度の飯よりも〝アキバ系〟にずっぽりとハマっている、十年来の幼なじみであって……

「……そういえば善よし人とさー、最近また乃の木ぎ坂ざかさんと一段と仲いいよねー」

「え？」

　と、冬ふゆ姫きがふいにそんなことを言った。

「ほら、教室とか『ＡＭＷ研究会』の部室とかでも二人よく話してるし、今日だってこうやって家に来てるしー。あ、それに花はな村むらさんたち花鳥風月の人たちともよく話すようになってたよねー。なになに、もしかしてモテ期かー？」

「いや、それは……」

　ううん、明日あす夏かはともかくとして、花はな村むらさんたちとは仲がいいというよりも、明日あす夏かのついででいじられているだけだと思うんだけど……

　そう説明すると、

「ふーん、そうなのー？」

「あ、ああ……」

「ほんとにー？」

「べ、別に噓うそついたってしょうがないだろ」

「そっかー。まあいいんだけどー」

　冬ふゆ姫きは僅かにだけ目を横に逸そらしながらそんなことを言った。

　何だか歯切れの悪いリアクション。

　どうしてかその様子に、少しだけ違和感を覚えた。

「あ、ふゆきちゃん、おにーちゃん、おまたせー！」

「お待たせいたしました」

　と、そこで鈴すず音ねと明日あす夏かが紅茶とケーキを持って戻ってきた。

　嗅いだことのないようないい匂いのする紅茶とケーキをテーブルの上に置く。

「わー、なにこれすっごいおいしそうー！　見てるだけでお腹なかが空いてくるっていうかー！」

　声を上げてテーブルへと駆け寄る冬ふゆ姫き。

　一瞬だけ垣かい間ま見みえた違和感も、すぐに〝夏コミ雲〟のように消え去る。

　俺の気のせいだったんですかね……？

　そう納得して、紅茶のカップに手を伸ばしたのだった。
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　その後、ケーキをおやつに紅茶を飲みながら、のんびりと日曜の午後を楽しんだ。

　四人でとりとめのないことを話したり、それに飽きたら多人数対戦型のゲームをしたり、ボードゲームをしたりした。

「わ、そ、そこの陣地を取られると、ピンチです……」

「えへへー、明日あす夏かおねーちゃん、ごめんねー」

「おっとー、そう見せかけてここで私が全部いただくぜー！」

「わー、ふ、ふゆきちゃん、ずるいー！」

「へへー」

　明日あす夏かは楽しそうだったし、鈴すず音ねもずっと笑顔だったし、冬ふゆ姫きももうすっかりいつもの調子に戻っているように見えた。

「……」

　だからまあ……俺はこの時のことを、すっかり忘れてしまっていた。

　冬ふゆ姫きの見せた僅かな違和感と、『魔法少女ドジっ娘マホちゃん』のワンシーンとの関連性。

　そのことを再び思い出すのは……もう少しだけ先のことになるのだった。
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「……」

　現状が自分でもよく理解できなかった。

　何が起こっているのか、自分のことながらまるで深夜アニメをディスプレイ越しに見ているみたいに非現実的な心地だった。

　場所は乃の木ぎ坂ざか家の、ちょっとした運動場くらいにだだっ広い客間。

　そこで俺は……メイド服を着て、写真撮影をされていた。

「はい、いいよいいよ～、おに～さん、かわいいかわいい～♪」

「うふふ、思った以上にばっちりですね～」

「え、ええと、お似合いなのではないでしょうか……？」

　そんなことを言いながら楽しげにスマホのシャッターを切る美み夏かさんたち。

　那な波なみさんに至っては高価そうなマシンガンみたいな一眼レフをバシャバシャと連写しまくっている。

　その無慈悲なシャッター音をぼんやりと聞きながら、ああ、スカートってスースーしてて冬場は寒いっていうのは本当なんですね……なんていう少しばかりアレなことを考えていた。

「うんうん、いい感じいい感じ～。ふふ～、あとで明日あす夏かちゃんにも見せてあげなきゃね♪」

「ちゃんと七十三連写で撮り続けていますから、一瞬たりともあますことなく記録しておりますよ～」

「メ、メイド服は神聖なものなのですが、着るのが善よし人と様ならば……」

　続く撮影会。

　メイド服率のやたらと高い客間にシャッター音とフラッシュの光が交錯する。

「……」

　さて、もう一度冷静になって考えてみよう。

　どうしてこんな意味の分からない状況になっているのか。

　いやそれは俺はメイド服は嫌いじゃないし、その、どちらかと言えば好きな方なんですが……だからといって別に自分で着る嗜し好こうがあるわけじゃない。それは中学の卒業アルバムではそういうワンシーンもあったけれど、あれは文化祭のノリと冬ふゆ姫きの強い要望によるところが大きい。

　そんな俺がどうしてこんな状態（メイド服フル装備）になっているのかというと。

　話は三十分ほど前に遡る──
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　十月のとある休日。

　俺は通い慣れた道をのんびりと歩きながら乃の木ぎ坂ざか邸へと向かっていた。

　いっしょに試験勉強と『アイドルルーラードジっ娘マホちゃん♪』のプレイをしようと誘われて、十四時に明日あす夏かと待ち合わせをしていたからだ。

　最寄り駅の改札を抜けて、そこから歩くこと十分弱。

　スマホのマップではまるでそこだけ真っ黒な森のように表示されている乃の木ぎ坂ざか家の敷しき地ちが見えてきた。

「ううん、相変わらず日本じゃないみたいというか……」

　何度来ても慣れない見上げるほどの巨大な門（防犯カメラ付き）を見上げながらインターホンを押す。

　すぐに中から返事があった。

「はい～。どちらさまでしょうか～？」

　このちょっとおっとりとした声は、たぶん静しず琉るさんだ。

「あ、こんにちは。ええと、澤さわ村むらなんですが……」

「え、さ、澤さわ村むら様ですか～？　少々お待ちください～」

　少し慌てたような声とともにすぐに門が開かれ、中からメイド服をぱたぱたと揺らして静しず琉るさんが出てくる。

「こんにちは、静しず琉るさん。ええと、明日あす夏かと待ち合わせをしているんですが……」

「あ、はい～。あ、あの、それなのですが～……」

「？」

　何か問題でも起きたんでしょうか。

　少しの間迷うような素振りを見せた後に、静しず琉るさんは言いにくそうにこう口にした。

「あ、あの～、明日あす夏か様はまだピアノのレッスン中になります～」

「え、そうなんですか？」

「は、はい～。終わるのは二時間後……四時になります～」

「でもメッセージでは十四時って……あっ」

　訝いぶかしく思いスマホを確認してみると、そこには『じゃあ明日は四時にうちに来てくれると嬉うれしいな～。待ってるね♪』と書かれた明日あす夏かからのメッセージがあった。

　いや、間違えたのは俺の方だったんですね……

「す、すみません……十四時と四時を勘違いしてました……！」

　我ながら何てベタベタなミスを……

「え、ええと、出直してきます……」

　今どき『ドジっ娘マホちゃん』でもやらかさないような凡ミスをしてしまった自分に呆あきれつつ、そう言って踵きびすを返かえそうとして。

「あ、いえ、もしよろしければ中に入ってお待ちください～」

「え、でも……」

「明日あす夏か様のお客様を前にしてメイドとして帰すわけにはまいりません～。明日あす夏か様のレッスンが終わるまで、お茶でも飲みながらお待ちいただければと～」

　真っ直ぐにこっちを見ながらそう言ってくる。たぶん、固辞しても食い下がってくるだろう。

「すみません、それじゃあ、お願いします」

　というわけでお言葉に甘えて、屋や敷しきで待たせてもらうことになった。

　静しず琉るさんに先導されて、客間へと通される。

「そ、それではしばらくお待ちくださいね。お茶をいれてきますので～」

「あ、お構いなく……」

　そう言って静しず琉るさんが部屋を出て行くのを見送って、ソファへと身を沈める。うーん、すごい、まるで綿菓子みたいにふかふかだ。それなのに腰に負担がかかっている感じもなくて、さすが高級な家具は違う……

　そんなことを考えながら人間をダメにしそうなソファの快適っぷりを満喫していると。

「あれ、おに～さん？」

　と、客間の入り口からそんな声がした。

　ツインテールとちんまい身長が目印の美み夏かさんだった。

　後ろにはサングラスをかけてにこにことした笑みを浮かべる那な波なみさんの姿もある。

「どしたの？　明日あす夏かちゃんに用事？　あれ、でも明日あす夏かちゃん、今ピアノのレッスン中だよね？」

「そうですね～、真っ最中だと思われます～」

「あ、はい。明日あす夏かと約束をしていたんですが、十四時と四時を間違えてて……」

「そなんだ？　あはは、おに～さん、顔に似合わず意外とドジっ子だったんだね～」

「う……」

　顔は関係ないんじゃないですかね……とは思ったけれど、時間をうっかり間違えてしまったことは本当のことなので反論できない。

「そっか、明日あす夏かちゃんのレッスンが終わるのって四時だからおかしいと思ったんだ～。あ、てことはつまりおに～さん、今はヒマってことだよね？」

「あ、はい。そうなりますね」

「そっかそっか。だったらさ～」

「？」

　そこで美み夏かさんは意味深な笑みを浮かべると、




「──あのさ、おに～さん……一日メイド体験とかやってみない？」




　こっちを見上げながら、そんなことを言ってきた。

「一日メイド体験？」

「うん、そうそう」

　美み夏かさんがツインテールを揺らしてうなずく。

「メイドさんたちが普段どんなお仕事をやってるか、実際に自分でやってみて体験してみるっていうコンセプトだよ～。社会科見学的な？　ほらやっぱりさ、この乃の木ぎ坂ざか家の当主になるって人は、一度はメイドさんのことをきちんと知っておいた方がいいと思うんだよね～。おに～さん……えっと、お姉ちゃんの旦那さんも通ってきた道だし」

「え……？」

　今、さらりと何かすごいことを言いませんでしたか……？

　その言葉に暗示された意味をどう受け止めればいいのか計りかねていると、美み夏かさんが首を小さく傾けた。

「ん？　どうしたの？　お姉ちゃんの旦那さんがそんなことしてたのが意外？」

「い、いやそこじゃなくて……」

　乃の木ぎ坂ざか家の当主になるって人は、って言いましたよね……？

　それはつまり乃の木ぎ坂ざか姓を名乗ることになるということであり──あ、それってもしかして婿養子なのかな──って、それは今はどうでもよくて！　そうじゃなくて、乃の木ぎ坂ざか姓を名乗るってことは、それは要するに、そ、その、明日あす夏かと、け、血痕、じゃなくて結婚なりそれに準ずる何かをするってことであって……

「んんん～？　なんかおに～さんが固まっちゃったんだけど……」

「美み夏か様が核心を突くことを言ってしまわれたからですよ～」

「え～、わたし、なんか言った？」

「ええ～、もう時速百六十キロくらいでストライクど真ん中を～」

「？」

　美み夏かさんが本気で不思議そうな顔をする。

　自分が何を言ったのか分かっていないみたいというか、意外と天然なところもあるんですね、この人……

「ま、なんかよく分かんないけど……それよりどう、おに～さん？　一日メイド体験、やってみない？」

「うーん……」

　乃の木ぎ坂ざか家の当主うんぬんはともかくとして、その提案自体は悪くはないと思った。

　静しず琉るさんをはじめとしたメイドさんたちには日頃からお世話になっているし、普段の仕事がどんなものか興味はある。それに明日あす夏かを待っている間はヒマなのも事実だ。

　なので。

「あ、ええと……そうですね、せっかくなので、もしよければ……」

　そう答える。

　ちなみに言っておくと、これは別に、乃の木ぎ坂ざか家の当主がうんぬんって言葉に惹ひかれたわけじゃないですよ……？

「お、さっすがおに～さんはノリがいいね～！　そういうところ、好きだよ♪　じゃあじゃあ決まりってことで、それじゃあ静しず琉るさん、よろしくお願いね～」

「え、わ、私がですか……？」

　静しず琉るさんが不安げな声を上げる。

「うん、そだよ。だって今アリスちゃんは未み来らいちゃんに付いていっていないし、だとしたら静しず琉るさんが最高序列だからさ～」

「そ、それはそうですけど～……」

「というわけでよろしくね～♪」

　美み夏かさんが笑顔でひらひらと手を振って。

　一日メイド体験をすることになったのだった。







「え、ええと、それでは澤さわ村むら様、こちらでお着替えください～」

「着替え？」

「は、はい～」

　そう促されて、静しず琉るさんに連れてこられたのは更衣室だった。

「メイドのお仕事は汚れたり動いたりするものも多いですから、仕事着に着替えておいた方がいいと思いまして～」

「あ、そうなんですね。分かりました」

　確かに掃除や洗濯、食事の準備をしたりするだろうことを考えると、私服だとあまり適さないかもしれない。

　そう答えて更衣室に入ったものの。

　次の瞬間、そこに用意されていたものに、言葉を失った。

「……」

　なんかこれ、メイド服みたいに見えるんですが……

　俺の視力が飛行石の光で目を焼かれてしまった某大佐のようになってしまったのでなければ、これは紛れもないメイド服だ。それもコスプレ用のものなどではなく、正真正銘プロ仕様の。

　え、何でこんなものがあるんでしょうか？　まさか、これを着ろと……？

「……」

　どう考えてもそれ以外の何でもない。というかそれ以外の理由であってもそれはそれでよく分からない。

　この上なく抵抗はあるものの、とはいえ他に選択肢はないのも事実だ。

　郷に入っては郷に従え……メイド隊に入ってはメイド服に従え……ということなんだろう、たぶん。

　覚悟を決めて、メイド服に袖を通す。

　本物を着るのは初めてなため、着方で微妙に悩んだりもしたけれど、四苦八苦しつつも何とか装着することに成功した。

「これが、本物のメイド服……」

　初めてのメイド服は、何だかゾクゾクするような肌触りがした。
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　──というわけなのだった。

　そういうことがあってメイド服姿で客間に戻ったところ、目を暗闇の中の猫みたいにキラーンと輝かせて待ち受けていた美み夏かさんたちによる撮影会が始まって……そしてそのまま今に至るというわけである。

「ふ～、たっくさん撮れたね～。満足満足♪」

「ですね～。あっという間にメモリカードがいっぱいになってしまいました～」

「お、お疲れさまでした……」

　美み夏かさんたちが口々にそんなことを言う。

「あ、それじゃあおに～さん、もう着替えてきてくれてだいじょぶだよ？」

「……え？」

「ちゃんと男の人には専用の執事服が用意してあるから、そっちを着てもらえばだいじょぶだから♪」

「…………」
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　……え、じゃあ今のは何だったの？　ただの撮影会……？

　思わずゴブリンシャーク型クリムゾンみたいな表情になる俺に、美み夏かさんは言った。

「ほら～、だって一度メイド服を着てみるっていうのも、貴重な経験でしょ？　コルセットを着けるのが大変とか、スカートって意外とスースーして冬は寒いとか、そういうことにも気付けたと思うからさ。きっとメイド服を着ることなんて、人生でこれくらいしかないだろうしね♪」

　いや実はこれで人生五度目くらいなんですよね……

　ま、まあ俺のだれも聞きたくないだろうメイド服遍歴はともかくとして、意外とちゃんと考えてこのメイド服着衣が行われていたのには驚いた。美み夏かさんはこう見えても大人だ。遊んでいるだけに見えてちゃんと深いところまで考えている──

「ま、でもそれより何より、メイド服姿のおに～さんを見てみたかったっていうのが一番だったけどね♪」

「…………」

　……前言撤回。

　……やっぱりただ楽しんでただけです、この人……

　心の中で盛大にため息を吐きつつ、再度更衣室へ向かい、用意されていた執事服に着替えて戻ってくる。

「お～、おに～さん、こっちも似合ってるね～」

「そうですね～。隠しきれない従属属性が全身からにじみ出ているといいますか～」

「と、とても素人しろうととは思えません……」

「……」

　……それ、褒めてるんですかね……？

　微妙に複雑な気分になりつつも、そうして一日メイド体験が始まった。







「それでは澤さわ村むら様、一日メイド体験を行うにあたって、まずはメイド隊の組織について、簡単に説明をさせていただきます～」

　姿勢を正しながら静しず琉るさんがそう言った。

「ええと～……まず乃の木ぎ坂ざか家のメイド隊は、全て合わせて総勢三百人ほどになります。主な仕事といたしましては交代で乃の木ぎ坂ざかの屋や敷しきに詰めて、未み来らい様と明日あす夏か様の身の回りのお世話をすることが使命となっています。メイド隊の中には序列がありまして、序列第一位のメイド長……アリスさんを筆頭に、十位までのメイド隊にはそれぞれ専門の役職が与えられています～」

「序列……そんなのあるんですね」

　そういえばメイドさんたちが名乗る時にそんなことを言っていたような気がした。だけどだいたいメイドさんと初対面する時は、そのメイドさん自身のキャラインパクトの方が強かったせいもあってあんまり気にしていなかったというか……

「はい～。序列があるのは五十位までですが～。不肖、私は第二位で、副メイド長を務めさせていただいております」

「え、静しず琉るさん、そんなに偉かったんでしたっけ……!?」

「は、はい～、す、すみません～」

　なぜか謝りながらそんなことを言ってくる。

　ちょっと驚いたというか、普段のおっとりとした腰の低すぎる様子からはあまり想像ができなかったといいますか……

　でも考えてみれば乃の木ぎ坂ざか家次女である明日あす夏かのお付きのメイドさんなんだから、相応の立場が求められるのは当然なのかもしれない。

「そ、それではこれより実地体験を始めていきたいと思います～。こちらへ～」

「あ、はい」

　促されて副メイド長──静しず琉るさんの後に付いていく。

「まずはメイド隊の最も基本となるお仕事……お掃除を体験していただきます～。こちらがメイド隊のお掃除基本セットとなります～」

　そう言われてハタキとホウキとちりとりを渡される。

　意外にアナログというか、人力頼みだ。

　とはいえ掃除といっても、どこにでもあるような築十五年二階建ての俺の家なんかとは規模が違う。

　トイレだけでも明らかにうちの居間よりも広いセレブなこと極まりない造りで、他は推して知るべしである。どうやらルン●などの機械は使っていないようなので、全てを人力でまかなうのはなかなかに重労働だった。

　そのことを口にすると、

「もちろんそういったお掃除ロボを補助的に用いることはあります～。ですがやはり人の手によるものが一番確実で信頼のおけるものなのです～」

　とのことだった。それはまあ確かにそうですよね。

　三十分ほどかかって、ようやく持ち場の掃除を終えることができた。

「お、お疲れさまでした～。それでは続いてお料理となります～。こちらは本来、Ｍ機関の一人であり乃の木ぎ坂ざか家の全ての厨ちゆう房ぼうを取り仕切っておられる凪なぎ川かわ小こ鮎あゆさんが手がけていらっしゃるのですが、現在は当主様たちに随行していて不在でありますため、弟子である序列第六位の川かわ奈な若わか魚なさんが代行しております～」

　静しず琉るさんの説明を受けながら厨ちゆう房ぼうに向かう。

「料理って、俺たちも何か作ったりするんですか？」

　できないわけじゃないけれど、せいぜいカレーとか肉じゃがとかが作れるくらいのレベルなんですが。

「あ、いえ～、それは全て若わか魚うおさんがやってくれますので～。私たちがやることは、準備や配膳、食器の片付けや洗い物、ゴミ捨てなどですね～」

「あ、そうなんですね」

　それなら少しは楽かと思われたものの。

　こちらもまた量が尋常じゃなかった。

　考えてみれば明日あす夏かや美み夏かさんたち乃の木ぎ坂ざか家の関係者の他に、三百人からいるというメイドさんたちの食事も引き受けているんですよね。それは一食作るだけでも大変な作業量だ。

　というか敷しき地ち内に牧場やら巨大水槽やらがあって、食材となる牛やらダチョウやらマグロやら（生きている）を直接取りに行かされたりもして……

「し、静しず琉るさん！　マグロがビチビチ暴れて運べないんですが……！」

「そ、そこにある棍こん棒ぼうで急所を叩たたいて気絶させてください～」

「きゅ、急所ってどこ……！」

　そんな感じだった。

　それでも四苦八苦しながら何とか料理の手伝いを完遂することができた。

「お、終わった……」

　親の仇かたきみたいにビッタンビッタンと暴れていたマグロの感触を手に残しながら息を吐く。

　だけど休むヒマもなく。

「で、では善よし人と様～、このまま洗い場まで移動して洗濯を行います～。付いてきてください～」

「え、は、はい！」

　慌てて静しず琉るさんの後を追って、洗い場へと向かったのだった。
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「……ふ、ふう……」

　それから四十分ほどして。

　ようやく休憩時間となっていた。

　文字通り山のように積まれた洗濯物の洗濯を終えた後も、まだまだメイドさんの仕事は尽きることがなかった。

　備品の購入や郵便物の仕分け、様々なスケジュール管理や帳簿管理、さらには家人（美み夏かさんたちですね）の話し相手から庭木の剪せん定てい、ペットのイグアナの散歩まで。

　まさにその仕事内容は乃の木ぎ坂ざか家の家事全般に及ぶもので、息を吐くヒマもないほどの目まぐるしさだった。

　俺はというとその仕事量に完全にいっぱいいっぱいで、静しず琉るさんの助けを借りて何とか最低限のノルマをこなすのが精一杯という有り様だった。うう、ぜんぜん役に立ってませんね……

「そ、そんなことありません～。初めてでここまでできれば明日からでもメイド見習いとしてやっていけますよ～」

　と静しず琉るさんはフォローしてくれたものの、やっぱりコバンザメ型クリムゾンレベルで役立たずだったことには変わりない。

「……」

　それにしてもと思う。

　メイドさんたちは、毎日こんなハード極まりない仕事をやってるんですね……

　しかもその中で静しず琉るさんは明日あす夏か付きの直属メイドさんだから、実際はもっと忙しいに違いない。

　今もその静しず琉るさんは、明日あす夏かのためにピアノの楽譜を用意するということで席を外している。というかさっきから動きっぱなしでぜんぜん休んでいない。序列第二位の副メイド長だって言ってたし、あんなにおっとりとした外見なのに、改めてすごい人なんだなと思う。

「俺ももう少しは貢献しないと……」

　このままじゃただメイド服と執事服を着て写真を撮られただけの成果しか残せずにメイド体験が終わってしまう。

　と、その時だった。

「ええと、だれか手の空いている方はいらっしゃいませんかー？」

「？」

　見てみると、ノーマルなメイドさんがきょろきょろと辺りを見回してそう声を上げていた。どうやら仕事をしていないメイドさんを探しているみたいだ。

　もしかしたらここは面目躍如のチャンスかもしれない。

「あ、はい、俺、ヒマです」

　手を上げて駆け寄っていく。

「え？　あ、確かあなたは一日メイド体験の……」

「そうです。ちょうどやることがなかったんで、何かあるんだったらやらせてください」

　ここまでの役立たず履歴から考えて、少しくらい役に立たないとあまりに申し訳ない。

「え、ですが……」

「大丈夫です、何でもやりますんで」

　俺のその言葉にノーマルメイドさんは少しの間迷うような素振りを見せていたものの。

「わ、分かりました。ではお願いします。こちらを廃棄してきていただきたいのですが……」

「……え」

　そう言ってノーマルメイドさんが指し示したもの。

　そこにあったのは……何やらどでかい天てん狗ぐの姿をした像のようなものだった（推定二メートルほど）。え、何これ……？

「あ、こちらはＭ機関で祭事担当の雛ひな咲さき祝いわいさんが何かの儀式に使われたようで……」

「……」

　儀式って何の儀式なんですかね？　妖怪召喚とか……？

　ともあれそのあたりについては俺の考えの及ぶところではない。

「それじゃあ、任せてください」

　もはやそういうものなんだと割り切って、巨大な天てん狗ぐを担かついで、屋や敷しきの奥にあるというダストシュートへと向かう。

　天てん狗ぐは見た目通りにかなり重かったけれど、幸いなことに目的地であるダストシュートはすぐに見付けることができた。

　ゴミ収集車の後ろの部分のような鉄の扉。

　開けて覗のぞき込こんでみるも、底がこれっぽっちも見えない。

　どこまでも黒いイカスミみたいに深い暗闇が続いていて……深しん淵えんを覗のぞく時深しん淵えんもまたこちらを覗のぞいている……だったっけ？　何かのアニメで出てきたそんな台詞せりふを思い出しました。

「さ、とっとと片付けて戻らないと」

　対象物が若干おかしいもののこれ自体はただのゴミ捨てだし、次の仕事も待っている。

　そう口にして、でかい天てん狗ぐを放り込もうとしたその時だった。

　クキッ……！

「……あ……っ……!!」

　腰から植物における葉や花を支える部分みたいな音がした。

　今日一日の労働がたたったのだろう。一気に下半身から力が抜けて身体からだが傾く。その先にあるのは……

「……！」

　や、やばい、落ちる……！

　こんな底も見えないようなところに落ちたら百二十パーセント天に召されてしまう！　それもよく分からない不細工な天てん狗ぐと抱き合わせでなんて、末代までダメな意味で語り継がれてしまう情けないフィナーレだ。

　何とか踏ん張ろうとするも、身体からだ年齢が四十歳代と診断されたレベルのなけなしの体力ではそれも叶かなわなかった。

　あ、これ、ダメかも……

　ダストシュートの暗闇が眼前に迫ると同時に、頭の中を走そう馬ま灯とうのようなものがよぎった時だった。




「よ、善よし人と様～！」




「！」

　そんな声が聞こえて。

　次の瞬間、ふわりといい匂いのする柔らかい何かに包み込まれた。

　そのままその何かとともに、暗闇の中へと落ちていく。

「だ、大丈夫です～。身体からだの力を抜いてください～」

「え、え……？」

「か、必ず私がお守りいたしますから～……！」

　そんな声とともに。

　再び強く俺の身体からだは抱きしめられたのだった。
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「う、ううん……」

　目を開けると、そこは真っ暗闇だった。

　一瞬、自分がどこで何をしていたのか分からなくなる。あれ、俺は何をして……？

「あっ」

　と、そこで直前までの状況を思い出す。

　そうだ、俺は天てん狗ぐの置物を捨てようとしてバランスを崩してダストシュートに無様に落ちて……

　でもだとしたら何だって無傷なんでしょうか？

　ダンゴムシ型クリムゾンじゃあるまいし、あの高さから落ちてケガの一つもしていないなんて……

「だ、大丈夫でしたか、善よし人と様～？」

「！」

　と、そこですぐ隣からそんな声が響いた。

　こんなクライシスな状況でもどこかのんびりとしたその声は……

「え？　あ、し、静しず琉るさん！」

「ど、どうやらおケガはないようですね～。よかったです～」

「え、な、何で静しず琉るさんが……？　あ、も、もしかして……」

　そういえば落下する直前に何かがかばうように抱きしめてくれたような気がした。

　柔らかくていい匂いのする感触。あれはまさか……

「は、はい～。なかなか善よし人と様が戻ってこられないので様子を見に行ったところ、ちょうどダストシュートに落下しようとしているお姿を発見いたしました～。お助けしようとしたのですがすんでのところで間に合わずにいっしょに落ちてしまった次第で～」

「そ、そうだったんですね……すみません」

　うう、役立たずの汚名返上をしようとして結局面倒をかけているんじゃ本末転倒してそのまま周りを巻きこんだのもいいところですよね……

「い、いえ～。こちらこそ落ちる前にお助けすることができずに申し訳ありませんでした～……」

　静しず琉るさんも謝ってきて、暗闇の中で二人で頭を下げ合う。

　しばしダブルおじぎ鳥合戦を繰り広げた後、お互いにおでこをぶつけ合ってしまい、なんかお互いに気恥ずかしくなってしまいどちらともなくやめた。

「えっと、ここってダストシュートの底なんですよね……？」

「は、はい～。高さにして三十メートルほどあります～。何でもない状態ならこれくらいの高さは上れるのですが、落ちた時に足をひねってしまったようで～」

「！　だ、大丈夫なんですか！」

「え、ええ～、軽いネンザ程度ですので～」

　そう答える静しず琉るさんの足を見ると、その白くて華きや奢しやな足首は暗闇でも分かるくらいに赤く腫れ上がっていた。

「か、軽くないじゃないですか！　こんなに腫れて……」

「え、い、いえ、そんな～」

「応急処置だけでもしときましょう。前に保健委員をやってたことがあるんで、簡単な手当てくらいはできます」

　だけど俺のその言葉を、静しず琉るさんは固辞する。

「だ、大丈夫です～。メイドたるもの、仕えるべきご主人様の──明日あす夏か様の大切なご友人の方のお世話になるわけにはいきません。それはメイド法違反です～」

「メイド法って……そんなこと言ってる場合じゃないですって！」

「で、ですが～……」

「それにほら、俺は今はメイド隊を体験中の身なので静しず琉るさんの部下みたいなものです。だからその、何でしたっけ、メイド法違反にはならないんじゃ……」

「そ、それは～……」

　それでもなお静しず琉るさんはためらう素振りを見せていたが、やがて。

「わ、分かりました～。ではすみませんが、お願いいたします～……」

　観念したような声でそう言った。

[image: ]

　ようやく納得してくれた静しず琉るさんの足を取って、ポケットからハンカチを取り出す。

　ええと、ネンザをしているのは足首だから……と、腫れ上がっている部分を固定するようにしてハンカチを巻き付けていって……

「……」

　……って、よく考えてみたらこれ何だかすごくエロいシチュエーションじゃないですかね……？　そもそも静しず琉るさんのスカートはメイドさんにしてはかなり短い方だし、ひざまずく格好でハンカチを巻いているとそのひらひらとしたスカートの裾とそこから伸びる健康的な脚が目の前にくることになる。さらにブーツを脱いで素足になった静しず琉るさんの姿はこの上なく色っぽいといいますか……

「こ、これで大丈夫だと思います」

「あ、ありがとうございます～。おかげで楽になりました～」

　深々と頭を下げながら静しず琉るさんが言う。

「い、いえ、そんな……。あ、それよりどこかから外に出て、助けを呼んでこないと……」

「あ、それは大丈夫だと思います～。メイド隊のみなさんは優秀ですので、いなくなった私たちを探してすぐに助けが来てくれるはずです～」

「あ、そうなんですか？」

「は、はい～。ですので下手に動かずにここで待ちましょう～」

「分かりました」

　そう促す静しず琉るさんと並んで、その場に腰を下ろした。







「……」

「……」

　何だか不思議な状況だった。

　真っ暗なダストシュートの底で、静しず琉るさんと二人きりで並んで座っている。

　考えてみればこんな風に静しず琉るさんと二人だけになったことはなかったので、いまいち何を喋しやべればいいのか分からない。

　うーん、こういった場合は何を話題にすればいいんでしょうか。天気、趣味、昨日のテレビ番組……何かどれもピンとこない。

　悩んだ末に俺が選んだのは、

「あー、そういえば静しず琉るさんは、どうしてメイドさんをやってるんですか？」

　そんな特にひねりのない、シンプルな質問だった。

「え、私ですか～？」

「はい。何か理由とか……」

　それは本当に何気なく訊きいた質問だった。

　どちらかと言えば消去法で、ともすれば好きなカレーの具は何ですかくらいに俺の中ではカジュアルだったクエスチョン。

　だけど静しず琉るさんにとっては、そうではないみたいだった。




「それは……私にとって、メイドという仕事が、人生の全てを賭けるに値するものだからですかね～」




「え？」

　返ってきたのは、そんな割とガチで熱量のある内容だった。

「私はメイドという仕事を愛しています～。誇りに思っていると言い換えてもいいかもしれません～。たとえ生まれ変わったとしても、メイド以外の仕事に就くことは考えられません～」

「そう……なんですね」

「はい」

　力強い返事。

　その口調にはいつもののんびりとした空気は影を潜めていて……ああ、この人は本当にメイドさんに対して思い入れを持っているんだってことがうかがえた。

　だけど考えてみればそれもそうですよね。

　今日一日（というか二時間ほど）体験してみて身に染しみて分かったけれど、メイドという仕事は半はん端ぱな気持ちで続けられるものじゃない。思っていたよりもずっと過酷で休むヒマもない、これ以上ないくらいの重労働だ。メイド服がかわいらしいだとか、メイド服がかわいらしいだとか、メイド服がかわいらしいだとか（大事なことなので三回言いました）などのライトな理由で続けられるものでもない。

　どうして静しず琉るさんがここまでメイドという仕事に思い入れを持っているのかは不明だ。

　だけどその心に秘めた熱い気持ちは、どこまでも真剣でどこまでも本気だということだけは理解できた。

　それを聞けただけで、怪け我がの功名とはいえ、この質問をした甲か斐いがあったと思いました。

「ありがとうございました。静しず琉るさんがメイドさんにかける気持ちが少しだけ分かったような気がしま──」

　そう言ってこの話を終えようとして。

　ところが、静しず琉るさんは止まらなかった。

「思えば私がメイドになろうと決めたのは七つの時でした～。今でも忘れません、あの日はまるでメイドのエプロンのように純白の雪が降り積もる肌寒い冬の日でありました～」

「……」

「それはまるで通り過ぎる人たちの姿が皆メイドのブリムを被かぶっているように見えるほどの美しい雪で～。その雪を見ながら私もそれと同じように清廉でだれからも頼りにされるような純白のメイドになりたいと心に決めた瞬間でありまして……」

「…………」

「そして私のメイドとしての将来を決定付けたと言ってもいい運命の出会いを果たすのは、そのすぐ後のことでした～。歩道を歩いていた私の眼前に蛇行した車が迫ってきて、動くことも避けることもできなかった時に、あの方のメイド服のエプロンドレスが華麗に翻ひるがえって……」

「…………」

　……静しず琉るさん、こんなによく喋しやべる人でしたっけ……？

　……いや人は好きなものや心を傾けているものに対しては饒じよう舌ぜつになるってことを、明日あす夏かや冬ふゆ姫きを見ていて分かってはいたはずなんですが……

　そう頭では納得するものの、それにしてもいつまで経たっても終わらない。

　しかもさっきから何だかメイドメイドと繰り返されているせいか、メイドという単語がゲシュタルト崩壊を起こしているような気がして……

「それでですね～、メイドという仕事の起源は十九世紀のイギリスにまで遡るわけです～。ヴィクトリア時代のメイドサーヴァントが現在におけるメイドのもともとの由来となっているものでありまして～……」

　……うーん、メイドって何だっけ……？　冥途かな……？

　何だか少しばかり頭がグラグラしてきた、その時だった。

「せ、せんせー！」

「え……？」

　そんな声とともに、頭上に光が見えた。顔を上げるとそこには心配そうな表情を浮かべる明日あす夏かがこっちに向かってぶんぶんと大きく手を振っている姿があった。……ただしメイド服を着た。

「……」

　……ああ、やばい、とうとう幻覚が見えてきた。

　妄想の中でだけでなく幻覚で明日あす夏かがメイド服を着ているように見えるなんて、かなりの重症だ……

「やっぱりここにいたんだ！　だ、だいじょうぶ～？、今助けにいくから～！」

　幻覚じゃありませんでした。

　そう声を上げてハシゴのようなものをこっちに向かって下ろすと、美み夏かさん、那な波なみさんといっしょに降りてきた。

「だ、だいじょうぶだった～？　ケガとかしてない？」

「え、あ、うん」

「も～、心配したんだよ～。レッスンが終わってせんせーに会いに行こうとしたらどこにもいなくてさ～。おかしいなと思って色んなメイドさんたちに訊きいて回ってみたら『メイド体験をされていた方ですよね？　そういえばゴミ捨てを頼んでから戻っていないような……』って言うからさ～。もしかしてって思って心配して来てみたらやっぱりここに落ちてたよ～」

　ぎゅっと俺の腕を握りながら、本当に心配してくれてただろう顔でそう言ってくる。

　心配をかけたのは悪かったと思っているし、探しに来てくれたのは嬉うれしいんだけれど、それらの言葉はほとんど頭に入ってこなかった。

　その理由はもちろん……

「あ、あのさ、何でそんな格好してるの……？」

　それ一択だった。

　何だってメイド服なんですかね……？

　すると明日あす夏かは目を瞬しばたたかせた後に、「あ、そっか」と答えた。

「あ、これ？　えっとね、せっかくだからわたしもせんせーといっしょにメイドさん体験をしようと思って着てみたんだよ～。ほら、せんせーこういう格好が控えめに言って病的に大好きでしょ？」

「……あー……」

　そういうことだったんですね。

　理由付けについては若干引っかかるものの、とりあえず俺の妄想が見せた幻覚じゃなくてよかった。

「ほらほら、明日あす夏かちゃんばっかり見てるけど、わたしも着てるんだよ、おに～さん♪」

　明日あす夏かの後ろでは、ちゃっかり美み夏かさんまでもメイド服フルキャスト状態だった。

　目の前には、静しず琉るさんを合わせてメイドさん×四の姿。

「あ、そうだ。せっかくだからみんなでせんせーのためにあれをやってあげようよ。──それじゃ、せ～の♪」




「「「「お帰りなさいませ、ご主人様～♪」」」」




　四人揃そろって笑顔でそんなことを口にする。

「……」

　何だか最初から最後まで、今日はメイド尽くしの一日でしたとさ。
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　十月も下旬になった。

　俺の部屋で明日あす夏かといっしょに『アイドルルーラードジっ娘マホちゃん♪』をやりつつセクハラサイドポジションを極めたり、乃の木ぎ坂ざか邸で執事服を着つつ一日メイド体験をやったり、さらには静しず琉るさんのメイドに対する知られざる熱すぎる情熱を知ることになったりと、意外と色々とあった十月。

　その日も、いつもと変わらない普通の一日だった。

　朝は明日あす夏かと待ち合わせをして他愛もないことを喋しやべりながらいっしょに登校する。学校ではアクビを嚙かみ殺ころしながら授業を受けて、休み時間や放課後は『ＡＭＷ研究会』の面々と〝アキバ系〟の話題について盛り上がったり、花鳥風月の四人にいじられたりしつつダラダラと適当に過ごす。それが終わったら明日あす夏かといっしょにその日あったことを話し合ったりしながら下校をする。

　ここ最近ではすっかりお馴な染じみになった一連のルーティン。

　ただしその日は……一つだけ、違うことがあった。

「ただいまー」

「あ、おかえり、おにーちゃん。きょうはカレーだよ」

「お、やった。具は何？　豚？　牛？　シーフード？」

「ん、きょうはいのししだよー。もうちょっとにこみたいから、できたらよぶねー」

「……」

　どこからそんなジビエの大将みたいなのを入手してきたんでしょうか、マイシスター……

　ハエトリグサといい金きん目め鯛だいキーホルダーといい、どこかアバンギャルドな妹の将来にそこはかとない不安を覚えながら自室へと向かう。

　階下から漂うカレーとイノシシのどこか野性を感じさせる匂いを感じつつ、よっこらせとドアを開けて、電気を点つけようとしたその時だった。




　ガバッ……！




「！」

　ふいに後ろから、目隠しをされた。

　な、何これ、何が起きたの!?　不審者!?

　そうじゃなかったら目隠しをした後に返答を間違えた相手を地獄へと誘っていく地縛霊とか……!?

　突然のことに思考がグルグルと混乱する。

　そういえばここのところ近所で空き巣被害が多発していたような気がするし、家の百メートル圏内には墓地もあることから、どちらの可能性も十分にある。前者だったら何とか振りほどいて「キャー！」と大声を出さなきゃならないし、後者だったら般はん若にや心しん経ぎようを唱えるか九字を切るかしなければならない。

　はたしてどちらが正解か混乱状態になっていると。




「ふっふっふー、だーれだー？」




　そんな、不審者や地縛霊とはほど遠い緊張感のない声が耳元で響いた。

　もうこの十年で何回聞いたんだっていうくらいに聞き慣れすぎて耳にミズダコ（最大体長九メートル）ができた声。

　ああ、うん、そういうことね……

「……何のマネだって、冬ふゆ姫き」

「あれー？　ばれてたー？」

「そりゃあ……」

　目隠しが取られて振り返ると、そこにはいつものように無邪気な笑みを浮かべる十年来の幼なじみの姿があった。

「ちぇー、ばれちゃったかー。せっかくドッキリで善よし人とが「キャー！」って黄色い声で叫ぶところをハイビジョンで動画撮影して、ついでに『ＡＭＷ研究会』のグループにアップしようと思ったのになー」

　にひひ、と笑いながらそう言う。

　というかもう最初の第一声でバレバレでした。あんなアニメライクな声、知っている中で一人しかいない。

　にしても鈴すず音ねのやつが何も言ってなかったってことは……

「……また窓から入ってきたの？」

「え？　うん、そうだよー！　やっぱり幼なじみは窓から入ってくるものだって相場が決まってるっていうかさー！　ほらアニメとかゲームとかでもそうじゃんー」

　その意見にはおおむね同意だけど、だいたいの幼なじみは屋根を伝って窓から入ってくるもので、庭の木をよじ上ってさらにはそこから窓に飛び移って侵入してくるのは希少種だと思います。

　まあそれはともかく。

「で、何しに来たんだ？　ていうかさっきまで『ＡＭＷ研究会』でいっしょだったのに」
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「あ、うん、そうなんだけどねー」

　と、そこで冬ふゆ姫きは言葉を止めた。

　何やら顔をうつむかせて迷うような素振りを見せる。

　ん、何だ？　何でもはっきり物を言うというか、小学校の頃に担任の教師（三十代男）がそのハゲ山みたいだった頭頂部に明らかに増毛を施してきた時にだれもがそれについて触れるのを憚はばかられる中でさえ「せんせー、それ何本やったんですかー？」と元気に突っこんだ冬ふゆ姫きのやつが口ごもるなんて珍しいな……

　怪け訝げんに思っていると、冬ふゆ姫きはがばっと顔を上げた。

「あ、あのさー、善よし人と。今週の土曜日ってヒマー？」

「今週の土曜日？」

「う、うんー」

　今週というと、十月最後の土曜日か。

　確かその日はいつものごとく特に予定もなかったはずだ。

「あ、うん、大丈夫だと思うけど」

　なのでそう答えると、冬ふゆ姫きはぱあっと表情を輝かせた。

「そ、そっかー！　あのさ、だったらちょっとその日、付き合ってくれないー？」

「付き合う？」

「うん、そうそうー！　ほら、善よし人とも聞いてると思うけど、『アイドルルーラードジっ娘マホちゃん♪』の５thライブがさいたまスーパーアリーナであるんだよー！　チケットがたまたま多く当たっちゃってさー、それに行きたいなーって思ってー」

　ライブか……

　ああ、そういえば今日の『ＡＭＷ研究会』でも話題になってたっけ。〝アキバ系〟の間ではかなり注目を集めているライブで、神楽かぐら坂ざか先輩や三Ｋたちもそろって参戦するのだとか。明日夏も興味はあったみたいだったけど、前に話したようにその日はどうしても外せないピアノのレッスンが入ってしまっているらしく参加不可だとしょんぼりとしていた。

　前置きは微妙に長かったけれど、つまりはそれの誘いってことだろう。だったら別に断る理由もないですよね。

　なので。

「うん、大丈夫。行けると思う」

「わ、ほんとー？　やったやったー！　それじゃあ決まりー！　約束だからねー！」

「ん、了解」

　何だってそこまでオーバーリアクションなのかは分からないけれど、喜んでくれてるならよかった。

　と、そこで階段をトントンと上る音が聞こえてきて、直後にドアが開かれた。

「おにーちゃん、ごはんできたよー……って、あれ、ふゆきちゃん？」

　入ってきた鈴すず音ねが冬ふゆ姫きを見て目を瞬まばたかせた。

「あ、お邪魔してるよー、鈴すず音ねちゃんー！」

「ふゆきちゃん、きてたんだ？」

「うんー！　ちょっと善よし人とに用事があってー」

「そっかー。あ、これからごはんなんだけど、よかったらふゆきちゃんもたべてく？　カレーだからたくさんあるんだよー」

「ほんとー？　食べてく食べてくー！　はー、やっぱ鈴すず音ねちゃんはいい子だなー。妹キャラの鑑かがみっていうか、『お兄ちゃんどいて！　そいつ殺せない』とか言わないから好きだよー！」

「ときどきふゆきちゃんがなにいってるのかわからないけど……それじゃいこ。もりつけるのてつだってー」

「おー、手伝う手伝うー！」

　勢いよく声を上げながら鈴すず音ねと並んで冬ふゆ姫きが一階へと降りていく。

　その後を追って俺も台所へと向かって。

　この日、冬ふゆ姫きはイノシシカレーを三杯おかわりして上機嫌で帰っていった。







　そういう次第で『アイドルルーラードジっ娘マホちゃん♪』のライブに行くことになったのだけれど。

　これがある意味での今後の俺たちの関係における色々な転換点のきっかけになろうとは……当然のごとく、この時の俺はシジミの貝柱ほども気付いていなかったんですよね。







　　　　１




　土曜日は、朝から微妙な曇り空だった。

　この時期に雨後のタケノコのように発生する毎回今季最強とうたわれる台風が近づいてきているとのことで、雨こそ降っていなかったものの空はどんよりとグレーに覆われていて風も強い。鈴すず音ねから河童かつぱ（妖怪）の姿を模したカッパを持っていくように勧められたけれど（趣味……）、それは丁重にお断りして、ライブ会場であるさいたまスーパーアリーナへと向かう。

「ええと、赤あか羽ばねで乗り換えてっと……」

　最寄り駅から電車で赤あか羽ばねまで出て、そこからさらに高たか崎さき線せんに乗り換えて十分ほど。

　待ち合わせ場所はさいたま新しん都と心しん駅。

　その改札を出てすぐのところだった。

「冬ふゆ姫きたちは……まだ来てないか」

　辺りにはおそらく俺たちと同じく『アイドルルーラードジっ娘マホちゃん♪』ライブに向かうだろうたくさんの人たちの姿が見て取れる。その年齢層やジャンルも幅広い。さすがマグロにしてみればクロマグロレベルの人気コンテンツだという貫かん禄ろくだった。

　行き交う人たちを何となく眺めながらスマホをいじっていると、冬ふゆ姫きがやって来た。

「お待たせー！　早いねー、善よし人と。待ったー？」

　改札から出て一直線にこっちに向かって走ってくると、そのいつも通りよく通る声を上げる。

「ごめんごめんー！　ぎりぎりまで去年の『アイドルルーラードジっ娘マホちゃん♪』４thライブのブルーレイを見ながら復習してたら一本電車乗り遅れちゃってー」

「ん、大丈夫。ちょっと前に来たところだから」

「おー、それならよかったよー。それじゃ、行こっかー！」

「？　いやまだ全員集まってないんじゃ？」

　というか神楽かぐら坂ざか先輩や三Ｋたちが一人たりとも来ていない。や、まあ三Ｋたちはそろいもそろって一時間単位で遅刻することがよくあるから置いていっても一向に構わないんですが……

　すると冬ふゆ姫きはちょっとだけ間を空けて、こう言った。

「……んー、私たちだけだよー？」

「え？」

「今日いっしょにライブを見に行くのは善よし人とと私だけっていうかー……」

「え、でも三Ｋたちも参戦するって言ってたと思うんだけど……」

　部室でライブＤＶＤをエンドレスで流しながら熱く参加表明をしていたから、来ないってことはないと思うんですが……

　その俺の言葉に、冬ふゆ姫きは少しだけ声を濁して言った。

「あー、うん、まあそうなんだけどー。チケットは別っていうか、別行動っていうかー。ほ、ほら、最近あんまり善よし人とと二人でこういうイベントに来ることもなかったし、たまにはいいかなーって思ってさー。木き村むらくんたちには善よし人とが今日はどうしても外せないマニアックなメイド服＆スク水合同イベントがあって、私もそっちに付き合わされちゃうって言っちゃったー、てへ♪」

「……」

　てへ♪　って、またそういう誤解（性癖的に）を招きそうな表現を……

「ま、まー、細かいことはいいじゃんいいじゃんー。今日は久しぶりに幼なじみ二人でしっぽり楽しもうぜー！　ほら、私たちだけの〝秘密〟って感じでー！」

「……」

「んー、やっぱだめ……かなー……？」

　雨の日の散歩を飼い主に拒否されたポメラニアンみたいに、こっちをうかがうように少しだけ声を落として言ってくる。

「……いや、ダメではないけど……」

　確かにここ最近……というか高校に入学してからは、冬ふゆ姫きと二人だけで行動することはけっこうご無沙汰だったような気もする。理由付けには（性癖的に）小一時間反論したいところだけど、そう言われてみればたまには冬ふゆ姫きの言うように二人で行動するのも悪くはない……の、かもしれない。

「え、じゃあオッケー？」

「あー、うん、まあ……」

　それにやっぱり十年来の幼なじみということもあって、冬ふゆ姫きとはいっしょにいてもこれっぽっちも気を遣わなくてすむ。お互いの存在を空気みたいに感じられて自然体のままでいられる数少ない相手なんですよね。

「わー、ほんとー！　やったー！」

　両手を上げて飛び跳ねながら喜ぶ冬ふゆ姫き。

　そこまで喜んでもらえるならこっちとしても悪い気はしないというか……

「さっすが善よし人とー！　じゃあまずは物販に行こ行こー！　れっつごー！」

　そう楽しげに声を弾ませる冬ふゆ姫きと並んで、さいたまスーパーアリーナへと向かって歩き出す。

　駅から直通の通路には、やはりたくさんの人たちがいた。

　というか歩いている人たちの八割が同じ方向へと向かっているようだった。さらには途中から駅以外からやって来る人たちも合流して、目的地であるさいたまスーパーアリーナに近づくにつれ、その数は雪だるまを転がしたかのように増えていく。

　いやすごい人数ですね……

〝夏コミ〟ほどではないけれど、経験した中ではそれに次ぐくらいの動員数というか。

　そんな上空から見下ろせば「見ろ！　人がゴミのようだ！」と言いたくなるような人混みの中を縫うようにして進んでいくと。

「……ん？」

　と、なんか視線を感じた。

　さっきからやたらと通り過ぎる人たちの目がこっちに向けられているような気がする。

　これは実は俺のズボンのチャックが盛大にご開帳していたとか、寝癖が大ハッスルして鬼●郎みたいになっていた……というわけではなくて。

「なあなあ、今のだれ？　ほら、そこですれ違った子」

「なんか……すげぇかわいいよな。声も耳心地がいいっていうか、聞いてると落ち着く感じだし」

「声優とかじゃね？　ほら、出演してるキャストの関係者とか……」

「じゃあ隣にいるモブみたいなのはマネージャーかな？」

　周りからそんな声が聞こえてくる。

　どうやら冬ふゆ姫きのことを言っているみたいだった。

　注意して見てみれば、通り過ぎる人のほとんどが冬ふゆ姫きに視線を送っている。その注目度はそれこそ水族館で言えば一番人気のコウテイペンギンのお散歩レベルで、辺りにちょっとした人だかりができるくらいだった。

　え、すごいですね……

　冬ふゆ姫きってそんなに目立つというか、注目されるようなキャラだったの……？

　改めて隣の幼なじみを見てみると、今日の冬ふゆ姫きはふわふわとした真っ白なニットとそれに合ったかわいらしいコート、ひらひらとしたスカートという格好だった。気のせいか、いつもよりも心なしか女子っぽいようにも見える。ほんのりといい香りもするし、何だか髪のさらさら具合も通常の三割増しくらいに見えるといいますか……

　思わず立ち止まって冬ふゆ姫きのことを凝視していると、

「ん、どしたのー？　急にじっとこっち見てー」

「え、あ、いや……」

「お、もしかして惚ほれちゃったー？」

　からかうような笑みを浮かべてそんなことを言ってくる。

「ち、違うって！　そんなんじゃないから」

「えー、隠さなくてもいいのにー」

「だからそうじゃないって……」

「ふーん、そうなんだー、残念ー」

　ぜんぜん残念そうじゃない顔でそう言ってくる。

「ま、何でもいいけどさー。ほら、それより早く行こうよ善よし人とー！　物販は時間との戦いなんだぜー！」

「あ、うん、分かった」

　いつも通りの虫も殺さないような笑みを浮かべる冬ふゆ姫きにうなずき返して。

　そこはかとなくモヤモヤとした思いを胸に抱えつつ、俺たちは物販コーナーへと向かったのだった。
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　物販は戦場である。

　どんな小さなイベントのそれであっても一筋縄ではいかないものであり、忍耐力と精神力、さらには物理的体力とが必要とされる過酷な現場。

　そのことを俺は過去の体験から十二分に知っていた……はずだったのだけれど。

「これ……まだ並ぶんだよね……？」

　目の前に出来上がった大行列を見て、思わずエクトプラズムみたいなため息とともにそんな言葉が口から出た。

「うん、そうだよー！　この長さなら二時間くらいかなー？　大丈夫大丈夫、こんなの喋しやべりながら『ＭＧＯ』でもやってたらすぐだからー」

　明るい調子で笑う冬ふゆ姫き。

　だけどその無邪気な笑顔の向こうにあるのは、昼寝をしている蛇のようにのたりくねった先頭の見えない行列である。

　さらにはそれだけじゃなくて……

「おまけに……こっちが終わったら、今度はあっちにも並ぶんだよな……？」

「うん、そうそうー！　こっちはＣＤ列で、あっちはグッズ列だからー。グッズ列の方はまだそんなに混んでないから一時間も並ばないですむんじゃないかなー？　でも二千円購入ごとに特典のクリアファイルがもらえるから、それをコンプリートしないとー！」

　つまりは合計所要時間三時間弱。

　やけに集合時間が早いと思って訝いぶかしんではいたんだけど、こういうことだったんですね……

「……ちなみに、どっちかは諦めるっていう選択肢は……」

「ないよー！（即答）」

「……」

　……ですよね。

　冬ふゆ姫きの性格上、それはお腹なかを空かせた仔こ犬いぬが目の前に大好物のスジ肉の煮込み（八時間煮込んだ）を差し出されたのにもかかわらず放置して昼寝を始めるくらいにあり得ない。

　もうこうなったら諦めるしかないか……

　覚悟を決めて半ば即身仏のような無の境地に至りながら行列に並んでいると、ふと冬ふゆ姫きが思い出したかのように言った。

「んー、でもこうしてるとなんか思い出すねー」

「？」

「ほらー、前に中学の時にも、善よし人とにこうやって物販に付き合ってもらったじゃん」

「あー、うん」

　あのアニメのイベントに連れていかれて俺の腕がもげそうになったやつですね。

「あの時もこんな感じに二人で並んでたんだよねー。ふふ、なつかしー」

「そうだったっけな……」

「それで途中で善よし人とがトイレに行きたくなっちゃってさー、大変だったよねー」

「う、そ、それは暑かったから熱中症にならないように水分を取り過ぎたせいで……」

「ほとんどダム決壊寸前だったよねー♪」

　からかうような口調でそう言ってくる。

「そ、それを言うなら冬ふゆ姫きだって朝ご飯を抜いてきたせいで、途中でお腹なかがサイレンみたいに鳴って目立ってただろ」

「えー、そうだったけー？　忘れちゃったかもー」

「ったく、都合がいいことだけしか覚えてないんだから」

「へへへー」

　人ひと懐なつこい笑みを浮かべる冬ふゆ姫き。

　まったく、こういうところは中学の時から、いや初めて知り合った幼稚園の時からぜんぜん変わっていない。

「あー、やっぱり善よし人ととこういう風にいっしょになんかするのはすごい楽しいなー♪　もちろん『ＡＭＷ研究会』のみんなと〝アキバ系〟のことを喋しやべってるのもいいと思うけど、やっぱり善よし人とは特別っていうかー」

　真まっ直すぐで裏表のない笑顔でそう言ってくる。

　まあ冬ふゆ姫きに付き合わされると色々と大変なのはいつものことだけど……確かにそれも含めて楽しいといえば楽しいのだった。それに冬ふゆ姫きとは会話のネタに困ることもないし、そもそも何も喋しやべらなくてもこれっぽっちも気まずくない。そういう意味ではいっしょにいてストレスがゼロだと言えた。

「あ、そうだー。善よし人と、これってもう見たー？　今度新しくリリースされるっていうソシャゲなんだけどさー」

「ん、どれ？」

「これだよー。どっちかっていえば女子向けっぽいんだけど、でも女キャラもたくさん出てくるし、星の塔とか共鳴者とかで設定はガチっぽいし、男子でも楽しめそうかなーって。それでさー……」

「ふんふん……」

　そんな感じに会話をしていき。

　冬ふゆ姫きの言った通り、二人で色々と話していたら、二時間はあっという間だった。







「あははー、今回もまたちょっと買い過ぎちゃったかもー」

「ちょっとじゃないと思う……」

　両手にずっしりと重みのかかるグッズの紙袋を見て思わずため息を吐く。

　結局ＣＤ列とグッズ列の両方をハシゴして、冬ふゆ姫きは買える限りのグッズやＣＤをコンプリートしていた。売り場で「端から全部くださいー！」なんて言う場面をリアルで初めて見たというか……。よくそんな資金があるとも思ったけれど、こういうイベントのために日頃からバイト（メイド喫茶とコスプレカフェと神社）を欠かしていないらしい。さすがは一家そろって〝アキバ系〟の朝あさ倉くら家の長女にしてそっちの世界では有名なことこの上ないサラブレッドの中のサラブレッドと言いますか……

「んー、でも善よし人とのおかげで欲しかったものは全部ゲットできたよ、ありがとー！」

「……どういたしまして……」

　もう少し控えめにしてくれたら助かったんですけどね……とは思うものの、そう笑う冬ふゆ姫きの両手には俺以上に荷物がいっぱいであったため、そこまで強くは言えない。

「ほんっと、こんなに全力で物販にアタックしても付き合ってくれるのって、善よし人とくらいなんだよねー。いっつもありがとー、感謝してるよー！」

「はいはい……」

　そんなのはもはや今さらといいますか。

「もー、これでも本気で言ってるのになー」

　冬ふゆ姫きはそう不満げに言っていたけれど、俺にとっては冬ふゆ姫きに〝アキバ系〟のイベントに付き合わされるのなんて、夕飯にハンバーグが出てくるのと同じくらいに日常茶飯事であるため、何とも思わない。

　とりあえず大量の戦利品はコインロッカーに入れておくことにした。
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　そんな一仕事だった物販を経て、いよいよライブへと向かうことになった。

　重い荷物を手放して白鳥のように身軽になったところで、座席へと続くリノリウムの通路を冬ふゆ姫きと並んで歩いていく。

「えっとー、この番号だとこっちの方かなー？」

「ん、そうだと思う。もうちょっと行った辺りかな」

「今回はけっこういい席なんだよねー。ふふふ、楽しみ楽しみー」

　そんなやり取りをしながら、手元のチケットと案内表を見比べつつ進んでいく。

　今さらながらにさいたまスーパーアリーナは広かった。荷物を入れたロッカーからライブの行われるホールに辿たどり着つくだけでもちょっとした散歩レベルである。

　日頃の運動不足の身にはなかなか堪えると、五分散歩をしただけで息切れ状態になるお座ざ敷しきマルチーズの心地で通路を進んでいて。

　その時だった。

「ん……？」

　なんか通路の向こうの方から……見慣れた人影が接近してくるのが見えた。

「それで、今回もセトリのラストは『アリガトウの魔法』なのだという話なのですぞ！」

「それは盛り上がること間違いなしですね！　準備は万全ですか？」

「サイリウムはフルまで用意してきたぜ！」

　明日あす夏かや冬ふゆ姫きとはまた違った意味で、五十メートルくらい離れた距離からでも間違えようのない特徴的なあのトリオは……

「冬ふゆ姫き、あれ……！」

「んー、どうしたのー？　そんなカヤちゃんが鯉こい釣りをしてたら間違ってオオサンショウウオ型クリムゾンを釣り上げちゃった時みたいな顔して……え、あ、あれってー……！」

　冬ふゆ姫きもようやく気付いたようだった。

　周りに憚はばかることなく大声でちょっとばかりアレな内容を話しながらこっちに向かって歩いてくる三人組。

　あれは間違いなく……三Ｋたちだ。

　いやあの三人も来てるだろうことは分かっていたけど、収容人数三万七千人と言われているこのさいたまスーパーアリーナでたまたま遭遇するなんて運が悪すぎるというか。ある意味ガチャにしてみたら限定ＳＳＲ並の引きの強さですよね……

「ちなみに俺たちって、今日ここにいたらマズいことになってるんだよね……？」

「う、うんー……さっきも言ったけど、善よし人とと私は今日、『スク水のカルパッチョを前菜に旬のメイド服をキャラメリゼしたものと、巫み女こ服のソルベの競演を楽しむ夕べ』に行ってることになってるからー」

「そんなマニアックなイベントだって言ったの!?」

　というかあるんだ、そんなイベント!?

「えー、だ、だってー、善よし人とがちょっと周りが引くくらいにメイド服とスク水に執着してることはみんな知ってることだから、それくらいエッジがきいたイベントじゃないと説得力がなくてー……」

「……」

　……いったい『ＡＭＷ研究会』内での俺の印象はどうなっているんでしょうか……

　そのメイド服スク水（あと巫み女こ服も追加）モンスター扱いっぷりに軽い絶望を覚えるものの、今はそんなことを考えてる場合じゃない。

「ど、どうする……！」

　ドンドンと三Ｋたちとの距離は詰まってくる。

『スク水のカルパッチョを前菜に旬のメイド服をキャラメリゼしたものと、巫み女こ服のソルベの競演を楽しむ夕べ』に行っているはずなのがここにいると知られたら、この上なく面倒くさいことになるのは分かりきっている。

　それに……今日のこのライブ参戦は、結果的にそうなってしまっただけとはいえ冬ふゆ姫きと二人の、いわば幼なじみの間の〝秘密〟だ。

　なるべくならそれに水を差されたくない……ような気もする。

　とはいえ通路は人でいっぱいで進路を変えることもできないし、周りには特に隠れるところもなく、文字通り前門の三Ｋ後門の人混み状態で……

「よ、善よし人と……っ！」

「！」

　と、次の瞬間。

　冬ふゆ姫きが俺の腕を摑つかんで通路の端へと引っ張った。そのまま壁かべ際ぎわまで連れられていき、通路に背を向けた俺の胸の中に冬ふゆ姫きがすっぽりと収まるカタチとなる。

「ふ、冬ふゆ姫き……？」

「ほ、ほらー……このまま、木き村むらくんたちに背中を向けて、通り過ぎるのを待てば大丈夫なんじゃないかなー？」

「え、で、でも……」

　確かにこうしていれば冬ふゆ姫きの姿も俺の顔面も見えないかもしれないけれど……傍はたから見た有り様は完全にＴＰＯを間違えて突然発情をし始めた、イチャついているカップルだ。

　くわえて、その、体勢的にほとんど俺が冬ふゆ姫きを抱きしめてる状態になってるんですが……

「そ、そこは目をつむってっていうかー。ほら、犬に嚙かまれたとでも思ってさー」

「犬って……い、いや俺はいいんだけど……」

「わ、私も善よし人とならいいからー。気にしないで……あっ！」

　と、そこで三Ｋたちがちょうど俺の背後にまでやって来た。

　それまで話をしていたのを止めてピタリと立ち止まると、なぜかこっちにジロジロと目をやった。

「……これは嘆かわしいですな。まさかとは思いますが、この神聖なライブ会場で場違いに破廉恥な真ま似ねをする輩やからと遭遇しようとは……」

「……実にけしからんと言わざるを得ませんね。ここは一つ、マナーというものを僕たちが教えてあげるべきかと……」

「……ぐぬぬ、天てん誅ちゆうだ、天てん誅ちゆう！」

　後頭部に息がかかるくらいの距離から物騒な声が聞こえてくる。

　やばい、バレるか……！

　最悪の場合は奇声を上げながら発情したニホンザル型クリムゾンのモノマネで場を濁してそのまま逃げようかと覚悟を決めかけて。

「だが我々にはプロフェッサーとしての仕事が……アイドルとしてけなげにがんばるマホちゃんたちのユニット『マジカル☆シューティングスター』を推しまくるという大切な仕事が待っているのですぞ！」
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「そうですね……ところかまわず発情する盛りがついたＫＹリア充カップルなどに構ってムダな体力を使っているヒマなどありません。私たちは私たちの使命を果たさなければ」

「こんなやつらは放置だ放置！」

　そのまま殺伐としていた気配が遠ざかる。

　やがて三Ｋたちの大声は、喧けん噪そうに混じりながら遠くへと消えていった。

「ふう……」

　行ったみたいですね……

　チラリと後ろを見て三Ｋたちの姿がないことを確認して、大きく息を吐く。

　何とかバレずに難は逃れたみたいだった。危ない危ない……

　それにしても三Ｋたちのカップルに対する怨えん嗟さの念がすごかったですね。何なの、カップルに親を殺されでもしたの……？　今のが俺だってバレた日には、きっと公開処刑（一週間会話中の語尾に「にゃん♪」を付けさせられ続ける）とかですかね……？

　そんなことを考えながら顔を前に戻して……そこで気付いた。

　腕の中にコアラの赤ちゃんのように収まった冬ふゆ姫きの姿。

　まだ冬ふゆ姫きを力いっぱい抱きしめたままでした……！

「あ、わ、悪い！」

　慌てて冬ふゆ姫きの背中に回していた腕を放す。

　だけど名前とは裏腹に体温の高かった冬ふゆ姫きの温ぬくもりは、手を離した今もまだそこにあるかのように腕の中に残っていた。

　さっきまでのＴＰＯを間違えたバカップル状態を思い出して、何だか急に恥ずかしい心地になってくる。

　その、さっきの冬ふゆ姫きの感触は、思っていたのよりもずっと柔らかくて華きや奢しやだった。確か最後にあんな風に冬ふゆ姫きと接近（？）したのは小学生くらいの頃で、その時はぜんぜんそんなことを思わなかったってのに。だけどさっき感じた冬ふゆ姫きの抱き心地（？）はこの上なくコンフォータブルなものでものすごくいい匂いがして、何だかいつまでもそのままでいたいような気にさせられるもので……って、い、いやいや、だからさっきのはただ三Ｋたちから身を隠すための行動であって、それ以上でもそれ以下でもないんですから……！

　ブルンブルンと頭を水浴び後のハシボソガラス（食用）のように振って、気持ちを落ち着かせる。

「あ、あのさ、冬ふゆ姫き、今の……」

「ふー、よかったよかったー、見つからなかったみたいだねー」

「え？」

「木き村むらくんたち、あんなに近づいてくるからてっきり私たちだってバレちゃったのかと思っちゃったよー。もー、心臓に悪いっていうか何ていうかー」

　何事もなかったかのように、極めていつも通りの口調で冬ふゆ姫きがそう口にする。

「……」

「えっとー、番号によると座席はこっちの方だよねー。ほら、行こ行こー！」

「あ、う、うん……」

　くるりと踵きびすを返かえして、冬ふゆ姫きが歩き出す。

　どうやら冬ふゆ姫きも特には気にしていなかったみたいだ。

　ま、まああれは不可抗力というか緊急避難みたいなものだし、だったら俺だけ変に意識しているのも何だかおかしいといいますか……

「あー、うん、そうだな、行こう」

　気持ちを切り替えて冬ふゆ姫きの後を追おうとして。

「……ん？　冬ふゆ姫き、なんか耳が赤くない？」

　前を行く冬ふゆ姫きの小さな耳が、酸性反応を起こしたリトマス紙みたいになっているのに気付いた。

「……え？　そ、そんなことないよー？　気のせいじゃない？」

「そうなの……？」

　明らかに赤いんだけど……

　まあ本人がそんなことないと言っているのならそれ以上追及するようなことでもないのかもしれない。

「ん、分かった。じゃあ行こうか」

　そう納得して、冬ふゆ姫きの後ろを歩き出したのだった。







　だから。

　少し前を歩く冬ふゆ姫きが顔をうつむかせながら小さく声を上げていたことに、気が付かなかった。

「…………っ……も、もう、善よし人とはー……」







　　　　４




　さて、今さらなのだけれど、実は俺はこうした本格的なライブというのは初めての経験だったりする。

　これまでは春と秋に秋葉原で行われている出版社主催のステージイベントや、アニメＤＶＤの発売記念イベントでアーティストが主題歌を歌う現場、ショッピングモール内の広場などで行われているミニライブなどには行ったことはあったけれど、こうしたちゃんとした、しかもさいたまスーパーアリーナを会場にするほどの大規模なライブには、およそ今まで縁がなかった。

　ゆえにそういったライブにおける暗黙のルールだとかマナーだとかがまったくもって分かっていないため、ちゃんと浮かずにいられるのかが、若干心配だったりするんですよね……

　するとそんな不安がちょっと気弱なハリネズミ型クリムゾンのように顔面に出ていたのか、隣の冬ふゆ姫きが俺の肩を叩たたいて笑った。

「だいじょうぶだいじょうぶー！　それは初めてのライブだから緊張してるかもしれないけど、自分の思うように楽しめばいいんだよー！　立って思いっきり声を出して応援したっていいし、疲れたら座ってたっていいし、ただライブ会場の生の空気を楽しむだけだっていいの。楽しみ方は人それぞれなんだからー」

「冬ふゆ姫き……」

「それにもし何か分かんないことがあっても私がいるじゃん。何でも訊きいてくれていいからさー、ね？」

　自分の顔を指さしてにっこりと笑う。

　まあきっとこの〝アキバ系〟マスターな幼なじみはライブが始まったら即座に自分の世界に入るんだろうなと思いつつも、その言葉で、だいぶ気は楽になったように思えた。

「ん、そうする。サンキュ、冬ふゆ姫き」

「いいっていいってー。いつでも冬ふゆ姫きちゃんに頼ってくれていいからねー？」

　そんなことを話している内に、やがて時間は十七時となる。

　出演声優さんによるキャラクターの影ナレが始まり会場が沸く中、さらにはライブ中の諸注意兼前説が終わり（会場内でのバスケットボールは禁止だそうです）、それまで辺りを照らしていた会場の照明が落とされる。

　一瞬の、静寂。

　直後にイントロが流れて。

　ウワァアアアアアアアアア……！　と周囲から歓声が巻き上がる。

　その圧倒的な声援に応えるかのように、ホール最さい奥おう部にあるステージにスポットライトが当てられ、『アイドルルーラードジっ娘マホちゃん♪』の声優さんたちが姿を現した。

「よーし、始まるよー!!」

　冬ふゆ姫きも隣で興奮したように声を上げて。

　そして──ライブは始まった。

　最初の曲はこれぞ『アイドルルーラードジっ娘マホちゃん♪』というものだった。

『アイドルルーラードジっ娘マホちゃん♪』のテーマ曲で、思わず身体からだを動かしたくなるような軽快でノリのいい曲だ。

　ステージ上には本日出演する声優さんが勢せい揃ぞろいして、周りのプロフェッサー──Ｐたちが一斉に総立ちになる。

　この時点で、会場内はもうテンションマックスな空気に包まれていた。

　やがて一曲目が終わり、それと同時にステージ前方にいたチームを乗せた足場がせり出してきて、そのままその声優さんたちによる二曲目となる。一曲目に続いてアップテンポなセットリストに、会場の空気がさらにヒートアップしていくのが感じられた。

　その場にいるだけで汗が噴き出してくるような熱気。

　三曲目、四曲目とセットリストが進むごとに、それはとどまることなく増していく。

　そしてそれに呼応するかのようにステージの上では、マホちゃんやカヤちゃんの声優さんたちが、ダンスや振り付きで次々と楽曲を歌い上げていく。

　歌われている曲自体は、『アイドルルーラードジっ娘マホちゃん♪』で使用されている楽曲ということもあって、だいたいは聞いたことがあるものだった。とはいえそれ以外についてはほとんど分からないというか、周りではずっとオールスタンディング状態のＰたちがサイリウムを振りかざしていて、時にはコールや手拍子なども入れている。

　中には何やら複雑なリズムでサイリウムを振っている人たちもいるけれど、まったく付いていけない。

「な、なあ、冬ふゆ姫き、あれってどうやって──」

「～♪」

「……」

　隣の幼なじみが一番高度な動き（目で追えない）をしていました。

「ん、どうしたの、善よし人とー？」

「あ、ううん、何でもない」

「？　ま、いいやー、よーし、続き続きー！」

「……」

「マホちゃーん！　カヤちゃーん！　マジカルー!!」

　そう言って再びライブに没頭する冬ふゆ姫き。

　その顔は真まっ直すぐにステージへと向けられていて、本当に心の底から楽しそうなものであり……

「……」

　ま……いいか。

　予想通りというか色々と分からずに訊ききたいことはたくさんあったんだけど、冬ふゆ姫きの心の底からライブを満喫している表情を見ていたらどうでもよくなってきた。余計な中断は入れずに、心ゆくまで楽しんでほしいというか……

　やがて盛り上がりが一段落して。

「ふー……マジカルしまくってやったぜー！」

「お疲れ、冬ふゆ姫き」

「ありがとー、善よし人と。どう、楽しんでるー？」

「うん。正直コールとか振り付けとかはほとんど分からないけど、このお祭りみたいな空気に触れてるだけで楽しいっていうか……」

「へへー、でしょでしょー？　なんかこの空間にどっぷり浸ってると、胸の奥ががーって熱い感じになって身体からだ全体がぐわーってエンジンがかかったみたいな感じになるんだよねー！　それがライブの醍だい醐ご味みっていうかさー！」

　身振り手振りをまじえながら楽しそうにそう言ってくる。

　がーとかぐわーとかは正直よく分からなかったけど、言っていることは何となく分かった。

　確かにこの不思議な高揚感というか、胸の奥が熱くなってくるような空気は他では味わえないものだ。少しだけ足下がフワフワとしていて、脳からアドレナリンがドバドバと放出されているのが分かる。ナチュラルにハイ状態といいますか……

　それにしてもすごいもんだな……と思う。

　ステージの上では声優さんたちが、目をみはるようなダンスを踊って、パフォーマンスをして、そして難しそうな楽曲を見事に歌い上げている。本職じゃないっていうのに、歌もダンスもプロ並みなんだからすごすぎですよね。

　さらには客席側のリアクションにも見るべきものがあった。

　流れてくる歌声に合わせて返される様々なコールやサイリウムのリズム。

　それらは時に激しく、時に個性的でありつつも、決してステージを邪魔するものではない。

　それどころかむしろいい具合に引き立てるものになっている。

　それら送り手と受け手のそれぞれの息が見事に合わさって、会場内に他にはない唯一無二な一体感を生み出しているのが感じられる。

　その独特のシンクロニシティはこれまで味わったことがないものであると同時に見ていてとても心地いいものであって……ライブにハマる人たちの気持ちが少しだけ分かったかもしれません。

　そのことを冬ふゆ姫きに伝えると。

「お、善よし人ともだんだんライブの真骨頂が分かってきた感じー？」

「うん、もしかしたらハマるかも」

「おー、嬉うれしいこと言ってくれるねー！　でもねでもね、まだまだライブの見所はこれだけじゃないんだよー。あのね、だいたいいっつもラストに『アリガトウの魔法』って曲が来るんだけど、それがステージとＰとが一つになっていい感じにものすっごく盛り上がるんだー！　スペシャルマジカルタイムって感じー？　ふふふー、今から楽しみー！」

　その弾んだ声から、冬ふゆ姫きが本当にその『アリガトウの魔法』を楽しみにしていることがうかがえた。

「そっか、楽しみだな」

「うんっ、首を洗って待ってるといいよー！」

　それは何か違うんじゃないかと思いつつも、底抜けに明るい冬ふゆ姫きの笑顔に、突っこむのをやめた。何ていうかそれは野暮な気がしたんですよね。

「さ、いい感じに身体からだもあったまってきたし、後半戦も気合い入れていっくぞー！」

　そう高らかに声を上げて、冬ふゆ姫きが勢いよく右手を上げた。







　その後も、間に何度かのＭＣを挟んだり、新しいユニットや楽曲の発表で客席を沸かせたりしつつ、ライブは進んでいった。

　明るく軽快な曲にポップな曲、ＣＶが入ったちょっとした演劇のような曲があったかと思えば、メロディーラインで聞かせるしっとりした曲が挿入される。そのラインナップは実に多岐にわたっていて、見ていてまったくもって飽きないものであった。

　そしていよいよ残りの時間もあと僅かとなり。

　会場内の雰囲気がラストに向けてさらに盛り上がり始めた、そんな時だった。

「……？」

　俺たちから見て、右斜め前の場所にいた小柄な女の子。

　その女の子が、何だかふらふらと揺れているのが目に入った。

　最初は身体からだ全体でリズムを取っているのかと思った。実際そうしている人たちは周りに何人もいる。だけどそれにしてはやけに揺れ幅が大きいような気がする。

　何かおかしいな……と思った次の瞬間。

「……！」

　その女の子が、崩れ落ちるようにして床に倒れ込んだ。

　突然の出来事に、何が起きたのか分からなかった。

　何かを拾おうとしたってわけでもなさそうだし、ましてやリズムの一環のわけもないだろう。周りにいた他のプロフェッサーたちも困惑状態で、どうしていいのか分からないって顔で倒れた女の子の様子を遠巻きにうかがっている。

　そんな中、だれよりも早く行動に出た者がいた。

「冬ふゆ姫き!?」

　隣の幼なじみだった。

　手にしていたサイリウムを放り投げ真まっ直すぐに女の子のもとに駆け寄ると。

「大丈夫ー？　気分悪くなっちゃったのかなー？」

　上半身を抱き起こしながら、そう呼びかけた。

「……」

　女の子からの返事はない。

　冬ふゆ姫きの呼びかけにも真っ青な顔でただ苦しそうにうめき声を上げるだけで、声が出ないみたいだ。しかもよほど具合が悪かったのか、倒れた拍子に少しだけ吐いてしまっているようだった。

「善よし人とー！　ごめん、ちょっと助けてくれるかなー！」

　その声で、俺はハッと我に返った。

　そ、そうだ、冬ふゆ姫きを手伝わないと……！

　慌てて冬ふゆ姫きのところに駆け付けると、その隣にしゃがみこんだ。

「悪い、大丈夫か……！」

「うん、だいじょうぶー。それよりこの子、ちょっと体調を悪くして倒れちゃったみたい。私は看病と周りの片付けをするから、悪いけど善よし人とはスタッフの人を呼んできてくれないかなー！」

「わ、分かった……！」

　うなずき返して通路へと飛び出す。

　スタッフの人、スタッフの人はどこだ……！

　慌てていたので近くにいたやたらと貫かん禄ろくのあるプロフェッサーの一人をスタッフと間違えたりしながらも、幸いなことにスタッフの人（本物）はすぐに見付かった。事情を話して席まで来てもらう。

「冬ふゆ姫き、スタッフの人、連れてきた！」

「ありがとー。こっちもちょうどちょっと落ち着いてきたところだよー」

「そちらが具合が悪くなってしまった方ですか？」

「そうですー」

「救護室まで運びますので、手伝ってもらってもいいですか？」

「はいー！」

「は、はいっ」

　その後はてんやわんやだった。

　なかなか他のスタッフが捕まらないことから救護室まで女の子を運ぶのを手伝ったり、席に置きっぱなしになっていた荷物を取ってきたり、まだ会話のできない女の子の代わりにスタッフの人にここまでの大まかな状況を説明したり。

　女の子は一人で来ていたようで、心細げな目でずっと俺たちの方を見ていた。そんな女の子に、冬ふゆ姫きはずっと「だいじょうぶだいじょうぶー。ここは私たちに任せて、きみは気にしないでいいからー」と優しく笑いかけていた。

　女の子がようやく起き上がれるようになったのは、救護室に運ばれてから一時間ほどが経たった後だった。

「す、すみませんでした……ご迷惑をかけてしまって……」

　ほとんど泣きそうな顔で女の子がそう頭を下げてきた。

「わたしのせいで……お姉さんたちまでライブを中断させてしまって……」

　何でも女の子はまだ中学生で、今回が初のライブ参戦だったのだという。ずっと楽しみにしていた『アイドルルーラードジっ娘マホちゃん♪』のライブ。だけど楽しみにしすぎて前日眠れずにほとんど徹夜のまま来てしまい、体調を崩してしまったとのことだった。

「いいよいいよー。おんなじプロフェッサーとして困ってる子を何とかするのは当たり前のことだし、それに楽しみで前日眠れないって気持ちはすっごくよく分かるからー。うんうん、私も初めてライブに参戦するって時は三日三晩眠れなかったなー」

　それ大丈夫だったんですかね……？

「で、でも……」

「ほんとに気にしないでいいからー。あ、でももし私のことをありがたく思ってくれるんだったら、今度はきみがどこかのライブで体調を崩しちゃった人を見かけたら、おんなじようにしてあげてくれればいいからさー」

「お姉さん……」

「ね？」

「あ──ありがとうございます……」

　そう言いながら女の子は声を詰まらせていた。

　その後、迎えに来た親御さんに連れられて、何度も何度も頭を下げながら女の子は帰っていった。

　その後ろ姿に、冬ふゆ姫きはにこやかに笑いながら手を振っていた。
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「ふー、大変だったねー」

　大きく息を吐きながら冬ふゆ姫きがぐーっと身体からだを伸ばす。

　スタッフの人たちにお礼を言われてもろもろの事後処理などをした後、俺たちは救護室を後にした。

　ライブはもうすでに終わってしまっていて、すっかり人気のなくなった関係者用の通路を冬ふゆ姫きと二人で並んで歩く。

「だけどあの子、大したことなくてよかったよー。倒れた時にケガとかしてたら大変だったからねー」

「ん、そうだな」

「でも何だか初うい々ういしかったなー。私も初めて一人でライブに来た時はあんな感じだったかもー。倒れこそしなかったけど寝不足と緊張でいっぱいいっぱいになっちゃってー。ふふふ、懐なつかしいなー」

　ちょっとだけ遠い目をしながらそう笑う。

　三日三晩徹夜した後でそれだけだった冬ふゆ姫きはすごいと思うし、女の子に大事がなかったのは本当によかったと思う。

　だけど俺には、一つだけ気になっていることがあった。

「でも冬ふゆ姫き、よかったの……？」

「んー？　よかったって、何がー？」

　冬ふゆ姫きが首を傾ける。

「ほら、せっかく『アリガトウの魔法』を楽しみにしてたのに……」

　それだった。

　ライブのラストに歌われるという定番の曲。

　ステージと客席が一体となって盛り上がるスペシャルでマジカルなひと時だというそれを、冬ふゆ姫きはサンタクロースを待つ子どもみたいにこの上なく楽しみにしていた。不可抗力だったとはいえ、それがダメになってしまったわけで……

　その言葉に、冬ふゆ姫きはさらりとこう言った。

「ん？　あ、なーんだ、そんなことかー」

「そんなことって……」

「いいっていいってー。それは聴けなかったのがぜんぜん残念じゃないって言ったらウソになるよー？　でもそれよりもあの女の子が今日のことがイヤな思い出になって、もうライブに来たくないなーってならなくてよかったと思うよー。うんっ♪」

「冬ふゆ姫き……」

「ま、ＤＶＤだって発売されるだろうし、また来年の６thライブを楽しみにしてればいいだけの話だってー」

　そう言ってにかっと笑う。

　そんなこと……なかなか言えないと思う。

　あれだけ楽しみにしていたラストを見逃したのに、そんな風に何でもなかったみたいに軽く流せるなんて。

　思えばあの場でだれよりも速く動いたのは冬ふゆ姫きだし、女子を救護するその行動に迷いは一欠片かけらも見られなかった。

「冬ふゆ姫きって、いいやつだな……」

「えー？　今ごろ気付いたの？　遅い遅い。だから善よし人とはにぶちんだって言われるんだよー」

「ハハ、確かに……」

　こればっかりはそう言われても仕方ないかもしれない。

　というか、冬ふゆ姫きはいいやつなのだ。あまり人の話を聞かなくて、強引で、少しばかり──いやかなり〝アキバ系〟に偏っているところはあるけれど、でもその本質は明るくて優しくて人への気遣いができて、ものすごく好ましいやつなんですよね。

　そんな冬ふゆ姫きが十年来の幼なじみで、本当によかったと思う。

「じゃ、帰ろうか。だいぶ時間もかかったし、あんまり遅くなるとみんなが心配するかもしれないから」

「ん、そだねー。……あっ」

　うなずき合って再び歩き出そうとして、と、そこで冬ふゆ姫きが何かを思い出したかのようにぴくんと身体からだを震わせた。

「？」

「あ、て、ていうか色々ばたばたしてたんで忘れてたけどさー。え、ええとー、そういえば私、汚れちゃってたんだった……」

「汚れて……？」

「ほら、あの子を介抱した時とかに色々しちゃったから……もしかしたら、その、ちょっと匂うかも、しれないし……」

　そう言って僅かに俺から距離を取る。

　いやいや何を気にしていたのかと思えば……

「そんなの気にしないって」

「え……？」

「ぜんぜん汚れてなんていないし、それにそうだとしてもそもそもそれって冬ふゆ姫きがあの女の子を助けた証あかしみたいなもんだろ、イヤだなんて思うわけないって」

「善よし人と……」

「あ、でもそのままだと濡ぬれてちょっと寒いかもだよな。よかったら、ほら」

「え……？」

　着ていた上着を脱いで、少し寒そうだった冬ふゆ姫きの肩にかける。

「え、い、いいよー！　ほ、ほら、夜になってだいぶ冷えてきたし、善よし人とも寒いんじゃないのー？」

「ん、俺は大丈夫。ホットフラッシュがきて暑いくらいだ」

「そ、そうなのー？」

「うん。だから冬ふゆ姫きが着てくれると助かる」

「そ、そっかー、じゃ、じゃあー……」

　そう言って少しだけためらう素振りを見せた後に、冬ふゆ姫きは小さくうなずいた。

「へへー、善よし人との匂いがするー」

　肩にかかったシャツをぎゅっと握り締めながら嬉うれしそうに言う。

　そういえば明日あす夏かも俺の匂いがするって言ってたし、何なんですかね、そんなに俺って匂うものなの……？

「あ、や、その、汗臭かったりしたら悪いんだけど……」

「えー？　そんなことぜんぜんないよー。むしろいい匂いなくらいー」

「そ、そうなのか？」

「うんー。私は好きー♪」

　そ、そういうものなんでしょうか……？

　あいかわらずこの件についてはよく分からない……

　幸せそうに頰を緩ませる冬ふゆ姫きの姿にそこはかとなく気恥ずかしさを感じながら、俺たちはさいたまスーパーアリーナから外に出て、家路に着いた。







　──というわけにはいかなかったんですよね。

「……え？」

　関係者用の出入り口から外に出たところで。

　思わず俺の口からそんな声が出た。

　だって。

　ドアの向こうでは建物を揺らすほどの強い風が荒れ狂っていて、地面に叩たたきつけるような強烈な横殴りの雨が降っていたから。

「え、な、何でこんなに……」

　そう口にしかけて思い出す。

　そういえば朝から台風が接近中で空模様は怪しかった。ゆっくりと北上していた今季最強だという大型台風。とはいえゆったりとした動きとのことだったのでライブが終わるくらいまでなら何とかもつと踏んで河童かつぱデザインのカッパ（リアル）を受け取り拒否して出てきたんですが……

「す、すごいねー。雨が滝みたいだよー」

「う、うん……」

　こんな中を雨具も持たずに飛び出したらあっという間にびしょ濡ぬれもいいところだろう。

　だけどいつまでもこのままここで等身大ポップのように突っ立っているわけにもいかない。

　冬ふゆ姫きとうなずき合って、全速力で駅へと向かって走る。

　幸いなことに駅まではそう距離はない。

　もちろん濡ぬれはしたものの最小限度に抑えられて、何とか無事にさいたま新都心駅まで辿たどり着つくことができた。

　だけどその先で、さらなる困難が俺たちを待ち受けていた。

「……」

「……」

　改札の向こうにあった電光掲示板。

　そこには無情にも……「運行停止」の文字が映し出されていた。

「え、ええと……」

「ど、どうするー……？」

　どうしたらいいか分からないって顔で冬ふゆ姫きがこっちを見上げてくる。

　ひとまず状況を確認するために近くにいた駅員さんに訊きいてみたところ、

「うーん、何せ台風が直撃してるみたいだからねぇ。雨風も収まりそうになりし、もう今晩は運休だと考えていいと思うよ？」

　とのことだった。

「…………」

　……え、これ、ホントにどうしたらいいんですかね……？

　電車がないなら歩くくらいしか帰る手立てはないわけなんだけど（タクシーも考えたけれどあまりの長蛇の列に断念）、外は相変わらずの強風と豪雨でとても歩けるような状況じゃない。そもそも歩いて帰ったら何時間かかるか分からないくらいの距離だ。

「よ、善よし人とー……？」

「う、うーん……」

　まさに八方塞がり。

　途方に暮れて、冬ふゆ姫きと顔を見合わせたのだった。




　　　　＊




　──同時刻、乃の木ぎ坂ざか邸。

「うわ～、だいぶ降ってきたね～」

「そうですね～。今晩は大荒れになるみたいですよ～、明日あす夏か様」

「そなんだ？　せんせー、『アイドルルーラードジっ娘マホちゃん♪』のライブに行くって言ってたけどだいじょうぶかな～？」

「確かライブは二十時に終わっているのですよね～？　でしたら本格的に台風が接近する前ですから大丈夫だと思いますが～……」

「そっか、なら安心かな～。ちぇ～、わたしも今日じゃなかったらいっしょに行ったのに～」

「お気持ちは分かりますが仕方がないですよ～。マルゲリッチ先生のレッスンを受けられることなんて、めったにないことなんですから～」

「う～、それはそうなんだけどね～。さっ、そろそろ休憩も終わってマルゲリッチ先生が戻ってくる頃だから準備しとかない……って、あっ」

「？　どうされました、明日あす夏か様～？」

「あちゃ～、ピアノの弦げんが切れちゃったみたい」

「だ、大丈夫ですか～？」

「うん、平気平気。でもこないだ替えたばっかりだったのにな～。どうしたんだろ？」

「明日あす夏か様、ここのところ熱心に練習をされていましたから～。思っていたよりも傷んでいたのかもしれませんね～」

「ん～、そっか～」

「？」

「……」

「明日あす夏か様～？」

「……」

「どうされました～？　何か気になることでもおありですか～？」

「……う～ん、そういうんじゃないんだけど……」

「？」

「……ううん、何でもない。何だろ。何となくヘンな気分がしただけ」
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　帰宅拒否症で毎晩公園のブランコで時間を潰しているサラリーマンの旦那さんとか、リストラされて公園のベンチでハトにエサをあげているお父さんとか、家で飲むのを禁止されて公園の砂場で一人酒盛りをしている酒好きのおっさんとかじゃなくて、予想外のアクシデントで帰宅できなくなった高校生が行ける先なんてそう多くはない。

　コンビニのイートイン、カラオケ、ボーリング場、二十四時間営業のファミレス……ぱっと出てくるのはそれくらいだろう。

　しかも勢力を強めつつある大型台風がまさにリアルタイムで上陸中ということもあれば、その中でもさらに行き先は限られる。

　その中で俺たちが選んだのは……

「え、こ、ここに入るの……？」

「だってもうどうしようもなくないー？　電車は止まっちゃって帰れないし、駅も閉まっちゃうからいつまでもいられないし、外は暴風雨だし、緊急避難だよー」

「そ、それはそうかもしれないけど……」

　時間とともにますます強くなっていく風と雨が吹き荒れる中、俺たちが辿たどり着ついた場所。

　それはギラギラとしたネオンが怪しく光り輝く歓楽街の中にある一軒の建物であり……

「それにやっぱり横になれた方がいいじゃん。何だかんだでけっこう疲れたし、ファミレスとかで一晩明かすのはきついと思うよー」

「だったらカラオケとかは……」

「カラオケも何だかんだでソファーしかないから意外としんどいよー？　それに隣の歌声とかも聞こえてくることもあるから、落ち着かないんじゃないかなー？」

「……」

　それは、確かに……

　何というか、冬ふゆ姫きの言っていることはどれも雨が降る日は気圧が低いってくらいにもっともだった。

「だいじょうぶだってー。高校生とかでもけっこう使ってる人たちはいるし、それに今日はこんな状況だから制服でも着てない限り店員さんとかもきっと見逃してくれるってー。いっしょに大人の階段を上ろうぜー？」

「……分かった、ここにしよう」

「お、ようやく覚悟を決めたー？　だいじょうぶ、痛くしないからー♪　じゃ決まりー！」

　勢いよく声を上げる冬ふゆ姫きとともに足を踏み入れたネオンに照らされた建物。

　その中にあったのは宿泊・休憩と書かれた簡素な看板、シンプルだけどどこかおしゃれな内装、鍵付きの個室。

　そして……壁一面を埋め尽くすように陳列された大量のマンガ。

　──雑居ビルの一角にある、マンガ喫茶だった。

「えっとー、受付はこっちかー。フラットシートがある部屋でいいよねー？」

「うん、任せた」

「オッケー！　んじゃ一番お得な料金プランはっと……」

　それも横になりながら自由にくつろぐことのできる個室のフラットルームがあるタイプ。

　確かに冬ふゆ姫きの言う通り、ファミレスじゃテーブルに突っ伏して寝るくらいしかできないし、個室とはいってもカラオケではそうそう落ち着いて横にはなれない。

　そう考えると、この選択はベストなものだと言えた。……いやまあ、ここに辿たどり着つくまでには光り輝くお城のような建物も何軒かありましたけど、それは論外ってことで。

「すみませんー、休日ナイト十二時間パックで二人お願いしますー」

　冬ふゆ姫きが手慣れた感じに受付の手続きを済ませる。

「冬ふゆ姫き、よくこういうところに来るの？」

「ふっふっふー、イベント前とかにはよく使ってるからねー。ごろごろできるから疲れも取れるし、マンガとかＤＶＤとかがいっぱいあるから退屈もしないし、ものすっごい便利なんだよー」

「そうなんだ……」

　冬ふゆ姫きがそんなにマンガ喫茶をよく使っているとは知りませんでした。

　ともあれこうして、今晩の俺たちの泊まる場所が決まったのだった。
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「……うん……うん、そういうわけだから、今日は帰れない。明日の朝には帰るから、鈴すず音ねもちゃんと戸締まりはして……大丈夫、不祥事は起こさないよ!?」

　最後にそう念を押して鈴すず音ねとのスマホの通話を切る。

　まったく、こんな時まで不祥事を気にされるなんて、どこまで兄のことを信用してないんでしょうか……

「あ、連絡終わった、善よし人とー？」

「ああ、何とか。そっちは？」

「あ、うん、こっちもだいじょうぶー。問題なっしんぐだよー」

「そっか」

　ならよかった。

　冬ふゆ姫きの両親とは子どもの頃から面識があるとはいっても、やっぱりこういう時にはきちんと連絡をしておかないと印象が悪い。親しき仲にも礼儀ありってやつですね。

「はー、それにしても今日は色々あったねー。さすがにちょっと疲れたかもー」

　そう大きく息を吐いて、冬ふゆ姫きがマットの上にころんと横になる。

　まあ戦場のようだった物販から始まって、特にしたくもないエンカウントをしてしまった三Ｋたちから隠れたり、思っていたよりも遥はるかに楽しかったライブで盛り上がったり、さらには倒れた女の子の介抱をしたりと、本当に盛りだくさんだった。そして最後にこの台風ときたもんだ。それはウニやらイクラやらの魚卵が大好物で通風発症寸前のおっさんのプリン体たいのように疲れがたまるのも仕方ないですよね。

「それじゃあどうする？　ちょっと早いけどもう寝る？」

　時間はまだ夜の十一時を少し回ったところで、普段ならまだまだ深夜アニメを見たりネットサーフィンをしたりする宵の口だけど、眠れないことはないと思う。

　だけどその提案に、冬ふゆ姫きはふるふると首を横に振った。

「え？　そんなことしないよー。せっかくマンガ喫茶に泊まることになったんだから、料金の分は骨の髄まで満喫しないとー」

「ていってもやることなんてマンガを読むくらいしかないような……」

　それかスマホでソシャゲでもするか、あるいは部屋に備え付けのパソコンでネットでも見るか。

　すると冬ふゆ姫きが何かに気付いたように目を瞬しばたたかせた。

「あれー？　もしかして善よし人と、マンガ喫茶って初めてー？」

「え？　あ、うん」

　正確に言えば小学生くらいの頃に一度入ったことがあったけど、それ以来ご無沙汰だ。

「そっかそっかー、それじゃあそんな風な反応になるのもムリないかもねー」

「？」

　そんな風って……どんな反応なんですかね？

　いまいち分からない俺に、冬ふゆ姫きは楽しそうに言った。

「よーし、おっけーおっけー！　マンガ喫茶デビューの善よし人とのために、私がマンガ喫茶の何たるかを一から二十までたっぷり教えてあげるー♪」

「え、いや別にいい──」

「そうと決まったら行くよー！　レッツゴー！」

「あっ……」

　答える間もなく、何だかイルカショーのイルカみたいにやる気な冬ふゆ姫きに手を引かれて個室の外へと連れ出される。

　疲れたって言ってたのに、意外と元気というか何というか……

「それじゃまずはマンガ喫茶の基本のキからかなー。マンガ喫茶って名前だけ聞くとマンガしかないみたいに思えるかもしれないけど、マンガが読み放題で選び放題なのは当然として、それ以外にもＣＤとかＤＶＤとかもあるんだよー」

「お、ホントだ」

　冬ふゆ姫きの言う通り、マンガが納まっている本棚のさらに奥には、多数のＤＶＤがズラリと陳列されているスペースがあった。それも邦画や洋画などの映画からテレビドラマやアニメまでラインナップは幅広い。まるでどこぞの蔦つた系のレンタルショップかと見み紛まがうくらいの品揃ぞろえだった。

「アニメのボックスとかもあるからさー。マンガに飽きたら上映会しようよー！」

「お、それもいいかも」

「でしょでしょー？　ふふふー、夜は長いぜー！」

　そう笑う冬ふゆ姫きに、さらにマンガ喫茶の奥を案内される。

　そこにあったのは、コップやバスケットに入ったお菓子などが置かれた、ファミレスで見かけるようなドリンクコーナーだった。

「そしてこっちはドリンクバーとソフトクリームバー。追加料金を払えば飲み放題の食べ放題なんだよー」

「え、そんなのものまであるの？」

「うん、そうだよー！　今はけっこうどこのマンガ喫茶でもある感じかなー」

　そういうものなんですね。

　マンガ喫茶のイメージなんてそれこそ前にアニメで見た喫茶店にマンガが備え付けてあるくらいのまんまなもので止まっていた身としては、ちょっとしたカルチャーショックというか……

　さらに極めつけが。

「それでそれで、こっちにあるのはシャワーブースだねー。予約すれば三十分三百円くらいでシャワーが浴びられるんだよー！」

「え、マジで？」

「うん、マジマジー。シャンプーとかバスタオルとかのアメニティもあるから、ぜんぜん困らないよー」

「はー、すごいな……もうほとんどホテルみたいだ……」

　個室、フラットシート、ドリンクバー、シャワーブースと、設備的には遜色ない。

　というか全体的に清潔で新しい感じの造りだし、下手なカプセルホテルやビジネスホテルよりも快適に過ごすことができるかもしれませんね。

「それじゃとりあえずドリンクバーを注文して、全部の種類のドリンクを絶妙に配合した冬ふゆ姫きちゃん特製のオリジナルスペシャルドリンクでも飲みながら、部屋でごろごろマンガを読もうぜー！」

「ん、了解」

　笑顔の冬ふゆ姫きに促されて、ドリンクバーへと向かったのだった。
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「はー、やっぱり奇矯な冒険は何回読んでも名作だなー。一番好きなのは第四部だけど、他のどの部もページをめくる指が止まらないっていうかさー。もう間違いなく殿堂入りの神作認定だよー」

「こっちの派出所モノも外さない感じかも。全部で二百巻まであるけどどこから読んでも面白いっていうか」

「あ、分かる分かるー！　基本的には日常の話だから、何だかいつまでも読んでられる感じだよねー！」

「そうそう」

　フラットシートの上に二人並んで寝転んで、それぞれ選んできたマンガを読みながらそんな会話を交わす。

　マンガ喫茶の居心地は思っていたよりも七倍くらいよかった。

　横になれることからリラックスできる上に、個室であることから周りの音とかもほとんど聞こえてこない。マンガやＤＶＤなど暇潰しをするものはたくさんあるし、飲み物も食べ物も事欠かないし、これなら一晩寝ずに起きていてもお釣りがくるくらいには退屈することはなさそうだった。

「よーし、第五部まで読んだら次は休憩して別のやつにいこっとー。善よし人と、なんか面白そうなやつってあるー？」

「うーん、食料として育てられた子どもたちが鬼から逃げるやつとかは？」

「あ、それはもう読んだよー。すっごい先が気になる展開だよねー！」

「そっか。だったら他に何かあったっけな……」

　最近のお勧めのマンガを言い合いながら冬ふゆ姫きと笑い合う。

　何だかこうしていると、普通に自分の部屋でくつろいでいるのと同じような気分になってくる。いやむしろうちのセンベイベッドよりもフラットシートの寝心地がいいため、快適度としては上かもしれない。

「ふー、なんかずっと喋しやべってたら喉渇いちゃったかもー。あ、ちょっとそこの冬ふゆ姫きちゃんスペシャルドリンク、取ってくれないー？」

「ん、なんかこれヘンな色してるけど大丈夫なのか……？」

「えー、おいしいよー？　ドクターペッパーが発酵したみたいな味でー。善よし人とにもあげよっかー？」

「遠慮しときます……」

　隣にいるのが冬ふゆ姫きだっていうのも、またここがマンガ喫茶の一室だということを忘れさせる一因だった。

　最近ではそうでもないけれど、昔はこうしてよく同じ部屋でマンガを読んだりダラダラと他愛もない話にラフレシアを咲かせたりしていたものだった。基本的には冬ふゆ姫きが通常通りのマシンガントークで九割方喋しやべっていて、俺がそれに相づちを打つだけってことが多かったけれど、それでもそれは間違いなく楽しいと言える時間だった。

　その時のことを思い出して何となく懐なつかしさを覚えていると。

「そういえばこんな風に善よし人とと二人でどっかにいっしょに泊まるのって、小学生の頃のお泊まり会以来かー」

　うつぶせのまま足をぱたぱたとさせながら、ふと冬ふゆ姫きがそんなことを言った。

「あの時も楽しかったなー。夜遅くまで二人で起きて深夜アニメを見たり、消灯時間の後も布ふ団とんの中に潜り込んでいっしょにゲームしたり、こっそり部屋を抜け出して近所のコンビニまで夜食のからあげを買いに行ったりしてさー。それで見付かって怒られたりしてたよねー」

「あー、そんなこともあったっけ」

「あったあったー。でもそれもだいぶ前の話っていうかー。ていうかそもそもこうしてどっちかの部屋で時間とか気にしないでのんびりだらだらしてるっていうのも、最近はあんまりやらないようになっちゃってたよねー。すっかりご無沙汰っていうかー」

　こっちを見上げながら少しだけ乾いた声で言う。

「それは……まあ、うん」

　さっきも言ったように、家が近所で家族ぐるみの付き合いがあったということもあって、幼稚園や小学生くらいの頃はお互いの家をよく行き来していた。たぶん二日に一回はどちらかの家で遊んでいた気もするし、冬ふゆ姫きの言う通り週末には時折お泊まり会をすることもあった。お互いの家族全員で旅行をすることもあったと思う。

　ただそれもせいぜい小学校高学年の頃くらいまでだった。

　中学に上がったあたりで何となく他の男友だちとかと遊ぶことが多くなって、それに反比例して冬ふゆ姫きと過ごす時間は少なくなっていった。それ以来今と同じような距離感で接するようになったといいますか……

「むー、いつの間にか善よし人とは誘ってもこなくなっちゃったんだよなー。私は善よし人とといっしょにだらだらタイムを過ごしたりお泊まり会をしたりするの、いっつもすっごく楽しみにしてたのにー。何でだよー？」

「何でって、それは……」

　それはその、男の子には何となくそういう時期があるとしか言いようがない。

　基本的には冬眠中のウシガエルみたいに鈍い俺だけれど、それでもあんまり女子と仲良くしているのが恥ずかしいっていう多感な時期があったんですよ。特に冬ふゆ姫きとは仲が良すぎて周りからもからかわれたりしたし……

　今はさすがにそうでもないとはいえ、それでもやっぱり小学生の頃ほどのべったりな付き合いはできないっていうのが実情だったりする。

　だけどその説明に、冬ふゆ姫きは納得がいかないようだった。

「えー、別に私はぜんぜんよかったのにー。それは周りの目とかぜんぜん気にならなかったわけじゃないけど、でも善よし人とは特別っていうか、十年以上の付き合いじゃーん。ほら今だってこうやっていっしょにだらだらしてるとそれだけですっごい楽しいし、こんな他の相手とじゃできないことをやらないなんて、もったいないよー」

　唇をとがらせながらそう言ってくる。

　それは……そうかもしれなかった。

　確かに冬ふゆ姫きといっしょにこうしていると楽しいし、高校生となった今となっては周りの目もそこまで気にするようなものでもなくなった。というかむしろ冬ふゆ姫きをはじめとした女子と話していると男子たちからうらやましがられることの方が多い。あれ、じゃあ何で俺は冬ふゆ姫きとの距離感を考えるようになったんですかね……？

「おー、それとも善よし人と、実は私のことを意識したりしてるのー？」

「え？」

　そこで冬ふゆ姫きが、にやりと不思議の国に出てくる猫みたいに笑った。

「ほらほらー、アニメとかラノベとかのラブコメにはよくあるじゃん。子どもの頃には何とも思ってなかったけれど、成長して目をみはるような色気むんむんの美少女になった幼なじみのことを異性として意識してってやつー。もしかしてそういうやつー？」

「いやそういうやつではないけど」

　若干被かぶせ気味で即答した。

　というか目をみはるような色気むんむんの美少女ってだれですか。

　まあその突っ込みはともあれ……何ていうか、冬ふゆ姫きに対する感情というかスタンスはそんな単純なものじゃないような気がするんですよね。家族のようであり、親友のようであり、兄妹きようだいのようであり……何だか一口では語ることのできない関係というか。

　だけど冬ふゆ姫きは、その返事がいたくお気に召さなかったみたいだった。

「むー、一秒で即答するって失礼だなー！　そこはお世辞でもうんって言っとくとこなのにー。ほんっと、善よし人とは乙女心が分かってないよー！」

「そんなこと言われても……」

「そんなことも得なこともないよー！　そんなんだからエリマキトカゲみたいに鈍感とか言われるんだよー！」

「う……」

　それを言われると耳が痛い。

「ぬー、意識したりだとかって別に冗談だったんだけど、ここまであからさまに塩対応されると何だかちょっと頭にくるなー。……よーし、こうなったら私の溢あふれ出だす女子力と美少女力を身体からだで思い知らせてやるんだからー！　とりゃー！」

　そんなことを言いながらなぜか冬ふゆ姫きがこっちに向かってムササビのように飛びかかってきた。

「あ、ちょ……！」

　ドサリ……！

　直後に柔らかくていい匂いのする感触がのしかかってきて。

　二人絡からまるようにして、マットの上に倒れ込んだのだった。
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　水を打ったような静寂だった。

　まるでこの辺り一帯から音が消えてしまったかのようで、個室の外を歩くだれかの足音がやけに大きく響いて聞こえる。

「……」

「……」

　互いの息遣いすら聞こえてしまいそうなほどの至近距離で、冬ふゆ姫きの整った小さな顔と俺の顔面とが、僅か十五センチほどの距離で向かい合っている。

　いや冬ふゆ姫きとこんな風に密着するのは初めてじゃない。

　幼稚園の頃にプロレスごっこをやっていた時にも普通にくっつき合っていたし、小学生の頃に『魔法少女ドジっ娘アキちゃん』ごっこ（俺がアオアシカツオドリ型クリムゾン役）をやっていた時にも接触度だけで言ったら今以上だったと思う。……いや、クリムゾン名がマニアックすぎるのはともかく。

　だけど現状は、その時の密着とは何もかも違った。

　ほぼゼロ距離で接触しているのは変わらない。

　だけどそこに介在する俺たちの関係性が……確実にメタモルフォーゼしているのだ。

　さらには見た目的にもかなりデンジャラスだった。見ようによっては俺が冬ふゆ姫きを引き倒して積極的に腰の上に乗せているようにも見えるし、倒れ込んだ拍子に冬ふゆ姫きの着衣は乱れてスカートの端はめくれてしまっている。客観的に見たら欠片かけらも言い逃れのできない通報案件だ。おまわりさん、こっちです……！

　そして何より……普段だったら「どうしたどうしたー？　ふふふ、私の想像を超えたエクストリームな美少女力の前にウスバカゲロウ型クリムゾンみたいに完全降伏かー？」などと笑うはずの冬ふゆ姫きが、完全に沈黙してしまっている。俺の腰の上にまたがったまま、どこか潤んだようにも見える目で見下ろしてきているのであって……

「あ、え、ええと、冬ふゆ姫き……？」

「……」

「な、何ていうか……冬ふゆ姫きの美少女力？　があるのは分かったからさ……その、降りてもらえると助かるかな……？」

「………」

「……や、別に重いとかそういうことじゃないんだけど、微妙な体勢なわけだし、いつまでもこのままっていうのはあんまりよくないっていうか……」

　何ていいますか、明らかに正統派エロマウントポジションなわけですし……

　だけど冬ふゆ姫きは変わらず俺の上でエロマウントポジションを保ったままぴくりとも動こうとしない。え、寝てたりしてないですよね……？

　そのままどれくらい時間が経たっただろう。

　いいかげんここはブリッジをしてはねのけてでもこの体勢を解消した方がいいんだろうかと悩み始めた頃。

　冬ふゆ姫きが、ぽつりと口を開いた。




「……ごめん……」




「え……？」

「なんかその、急に変な感じにテンパっちゃって、ごめん……で、でも……」

「……？」

　そこで再び冬ふゆ姫きは言葉を止めた。

　見て分かるくらいに顔を赤くして、ぎゅっと俺の胸元を握り締めながら、何かを思案するかのように目を閉じている。

　そしてやがて緊張を飲み干すかのようにこくりと喉を鳴らすと……こう口にした。




「……で、でも私……よ、善よし人ととこうしてるの……別に、イヤじゃないよ……？」




「……え？」

　一瞬、何を言われているのか分からなかった。

　エロマウントポジションが、イヤじゃない……？

　そ、それはどういう意味なんでしょうか？　どう考えてもそんなに居心地のいいポジションじゃないと思うんですが……？

　ワケが分からず混乱状態になる俺に、冬ふゆ姫きは続けた。

「……こ、言葉の通りだよ……私……善よし人ととこういう風にくっついてるの……イ、イヤじゃない……イヤじゃないっていうか、むしろ落ち着く感じ……かもー……」

「……」

　それはあれですかね？　抱き枕ならぬエロマウントポジション枕的な意味で……？　いや自分でも何を言っているのかよく分からないんですが……

「……なんかね……もやもやってするんだよ……」

　冬ふゆ姫きが何かを吐き出すかのようにそう言った。

「……善よし人とのことを見てると、胸の奥が、こう、きゅってなって落ち着かなくなって……まるで、違う生き物が胸の中で呼吸してるみたいなんだよ……」

「……」

「……あ、あはは、最近は善よし人ととあんまりいっしょにいることがなくなっちゃったからかな……？　原因は分からない……ううん、本当は分かってるのかもしれないけど……で、でも、だからこそ自分でもどうにもできないっていうか……。……あ、あの……さ……こういう風にくっついたりするの……善よし人とは……イ、イヤ……かなー……？」

「あ、え、お……」

　そ、そんなことを訊きかれましても……

　混乱しすぎて、母音しか口から出なくなっている。

　それはその、別に俺はこの状態をイヤだと思っているわけじゃない。ただエロマウントポジションが女子側から見たら倫理的にというか道徳的に完全アウトなんじゃないかと思うだけで……。だから当の冬ふゆ姫きがイヤじゃないって言っているんなら、何も問題はない……のかもしれない。ないの？　ホントに……？

「……」

　答えが出ずに言葉を返せずにいると、冬ふゆ姫きが、俺の胸元に添えていた手にぎゅっと力を込めた。




「……もしかしたらこれって、ぬくもりの魔法かもしれないねー……」




「え……？」

「……心は一つ一つだと孤独で透明な存在にすぎないけど、心と心が溶け合うことで、そこに温かな魔法が生まれる……この世界で自分は一人じゃないってことに気付かせてくれる……きっとそれを人は、愛情っていうんだよ……」

　歌うようにそう口にすると。

　冬ふゆ姫きはそれまで下ろしていた右手を、そっと俺の頰に添えた。

「……！」

　少しだけ温かな冬ふゆ姫きの感触。

　その感触へのリアクションを返せないでいる間に、そのままゆっくりと整った冬ふゆ姫きの顔が迫ってくる。

　い、いいのか……？

　もはや事態があまりにも予想外の展開すぎて、何が正しくて何が間違っているのかさえ分からない。

　だけどこの冬ふゆ姫きの行動を受け入れることで、俺たちの間で何かが決定的に変わってしまうような気がする。いや俺たちだけじゃない。それはきっと俺たちの周りにも黒潮大蛇行くらいには大きな影響を及ぼすものだ。そのことに対する覚悟が俺にはまだ十分にできていないのであって……

「……っ……」

　結果、固まってしまった。

　その状態から、動くことができなくなってしまった。

　料亭の味を再現した味み噌そ汁しるみたいな……完全フリーズドライ状態。

「……」

　そんな俺に気付いたのか、冬ふゆ姫きは動きを止めた。

　俺の顔を真まっ直すぐに見たまま、泣いているような、笑っているような、何ともいえない表情を見せる。

「ふ、冬ふゆ姫き、俺は……」

「……」

　冬ふゆ姫きは静かに首を横に振る。

　そして大きく息を吐くと。

　再び俺の方を見て──こう口にした。




「──なーんちゃって」




「………………え？」

「冗談だよ冗談ー。いっつあジョーク。ふっふっふー、本気にしたー？」

「え、じょ、冗談って……」

「『もしかしたらこれって、ぬくもりの魔法かもしれないねー……心は一つ一つだと孤独で透明な存在にすぎないけど、心と心が溶け合うことで、そこに温かな魔法が生まれる……そうでしょ、ハルくん？』ってやつだよー」

　どこか芝居がかった調子で冬ふゆ姫きがそう言う。

　さっきも冬ふゆ姫きが口にしたその台詞せりふは、どこかで聞いたことがあった。

「……あ！　確か『魔法少女ドジっ娘マホちゃん』の……」

「そうだよー、あったりー！」

　ケラケラと笑う冬ふゆ姫き。

　そうだ……なんか聞き覚えがあるかと思ったら、『魔法少女ドジっ娘マホちゃん』内のワンフレーズだった。カヤちゃんがマホちゃんの想おもい人であるハルくんに自分の気持ちを漏らす時の台詞せりふが、ほぼまんまでそれだ。……ん、て、てことは、これまでの一連の意味深ムーブももしかして……？

「あははー、そうそうー。ごめんねー、なんかちょっとからかってみたくなってさー」

「冬ふゆ姫き～……」

　思わず低い声が口から出る。

「まーまー、ごめんね。でも善よし人とも悪いんだよー？　あんまりにも私のこと、美少女として見てくれないからさー。それは少しくらい意地悪もしてやりたくなるってもんだよー」

「う、それは……」

　それを言われると言い返しづらいところなんですが……

　でもそうか、やっぱりこれまでの行動は『魔法少女ドジっ娘マホちゃん』でのカヤちゃんのそれをなぞったものだったんですね。そういうことなら納得というか、ガチなのかと思って心底焦あせってしまった自分がマヌケすぎる……

　さっきまでのいっぱいいっぱいだった自分を思い出しながら両手で顔を覆いたい心地になっていて。

「…………善よし人との、ばーか。いくじなし……」

「？」

　目の前の冬ふゆ姫きが何かをつぶやいているのが聞こえた。

　つぶやいているのだけは分かったけれど、その声はアマガエルのため息みたいに小さくて、よく聞き取れなかった。

「え、今、何て……？」

　言ったんでしょうか？

　だけど訊きき返すと冬ふゆ姫きは小さく舌を出して。

「何でもないよー。聞こえないように言ったんだから。ていうか善よし人とはあいかわらずバブルスライムみたいに鈍感だって思っただけー」

「……？」

　え、何かよく分からないけどディスられてる……？

　バブルスライムって、もはや実在の生物ですらないんですが……

　鈍感レベルでモンスター認定をされて微妙に釈然としない心地になっていた、その時だった。

　ヴィヴィヴィヴィヴィン……！

「う、うおんっ……!?」

「……っ……!?」

　不意打ち気味なバイブレーションに思わず火力発電所みたいな声が出てしまった。

　どうやら冬ふゆ姫きの方も同じみたいである。どうも二人のスマホがほぼ同時にひと震えしたようだった。

「な、何だろー？　メ、メールとかかな……？」

「え、ええと……」

　二人そろって各おの々おののスマホを見る。

　するとそこにあったのは……『アイドルルーラードジっ娘マホちゃん♪』の『イベントの終了時刻が迫っています』という通知だった。

「あ、そ、そっかー、今日はライブ開催期間限定イベントの最終日だからー……」

「な、なるほど……」

「……」

「……」

「……ぷっ」

「……ハハ」

　どちらともなく笑いが出てしまった。

　何というか、実に絶妙なタイミングと言いますか……

「そうだねー、せっかくだから期間限定イベント、やろっかー」

「うん、そうしよう」

　笑顔でうなずき合って、二人して『アイドルルーラードジっ娘マホちゃん♪』を起動する。

　流れ出す、軽快な音楽と耳心地のよい歌声。

　微妙にシンクロするそれが、何だかひどく落ち着くもののように思えた。

「でも今日のライブ、ほんとに楽しかったよねー。セットリストも最高でめちゃくちゃ胸熱でさー。色々あったけど行けてよかったよー」

　スマホの中でのライブをこなしながら、冬ふゆ姫きがそう口にした。

「ん、それはそうかも。ライブってあんなに楽しいものだったとか、知らなかった」

「うんうんー、善よし人とも順調にライブ沼に片足を突っこんでくれたみたいだし、満足かもー。よきかなよきかなー」

　いつも通りの明るい調子で笑う冬ふゆ姫き。

　だけど。

「……あ、でも『アリガトウの魔法』を聴けなかったのはやっぱりちょーっとだけ残念だったけど、それはまた来年に期待って感じかなー」

　最後に小さくそうつぶやいていたのが、聞こえてしまった。

　……それはそうですよね。

　口ではぜんぜん気にしないと言ってはいたけれど、本当に何とも思っていないはずがない。もちろん女の子を介抱したことを後悔していないのは本当なんだろうけど、同時に待ちに待っていた曲を聴くことができなかったのを残念に思う気持ちだって否定されるものじゃないはずだ。

　……あ。

　と、そこである考えが頭に浮かんだ。

　それはまさに今思い付いたフラッシュなアイデア。

　だけど、もしかしたら──

「冬ふゆ姫き、ちょっと待ってて！」

「んー？　どしたの、そんな慌てた顔してー。あ、分かったー！　夜も更ふけてきてメイド分が足りなくなってきたから、こっそりメイドマンガを読んできてメイド分を補給するつもりだー！　絶対そうでしょー？」

「違うけど！」

　自信たっぷりに言う冬ふゆ姫きに突っこんで、一人個室を出る。

　もし俺の予想が外れてなければ……ここにはあれがあるかもしれない。

　そんな僅かな期待とともに、マンガコーナーの奥にあるＤＶＤコーナーへと足を踏み入れたのだった。
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「どしたのさー、急に飛び出していってー？」

　目的の物を手に入れて個室に戻ると、スマホをいじっていた冬ふゆ姫きが不思議そうな顔でそう尋ねてきた。

「あ、うん。ちょっとＤＶＤを探しに行ってた」

「ＤＶＤ？　メイドのー？　スク水のー？　巫み女こ服のー？」

　だから何でその三択なんですかね……

「……そうじゃなくて、これ」

　ＤＶＤコーナーから探してきたＤＶＤを見せると、冬ふゆ姫きは驚いたような表情になった。

「！　え、よ、善よし人と、これってー……」

「うん、『アイドルルーラードジっ娘マホちゃん♪』の……去年のライブＤＶＤ」

　そう、俺が探しに行っていたもの。

　それは今日行われていたライブの、ちょうど一年前に開催された一つ前のライブ映像を収めたＤＶＤだったんですよね。ここにあるかどうかは賭けだったけれど、ラインナップが豊富だったからもしかしてと踏んでみたところ、見事にビンゴだったのだ。

「で、でも、どうしてー……？」

　ＤＶＤを手にしながらこっちを見上げる冬ふゆ姫きに。

「あのさ……今からこれ、二人で見ないか？」

「え？」

　俺はそう答えた。

「ほら、冬ふゆ姫き、今日のライブで最後の『アリガトウの魔法』が聴けなかっただろ。大丈夫だって言ってたけど、やっぱり心残りかと思って。だからこんな形だけど、せめて聴くだけでも聴けたらって思ってさ」

「あ……」

「観客は冬ふゆ姫きと俺しかいないし、サイリウムとかも残ったやつしかないかもしれないけど……でも雰囲気だけは味わえるかもしれないって。何ていうか、俺たちだけでの『アリガトウの魔法』みたいな感じかな」

　もちろん本物のライブに比べたら劣るかもしれない。

　むしろ今日のライブだっていずれはＤＶＤになるのだろうから、その時に改めて聴いた方が再現性は高いのかもしれない。

　だけど……本当に何となくなんだけれど……冬ふゆ姫きにとっては、今日『アリガトウの魔法』を聴くことに意味があるんじゃないかと思ったんですよね。

「よ、善よし人と……」

　ＤＶＤを握り締めたまま、冬ふゆ姫きが目を瞬しばたたかせながらこっちを見上げた。

「も、もー、善よし人とは時々こういうことをするんだからー。これだからイヤなんだよー。こんなの、こんなのって……控えめに言ってサイコーじゃんかよー！」

「じゃあ、見るってことでいい？」

「あったりまえだよー！　もう見まくって見まくって、ＤＶＤが壊れるくらいまで『アリガトウの魔法』漬けにしてやるんだからー！　今晩は寝かさないから覚悟しててよー！」

　冬のベゴニアが咲くような笑みを浮かべて、冬ふゆ姫きはそう元気に声を上げた。







　そして──俺たち二人だけのライブが始まった。

　照明を消した個室内で二人フラットシートの上に並んで、ＤＶＤを起動する。

　基本的な流れは、見てきたものと同じだった。

　賑にぎやかなオープニングから始まって、間にＭＣやパフォーマンスを挟み、聞き慣れた楽曲が真っ暗な個室の中を流れていく。

　ソロの曲。ユニットの曲。出演者全員の曲。

　ついさっき見てきたものと、同じところもあれば違うところもあった。

　だけどラストのクライマックスの三十分。

　今回は見ることができなかったアンコールパート。

　そこで……会場内の雰囲気が変わるのを、ディスプレイ越しにも感じられた。

「あ、始まるよ、善よし人とー！」

「お……」

　ディスプレイの中の照明が一斉にライトアップされて。

　落ち着いたイントロが流れたかと思うと、それが一転してアップテンポのリズムになる。

　そして流れてくる……『アリガトウの魔法』。

　キャッチーではあるけれど、芯があり力強いメロディー。

　客席では、Ｐたちが手を繫つなぎ合い肩を寄せ合いながらサイリウムを振っていて。

　ステージ上ではそれに応えるかのように、マホちゃんの声優さんが、カヤちゃんの声優さんが、他の声優さんたちが、満面の笑みを浮かべながら手を振り返していて。

　ステージと客席との境界が曖昧になって……まるで一つの世界のように溶け合っているような不思議な感覚。

　それは魔法の瞬間だった。

　その場にいるたくさんの人たちの感謝と想おもいとが、歌というものを通して一つとなって、混ざり合って溶け合うことによって、特別な空間を生み出している。

　──『アリガトウの魔法』。

　そのタイトルの意味が、これ以上ないってくらいに伝わってきた。ああ……うん、確かにこれは魔法だ。この熱量と空気とを生で味わうことができたら最高だろうな……と、心の底からそう思った。

「わー……やっぱりいいなー……」

　隣ではサイリウムを振りながら、冬ふゆ姫きが感極まったような声を上げている。

　ディスプレイの外のこのフラットルームさえも、特別な高揚感に包まれていた。聞こえてくる色鮮やかなハーモニーに刺激されるように、冬ふゆ姫きの言葉を借りれば胸の奥から何かがぐわーっと逆流性食道炎のように湧き上がってくるのを感じる。気付いたら俺たちも自然に手を繫つなぎ合っていて、流れてくるメロディーに合わせてサイリウムを振りまくっていた。

「へへー、どうどう善よし人とー？　サイコーでしょー？　もう感動しすぎて泣いちゃいそうでしょー？」

「それは、そうかも……」

「善よし人とならそう言ってくれると思ったー。うん……やっぱり善よし人とといっしょに『アリガトウの魔法』を見られてよかったよー！」

　やがて曲はクライマックスに差しかかり、それと同時にディスプレイ内外の空気も最高潮に達する。

　Ｐたちの動きで大きく波打つ客席。

　それに応えるかのようにますますテンションの上がっていくステージ。

　それらはまるで最初から一つであったかのように調和して一体となっていき。

　そして最後のフレーズ──「──ありがとう」をマホちゃん役の声優さんが口にして、鳴り止やまない万雷の拍手と声援とともに、ライブは終了した。







「……」

「……」

『アリガトウの魔法』の余韻が覚めやらぬ中で、俺たちは電池が切れたアイ●みたいに呆ぼう然ぜんとしていた。

　ＤＶＤは全てのチャプターを終えて、ディスプレイには真っ黒な出力画面が映っている。

　ライブは終わってしまったけれど……そこで生み出された温かな感謝の魔法は、今でも変わらずに俺たちを優しく包み込んでいた。

「はー……最高だったよー……」

　冬ふゆ姫きが大きく息を吐いてそう言った。

「『アリガトウの魔法』はいつ聴いても鉄板なんだけど、こんなに感激したのは初めてかもー。なんかいつもよりもずっと胸にくる感じで、すっごくエモくて……ほんとのライブよりも盛り上がったかもしれないー」

　少しだけ目を潤ませてそんなことを言ってくる。

　だけどその気持ちは俺も同じだった。感情に直接訴えかけてくるまさに魔法と呼ぶのにふさわしいセンセーショナルな時間で、不覚にも少し感動してしまっているかもしれません……

「あれ、もしかして善よし人とも少し涙ぐんでるー？」

「！　そ、そんなこと！」

「えー、興奮したドワーフウサギ型クリムゾンみたいに目が赤いじゃーん」

　からかうようにつんつんと頰をつついてくる。

　ま、まったく、せっかくの余韻が……

　こんな時でもいつも通りにマイペースな幼なじみに複雑な心地になっていると。

「善よし人と……今日はほんとにありがとねー」

「え？」

　と、冬ふゆ姫きが真面目な顔に戻ってぽつりと言った。

「ほら、そもそもムリ言って二人だけで付き合ってもらっちゃったし、物販でも、本番のライブでも、その後の女の子の時でも、やな顔一つしないでいっしょにいてくれてー……。それだけでも嬉うれしかったのに最後に、こんな素敵なサプライズまでやってくれて……」

「や、そんな。別に大したことは……」

　物販もライブも冬ふゆ姫きの平常運転の範囲内だし、女の子に至ってはまったく想定外のアクシデントだった。それに今のこれだってたまたま思い付いただけで特に最初からやろうと思ってやったことじゃないわけだし、そこまで感謝されても逆に気恥ずかしいといいますか……

　だけど冬ふゆ姫きは、大きく首を横に振った。

「ううんー、そんなことない。大したこととか段取りがどうとかじゃなくて、善よし人とがちゃんと私のことを考えてやってくれたのが嬉うれしいんだよー」

「冬ふゆ姫き……」

「だからほんとにありがと、善よし人とー。私、きっと今日のこと一生忘れないよー。善よし人とといっしょに『アリガトウの魔法』を見て、いっしょに同じ感動を共有できたことー」

　そう言うと冬ふゆ姫きは改めてこっちに向き直った。
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　そしてぎゅっと俺の両手を握り締めると。

　たぶんこの十年見てきた中で一番心に残る満面の笑みを浮かべて、こう口にしたのだった。




「ほんとに……ありがとう、善よし人と。へへ、私ねー、善よし人とのことが、大好きだよー！」
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　翌日は、台風一過という言葉がぴったりの抜けるような気持ちのいい青空だった。

　マンガ喫茶のチェックアウトを済ませて、俺たちは雑居ビルの前で並んで空を見上げていた。

「んー、すっかり晴れたねー。昨日の暴風雨がウソみたいー」

「確かに、暑いくらいかも」

「小春日和ってやつだねー。ぽっかぽかだー！」

「どうする、軽く昼ご飯でも食べて帰ろうか──」

　言いかけた、その時だった。




「──冬ふゆ姫きお嬢様、お迎えにあがりました！」




「？」

　そんな野太い声が、道路の向こう側から飛びこんできた。

　顔を向けるとそこには、こっちに向かってブンブンと大きく手を振る中年のおっさん×三の姿。あれは……

「あれー、永なが井いさん、どうしてここにー？」

　それを見た冬ふゆ姫きが驚いたようにそう口にする。

「冬ふゆ姫き様を迎えに来たんですよ！　信のぶ長ながさんのお話では善よし人と君がいっしょだから心配はないとのことでしたが、やはり居てもたってもいられず……！」

「朝一で屋や敷しきを出てやって来たというわけです。善よし人と君、冬ふゆ姫きお嬢様のお傍そばにいてくださってありがとうございます」

「感謝する！」

「あ、いえ……」

　そろって頭を下げてくる。

　バンダナ、眼鏡、ごついと、それぞれ色んな意味で個性的なこの三人は、冬ふゆ姫きの熱心な追っかけ……というわけではなく。

　この三人は永なが井いさん、小お川がわさん、竹たけ浪なみさんといって、冬ふゆ姫きの家の、朝あさ倉くら家の使用人だったりするんですよね。冬ふゆ姫き付きで子どもの頃から面倒を見てくれているため、俺とも顔見知りなのだった。

　そう……使用人。

　色々あってここが初出しになってしまったけれど……実は冬ふゆ姫きもそれなりのお嬢様だったりするのである。家がＩＴ事業を中心に多方面に展開しているという朝あさ倉くらグループの長女で、そっちの世界（お嬢様界）では普通に有名っていう。いや冬ふゆ姫き自身は気さくでどちらかと言えば庶民的なキャラな上に、自他共に認めるこれ以上ないってくらいの〝アキバ系〟マスターだし、ぜんぜんお嬢様っていう柄じゃないんですが……

「あー、なんか失礼なことを考えてない、善よし人とー？」

　と、冬ふゆ姫きがこっちを見上げてそう言った。

「え、そ、そんなことないよ？」

「ふーん、なーんか私なんてお嬢様なんていう柄じゃないって考えてるような気がしたんだけどなー？」

　女子ってこういうところはホント鋭いですよね……

「さ、それでは行きましょう、冬ふゆ姫きお嬢様」

「ひとまず会社の方にいらしていただくように信のぶ長ながさんから言われていますので」

「向かいましょうぞ！」

　永井さんたちがそう言う。

「んー、そういうことみたい。ごめんねー、私、ここでー」

「ん、分かった」

「じゃあ善よし人とー、また学校でねー！」

「うん、また」

「ばいばーい！」

　そう言って、冬ふゆ姫きは永なが井いさんたちとともに去っていった。

　その背中を見送って息を吐く。

　さて、色々あったけどこれで長かったライブの一日も終了だ。特にやることもないしあんまり遅くなると鈴すず音ねも心配するだろうし（俺が不祥事を起こしてないか）、帰るとしますかね。

　そう考えて駅に足を向けようとして。

「？」

　と、そこでポケットに入れていたスマホがヴィヴィヴィ……とメランコリーに震えた。

　何だろう……と見てみると、そこにはつい今別れたばかりの冬ふゆ姫きからのメッセージが届いていた。




『ごめん善よし人とー。ロッカーから物販の戦利品を回収するの忘れちゃったー。悪いんだけど何とかしておいてくれないかなー？』




「……」

　何とかしてって、要は代わりに回収しておいてくれってことですよね？

　いやロッカーの場所はここからそう遠くないしそれ自体はぜんぜん構わないのだけれど。

　問題は。

「……ひょっとして、あの荷物を全部俺が一人で持って帰るってことなんですかね……？」

　考えたくなかったけど、それ以外にあり得なかった。

　いやあれ冬ふゆ姫きと二人で分担して持っていた時でも腕がもげそうだったし、たぶん全部で十キロくらいあるんですが……

「…………」

　とはいえやらないわけにはいかない。今日を逃したら次に来られるのは来週とかになるだろうし、ロッカーに荷物を入れっぱなしであまり長く放置していると管理者に没収されてしまう。せっかくの戦利品をムダにするわけにもいかない。

「……はあ、もう……」

　最後の最後に残っていた面倒事に、マリアナ海溝よりも深いため息を吐いたのだった。







　こうして。

　色々とハプニング続きであった、『アイドルルーラードジっ娘マホちゃん♪』のライブは終わったのだった。
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　　　　＊




「そんなことがあったんですか……」

　すっかり寒さも深まり冬の装よそおいになった朝の通学路。

　ここ最近の恒例で待ち合わせて学校へと向かっている途中で、明日あす夏かにライブの日のことを話したところ、そんな反応が返ってきた。

「台風が近づいていたことは知っていたんですが、まさか帰れなくなってしまってマンガ喫茶で一夜を過ごすことになるなんて……大変だったんですね……」

「うん。でも雨風はしのげたし、マンガ喫茶は思いのほか快適だったから」

　帰り道で荷物のあまりの重さに腕がキャストオフしかけた以外は、おおむね問題はありませんでした。

「そうなんですか、ならよかったのですが……」

「うん、心配してくれてサンキュ」

　なおも気遣った顔を向けてきてくれる明日あす夏かにそう返す。

「でもちょっとだけうらやましいかもです。『アイドルルーラードジっ娘マホちゃん』のライブももちろんそうなんですが、マンガ喫茶、私も行ってみたかったです」

　少しだけ遠くを見るような目でそう明日あす夏かが口にする。

　つい半年前までマンガにまともに触れたこともなかった明日あす夏かは、当然マンガ喫茶に一泊するなんてことも未体験なんだろう。

「よかったら今度いっしょに行ってみる？　システムもだいたい分かったし、案内できると思う」

「わ、ほんとですか！　私もドリンクバーの飲み物を色々と混ぜ合わせて、ルートビアを発酵させたみたいなオリジナルドリンクを作ってみたいです……！」

　それは本当は微妙にグレーゾーンな行為だったりもするんですがそれはともあれ。

　並んで歩きながらそんなことを話していると、

「おっ、明日あす夏かっち、澤さわ村むらっち、おっはー！」

　ここ最近ですっかり聞き慣れた声が響き渡った。

　こんな風にやばいくらい周りを気にせずにちょっとアレな呼び名で呼んでくる相手は……

「おはようございます、花はな村むらさん」

「おはよう」

　振り返ってみるとそこにいたのは、予想通り花はな村むらさんだった。

　名前の通り花みたいな笑顔で駆け寄ってくると、

「今日もまた二人で仲良く登校ー？　もう、いいねいいねっ、妬やけちゃうねっ！　焼けぼっくいに火が点ついて大爆発だねっ！」

「あ、い、いえ、その……」

「あー、え、ええと……」

　出会い頭の交通事故みたいに会うなり意味の分からないことをぶっ込んでくるところはさすが花鳥風月のリーダー格といいますか……

　どうリアクションしていいか分からずに明日あす夏かと二人して戸惑っていると。

「あー、おっはよー、乃の木ぎ坂ざかさん、花はな村むらさん、善よし人とー！」

　続けてこれまた聞き慣れまくった声が飛びこんできた。

　このどこまでも明るくて虫も殺さないようなアニメライクな声は……

「おはようございます、朝あさ倉くらさん」

「おっはー、冬ふゆ姫きっち！」

　冬ふゆ姫きだった。

　ほぼ一日ぶりに会う幼なじみは、こっちまでやって来ると柔らかくにっこりと笑った。

「おはよーおはよー！　今日も寒いねー。朝からマジカルキリングアンダーファイヤーが大活躍だったよー。あ、善よし人と、昨日はありがとねー。荷物、わざわざうちまで運んでくれてー。お父さんも感謝してるって言ってたー」

「ん、いや大丈夫」

「今度ちゃんとお礼するからー。このご恩は忘れるまで忘れないよー！」

　そんなどこかの五歳児みたいなことを言う。

「じゃあ私は先に行ってるねー！　今日は日直だから早めに行って色々やんなきゃいけないんだー！」

「ん、ああ」

「おっさきー！」

　そう言って走り去っていきかけて、

「──あ、そうだ」

「？」

　その途中で足を止めて、冬ふゆ姫きはこっちを振り返った。

　なぜか俺の目を見てアネモネみたいな鮮やかな笑みを浮かべると、




「──善よし人と、また後でね!!」




　それだけ言うと、今度こそ冬ふゆ姫きは走り去っていってしまった。うーん、何だったんだろう……？

「およよ、なんか冬ふゆ姫きっち、雰囲気変わったっ？」

「え？」

「んー、うまく言えないんだけど、なんかサナギが蝶ちようになった感じっていうか女子力が上がったっていうか……やばいくらい乙女モードな感じ？」

　やばいくらい乙女モードな感じって、どういう感じなんでしょうか……？

　ていうか冬ふゆ姫き、何か変わったんですかね？　俺にはこの上なく普段通りに見えたんですが……

「あー、うん、まあ澤さわ村むらっちはそういうとこ、神経の切れたブロントサウルスみたいに鈍いからねー」

　にこやかな顔で百点満点のダメ出しをされてしまった。

　神経の切れたブロントサウルスって……

「ま、いいやっ。そのへんはあたしが口出すことじゃないしねー。いこいこっ、遅刻しちゃうってば」

「あ、うん」

　いまいち納得がいかないものの、花はな村むらさんの後に付いて歩き出す。

「……」

　と、明日あす夏かが何だか飼い主に「待て」をされたままの仔こ犬いぬみたいな顔でその場で立ち止まっていた。

「明日あす夏か？」

「……え？　あ、はい、どうしましたか？」

「いや、どうしたっていうか、上の空だったから……」

「あ、すみません……ちょっと考え事をしていて。大丈夫です」

「そっか、じゃあ行こう」

「はい」

　うなずいた明日あす夏かと並んで歩き出す。

　だけどその顔は、まだどこかいつものものとは違っているようだった。







「……どうしたんでしょう。何だか、胸の奥が変な感じです……」








・乃の木ぎ坂ざか明日あす夏かの秘密[image: まる106]（秘密レベルＣ）

　マンガ喫茶には行ったことがない。

・乃の木ぎ坂ざか明日あす夏かの秘密[image: まる107]（秘密レベルＡ）

　胸の奥が「変な感じ」であるらしい。






　　　　＊




「──はい、それではこれからホームルームを始めます。今日はいよいよ二週間後に迫った北ほつ海かい道どう修学旅行の、班分けを行いたいと思います」

　天あま宮みや先生が教室を見渡してそう言う。

「基本的にはメンバーは自由です。各自で十人ずつくらいのグループを作ってください」

　その言葉に呼応するように、クラスメイトたちがそれぞれ動き始める。

　学園生活における最大のイベントの一つとも言える修学旅行。だれもが楽しみにしているセンセーショナルかつメモリアルなそれが、もう二週間後に迫ってきていた。

「ねえ、よかったらいっしょのグループになろうよ」

「あ、うん、いいねいいね。村むら口くちさんも誘ってもいい？」

「俺も入れてよ、俺も」

　周りでは次々と出来ていくグループ。

　そんな中。

「おーい、澤さわ村むらっちたちはもうどのグループに入るか決めたっ？」

　花はな村むらさんたち花鳥風月が大声でそう呼びかけてきた。

「え、いやまだだけど……」

「じゃああたしたちといっしょのグループになろうよっ！　明日あす夏かっちも！」

「うちらで修学旅行をがーっと盛り上げていこうぜー」

「きっと楽しいと思うよ？」

「ごいっしょできたら嬉うれしいです」

　花鳥風月の四人が声をそろえてそう言ってくる。

　明日あす夏かと一瞬顔を見合わせた後、同時にうなずき返す。

「あ、だったらお願いしようかな」

「はい。よろしければぜひ」

「よーし、決まり決まりっ！　あ、ねえねえ、冬ふゆ姫きっちたちはー？」

　と、今度は冬ふゆ姫きたちに向けてそう口にする。

「私たちもまだだよー。とりあえず『ＡＭＷ研究会』のみんなで組もうかなーって考えてたんだけど、乃の木ぎ坂ざかさんと善よし人とがそっちに入るなら私たちもそうしたいかもー」

「おー、きなよっ！　来る者はやばいくらいに拒まず去る者はやばいくらいに逃がさずっていうのがあたしたちのモットーだから！　大歓迎だぜー！」

　それ一度入ったら足抜けができないマフィアみたいなやつじゃないですかね……？

　ともあれそういうわけで、最終的には、明日あす夏か、冬ふゆ姫き、花はな村むらさん、小鳥遊たかなしさん、風かざ祭まつりさん、美み月づきさん、さらには三Ｋに俺というグループが完成した。

　や、明日あす夏かといっしょなのは嬉うれしいとはいえ、なんかえらくカオスというか、先行きがそこはかとなく不安な面子めんつじゃないですかね……？




　　　　＊




　その日の放課後。

　俺は明日あす夏かの部屋にいた。

「は～、でも北ほつ海かい道どうか～、すっごく楽しみ！　北ほつ海かい道どう、でっかいど～！　だっけ？」

　両腕を広げながら明日あす夏かが嬉うれしそうにそう言う。

「ジンギスカンとか、札さつ幌ぽろラーメンとか、流氷とか、アザラシとか、セイコーマートとかが有名なんだよね～？　あ、えっと、あとはへそ神社とか？」

「明日あす夏か、北ほつ海かい道どうに行ったことは……？」

「ん、ないんだ～。『ドジっ娘マホちゃん』の『北ほつ海かい道どうサバイバル編～鮭けい児じ型クリムゾンとの死闘～』で見たことがあるくらい。だからせんせーと同じで、おそろいの初北ほつ海かい道どうなんだよ～♪」

「そうなんだ」

　道理で抱いているイメージがとっちらかっている感じといいますか。

「あ、でも北ほつ海かい道どうに行くってことは、色々準備しなきゃね」

　と、明日あす夏かがぽんと手を叩たたきながら言った。

「準備？」

「うん。だって北ほつ海かい道どうって、街にクマが出たりするんでしょ？　あとおやつ代わりにカニとかつららとかを食べてたり、寒波と吹雪でヘタすると街中でホワイトアウトが発生して遭難することもあるとか……」

「……」

　……え、北ほつ海かい道どうってそんな魔境みたいなところだったの……？

　もっと牧場がたくさんあるとか海産物が美味おいしいとか温泉が気持ちいいとか、そんなノンキなことしか想像していなかったんですが……

　スマホで調べてみると八割方本当みたいだった。いやいやまんま試される大地じゃないですか……

「だからさ、買い物に行こ～よ。持ってくカバンとかマフラーとか買って、あ、またおそろいの手袋とか買うのもいいかも♪」

「ん、確かに」

　考えてみれば修学旅行はもう再来週なのにまだ何の準備もしていない。

　なので明日あす夏かのこの申し出はちょうどいいタイミングだったかもしれなかった。

「やった、じゃあ決まり～♪　次のお休みに北ほつ海かい道どう修学旅行準備お出かけをしようね～」

　ぴょこぴょこと飛び跳ねて喜ぶ。

　うーん、あいかわらず動きが小動物みたいでかわいらしいというかスカートの裾が魅惑の蝶ちようのはばたきみたいといいますか……

　ひとしきりそんな感じに喜んでいて。

「あ、そうだ。せっかくせんせーがいてくれるんだから、この機会に練習しといた方がい～かな？」

「え？」

　練習って何のことでしょう？

　首をひねるも訊きき返す間もなく、




「……えいっ♪」




「！」

　そんな軟骨魚類みたいなかけ声とともに、明日あす夏かが俺の身体からだに両腕と両足を回して抱きついてきた。

「な、何を……!?」

「何って、『マジカル☆バーニングストーブ』だよ～。ほら、北ほつ海かい道どう編のラストの方でマホちゃんがやってた～」

「い、いや……」

　そういうことじゃなくて……！

　何で突然その『マジカル☆バーニングストーブ』が強制発動されたのかってことなんですが……

　すると明日あす夏かはぴっと人差し指を立てて言った。

「ほら、北ほつ海かい道どうでは街中でも遭難することがあるって言ったよね？　だからいざリアルで遭難した時に困らないようにって、せんせーがいる時に練習しとこうと思ったんだ～。備えあれば憂いなしだよ～」

「な、なるほど……」

　そうなんですね……って寒い（北ほつ海かい道どうだけに）親父おやじギャグを言ってる場合じゃなくて！

「い、いや、それ別に練習とかいらないんじゃ……」

「え～、いいじゃ～ん。念には念を入れて練習しとかないと本番で困っちゃうんだよ？　あ、やっぱせんせーの身体からだ、あったかいね～。わたしちょっと冷え性だからちょうどいいかも～♪」

「だ、だから……」

「ぎゅ～♪」

　そんなことを言いながら甘えるように頰をすり寄せてくる。

　その仕草は心を許してくれた仔こ猫ねこみたいにかわいらしい上に肌触りは心地よくていい匂いがして俺としてはこの上なく役得だけど、見た目的には完全に甘やかしコアラスタイルといいますか……

「ん～、ほんとせんせーの胸の中はぽかぽかしてて快適だな～。なんか気持ちよくなってきたっていうか、眠くなってきちゃったかも……」

「あ、明日あす夏か……？」

「……これもせんせーの胸の中が居心地がよすぎるから悪い……んだから……」

「え、ちょ、ちょっと……？」

「……す～……す～……」

　ホントに眠ってしまいました。

　遊び疲れた子どもみたいに俺の胸にその整った小さな顔を埋めながら、穏やかな寝息を立てている。

　こ、こんなところをだれかに見られた日には……




「…………じ～……」
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「！」

　見られてました。

　何となくそんな気がしたというか極めていつも通りなんですけど、部屋のドアの隙間から美み夏かさん、那な波なみさん、静しず琉るさんがこっちを覗のぞき見みしていた。

「あ、ごめんごめん。わたしたちに気にせず続けて続けて、おに～さん♪」

「明日あす夏か様、生まれたてのバンビちゃんみたいに気を許した表情をしていらっしゃいますね～。うふふ～、撮影撮影、っと～♪」

「み、見なかったことにいたしますから～」

「そ、そうじゃなくて……」

　見てたなら何とかしてください……

　それから甘やかしコアラスタイルのままの明日あす夏かが目を覚ますまで、三十分ほどの時間を要したのだった。








・乃の木ぎ坂ざか明日あす夏かの秘密[image: まる108]（秘密レベルＳ）

　その、俺の胸の中は思わず眠ってしまうほど居心地がいいらしい……
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　あとがき




　はじめましてあるいはこんにちは、五十嵐いがらし雄ゆう策さくです。

『乃の木ぎ坂ざか明日あす夏かの秘密』四巻をお届けいたします。







　今巻は、メインヒロインである明日あす夏かには少しだけ出番を控えめにしてもらって（とはいえちゃんと出ます！）、幼なじみである冬ふゆ姫きメインのお話となっております。前作キャラ朝あさ倉くら信のぶ長ながの長女にしてディープな〝アキバ系〟マスターである彼女と、彼女と十年以上いっしょにいる主人公善よし人ととの、どこかもどかしくも初うい々ういしいお話。少しでも楽しんでいただければ嬉うれしいです。

　またこちらの前作となる『乃の木ぎ坂ざか春はる香かの秘密』全十六巻も、ただ今発売中です。一巻につきましては『カクヨム』でも期間限定で無料で読むことができるようになっております。こちらもどうぞよろしくお願いいたします。

　そしてコミカライズ企画も順調に進行中です。ネームなどを拝見させてもらっているのですが、もう期待しかありません。こちらも間もなく連載が始まると思いますので、ぜひぜひよろしくお願いいたします。







　ここからはお世話になった方々に感謝の言葉を。

　担当編集の黒くろ川かわさま、そして新しく担当になった小お野の寺でらさま。これからもよろしくお願いいたします。

　イラストのしゃあ様。明日あす夏かもさることながら、今回の冬ふゆ姫きのイラストがもう本当に素晴らしく……一日一回眺めてはニヤニヤしております。ありがとうございました！




　そして何よりもこの本を手に取ってくださった方々に最大限の感謝を。




　それではまたお会いできることを願って──








二〇一九年四月末日　五十嵐いがらし雄ゆう策さく　　


















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

https://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「五十嵐雄策先生」係

「しゃあ先生」係
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プロローグ、第一話／

「電撃文庫MAGAZINE 2019年3月号」（2019年2月）




第二話／

「電撃文庫MAGAZINE 2019年5月号」（2019年4月）




第三話、第四話、エピローグ／

書き下ろし




文庫収録にあたり、加筆、訂正しています。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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